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序

茨城県水戸市藤井町字十方原地内において　十方原市街地開発事業

が茨城県住宅供給公社によって計画されています。これはタ　2温世紀の

新しい街づく　のモデルとして　地区の環境特性を活かして⊃つ　これ

からの時代の新しい生活ニーズを先取りしタ　多様な機能が備わった個

性的で魅力的な街づくりを昌指すものであります。

その事業予定地内にニガザワ遺跡が所在していたため　財団法Å茨

城県教育財団は　茨城県住宅供給公社から埋蔵文化財発掘調査事業に

ついて委託を受け　平成摘年4月から9腰まで発掘調査を実施してま

いりました。

本書は，ニガザワ遺跡の調査成果を収録したものであります。本書

が学術的な研究資料としてはもとよ娠　教育◎文化の向上の一助とし

て　ご活用いただければ幸いです。

なお　発掘調査から我告書の刊行に至るまで　委託者である茨城県

住宅供給公社からいただいた多太なるご協力に対しタ　心から御礼申し

上げます。

またタ　茨城県教育委腰全学　水戸市教育委員会をはじめタ　関係各機関

及び関係各位から御指導夕　御協力をいただいた芸とに対し　衷心より

感謝の意を表します。

平成且2年3月

財団法Å　茨城県教育財団

理事長　斎　藤　佳　郎



例 紅二者

本書は　茨城県住宅供給公社の委託によ娠　財団法Å茨城県教育財団が平成摘年4月から平成摘年9月ま

で発掘調査を実施した　茨城県水声市藤井町字十方原Ⅲ膵番地の姐ほかに所在するここガザワ遺跡の発掘調

査報告書である。

2　当遺跡の発掘調査期間及び整理期間は以下のとおりである。

調査　平成10年4月1日～平成10年9月3＝l

整理　平成1＿1年9月1日～平成12年3月31日

3　当遺跡の発掘調査はタ　調査第且課長沼田文夫の指揮のもとタ　調査第2妊最中此監久撃　主任調査員か練乳

菱沼良幸が担当した。

4　当遺跡の整理及び本書の執筆の編集はタ　整理課長川井正一資　首席調査員萩野谷悟の指揮のもと資　主任調査

員小林孝が担当した㌔

発掘調査及び整理に際し御指導砂御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し　深　感謝の意を表し

ます。



凡 例

1当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標に準拠し，Ⅹ＝＋50，800m，Y＝＋50，400mの交点を

基準点（Alal）とした。

この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各々40m四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を

東西・南北に各々10等分し，4m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へA，B，C……，西から東へ1，2，3

……とし，「Al区」，「B2区」のように呼称した。大調査区内の小調査区は，北から南へa，b，C・・・・・・

j，西から東へ1，2，3……0とし，名称は，大調査区の名称を冠して「Alal区」，「B2b2区」のよ

うに呼称した。

2　実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は次のとおりである。

遺構　　住居跡－SI　土坑－SK　溝－SD　ピットーP

遺物　　土器－P　土製品－DP　石器・石製品－Q　金属製品－M　拓本記録土器－TP

土層　　撹乱－K

3　遺構・遺物の実測図中の表示は，次のとおりである。

焼土・繊維土器 炉・黒色処理

●土器　　　○土製品　　□石器・石製品　　　△金属製品　　　一一一硬化面

4　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正息・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

会社）を使用した。

5　遺物観察表の作成方法と掲載方法については，次のとおりである。

（1）遺構全体図は400分の1，遺構は原則的に60分の1に縮尺して掲載した。

（2）遺物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もある。

（3）「主軸」は，炉・竃を持つ竪穴住居跡については，炉・竃を通る軸線とし，他の遺構については長軸（径）

を主軸とみなした。「主軸・長軸方向」は主軸が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角

度で表示した。（例　N－100－E，N－100－W）。

（4）土器の計測値の表示は，A－口径　B－器高　C一底径　D一高台・脚部径　E一高台・脚部高とし，

単位はcmである。なお，現存値は（）で，推定値は［］を付して示した。

（5）遺物観察表の備考の欄は，残存率，実測番号（Pなど），出土位置及びその他必要と思われる事項を記

した。
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所収 遺跡 名
種 別 ！主 な 時 代

主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

ニガサワ遺跡 集落跡　 縄　　　　 文　 集石遺構　　 7 基 縄文土器片

石器（石鉄・石匙・石皿）

縄文時代から平安時代

にかけての複合遺跡で

ある。縄文時代の集石

遺構や古墳時代の前
弥　　　　 生 土坑　　　　 ′1基 弥生土器 （広口壷）

古　　　　 墳 竪穴住居跡　 36軒 土師器 （杯 ・高杯 ・器

台・柑・賓・壷・ミニチュ

ア土器 ・手捏土器）

期，中期の住居跡が確

認されている。

土坑　　　　 1 基

溝　　　　　 2 条

土製品 （紡錘車・土錘）

石製品 （紡錘車）

平　　　　 安 竪穴住居跡　 7軒 土師器 （杯 ・聾 ・椀）

須恵器 （塔）

その他 時　期　不　 明 土坑　　　　 15基

な
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PL15　第1・2号住居跡出土遺物

PL16　第2・4・5号住居跡出土遺物

PL17　第5～9号住居跡出土遺物

PL18　第7～10・13号住居跡出土遺物

PL19　第13号住居跡出土遺物



I）L20　第13～15㌢住居跡㌔廿上遣物

PL21第1＿5つ7・l＿8号住居働く出土遺物

PL22　第18～20号住居跡出土遺物

PL23　第20～22・24㌢住居跡机上遺物

PL2こ4　第25～27㌢住居跡J廿圭遺物

PL25　第30632・33号住居跡出土遺物

PIJ26　第33835・36・39・141ム号f机朋亦出土遣物

P L27　第410‘42号住居跡出土遺物

P L28　第42043号住居跡出土遺物

′、　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　′　　′　　　　　　　　　　′

PL30　第2　e　5号集石遺構e遺構外（1）山上遺物

PL31遺構外出土遺物甘）

PI：＿J32　遺構外出十遺物甘）



第且車　調　査　経　緯

第且節　調査に至る経過

茨城県住宅供給公社は，水戸市十万原地区において，21世紀の新しい街づくりのモデルとして，「次世代を

担う複合機能都市の形成」を目標とし，十万原地区市街地開発事業を計画した。

平成8年10月Ⅲ目，茨城県土木部都市局住宅課から茨城県教育委員会あてに，十万原地区市街地開発事業地

城内における埋蔵文化財の有無及びその取り扱いについて照会があった。これに対して茨城県教育委員会は，

平成9年10月15日から23日にかけて現地踏査と試掘調査を行った。平成9年12月1日，茨城県教育委員会から

茨城県土木部都市局住宅課あてに，十万原地区市街地開発事業地内にこガサワ遺跡が所在する旨回答した。平

成10年1月8日，当初埋蔵文化財の所在の有無についての照会は，茨城県土木部都市局住宅課が取扱ってきた

が，事業主体が茨城県住宅供給公社であることから，今後の取扱い業務については茨城県住宅供給公社が行う

旨協議した。平成10年2月13凱茨城県教育委員会と茨城県住宅供給公社が同事業に係わるニガサワ遺跡の取

り扱いについて，文化財保護の立場から協議を重ねた。

その結鼠現状保存が困難であることから，平成10年3月13日，茨城県教育委員会は茨城県住宅供給公社あ

てに，ニガサワ遺跡を記録保存とする旨回答し，調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。

茨城県教育財団は，茨城県住宅供給公社から埋蔵文化財発掘調査事業についての委託を受け，平成10年4月

1日から平成10年9月30日までニガサワ遺跡の発掘調査を実施することになった。

第2節　調査経過

ニガサワ遺跡の発掘調査は，平成10年4月1日から平成10年9月30日までの6か月にわたって実施した。以

下，調査経過について，その概要を月ごとに記述する。

4月　　発掘調査を開始するため，現場事務所や倉庫の設鼠　調査器材の搬太補助員投入等の諸準備を行っ

た。27日から補助員を投入し，諸施設の整備，遺跡内の清掃作業を行った。

5月　1日から試掘調査を実施した。20日からは，業者委託による立木の伐開作業を開始した。

6月　　8日から重機による表土除去及び遺構確認作業を開始した。その結鼠古墳時代の集落跡の存在が確

認された。26日から方眼杭打ち測量を実施した。

7月　　3日に遺構確認状況の写真撮影を行い，住居跡4軒の遺構調査を開始した。6日に，基準杭打ちを実

施し，23日には，第12号住居跡の完掘状況の写真撮影を行った。

8月　　3日から中央部の包含層で確認した住居跡12軒の調査を実施した。黒色帯になっており遺構が確認し

にくいため，井桁にトレンチを入れながら調査を進めた。

9月　　住居跡と並行して土坑及び集石の調査を行った。25日に完掘全景の航空写真撮影を実施した。26日に

は，現地説明会を実施し，遺構，遺物を公開した。28日から撤収作業を始め，安全対策を含め30日には，

一切の現地調査を終了した。
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ニガザワ遺跡は　茨城県水戸市藤井紺字十方原Ⅲ膵番地の姐ぼかに所在して折る。

水炉市は　茨城県のほぼ中盤に位置し　東は東茨城郡太洗町　商は笠間酋　南は東茨城郡内原町傍同郡茨城

町に　北はひたちなか市　那珂郡那珂町　東茨城郡常北紺に接している。

当遺跡の所在する水戸市藤井地区は　市の北西部に位置し　東◎商啓北の三方を常北紺に接している。常北

紺の地形は　西から東に丘陵性山地　台地　沖積低地に太則される。西部の丘陵性山地は　入港山地の南の鶏

展血塊の東経部にあた娠標高翻m程度の低山が連なる。鶏足山塊は　室に砂岩　東岩の互層からな軋

部にチャー　や石灰岩をはさんでいる。また　丘陵性山地周辺部には　凝灰岩　砂岩　泥岩等からなる地層が

分布してお酌海蝕の基盤岩となって折る。常北紺の海蝕は　那珂西海地あるいは石塚台地と呼ばれる洪積海

地であ娠市街地の太部分がここに形成されて折る。台地は　標高購～甜m程度で低地との沈痛は約錮mあ勘

急崖に囲まれて折る。紺の東部を南に流れる那珂川と東に流れる藤井用　西田川等の那珂川の支流群は　海蝕

を開析し沖積低地を形成して折る。低地は室に水田に利用されている。

ニガザワ遺跡は　那珂西海地の一部である十方原台地の東端　西田川右岸の標高渕m前後の河岸段段上の単

位段丘に位置し　西側の函地は畑地が広が勘東側の低地は水田として利用されている。調査前の現況は　畑

地や山林である。

∵．－　′′　，ごノ、′　ン‾言′

ニガザワ遺跡付近は　那珂川とその支流群によって開析された畜地が展開し　そのため原始e古代よ　格好

な居住の場として利用されぞお酌　十方原海蝕には当遺跡のほかに　多数の遺跡が存在する。ここでは　ニガ

′．、つ信㌧∵′．の　二な、Il、上一り工・つ、‾′訂ノ了二ノ）

に　さわ　　　　　　じゅうまんばら

旧石器時代の遺跡としては　水戸市十万原畜地上のドゥゼンクボ遺跡抱虹二の沢遺跡〈且か　十方原遺

跡抱轟の　か所が知られている。格に撃　二の沢遺跡からは刃器が採集されている。

縄文時代の遺跡は　水戸市十万原畜地上のドゥゼンタボ遺跡夕二の況遺跡夕十方原遺凱ボンボン遺跡〈痛撃
ふじいちょう　　　　しみずだい　　　　みなみこまがた　　　　はなわ　　　　なるさわおおつか

、．！．＿1工、′　　一　㌧　　三　、′、′　ノ言　′∴　∴予言ふ跡　′′1一′　′∴さ甘　十　：＝′、ハ．去＼∴‘：J

しもじゆく　　　　　　ばばじり

下宿遺跡佃か　馬場尻遺跡ね扇等が知られている。十万原遺跡は早期から前期の遺跡として著名であ娠
なかづま

沈線文系土器の三再議土器が豊富に出土して折る。藤井地区周辺の遺跡としてはタ常北紺の中老遺跡〈8〉撃
なかさい　　　　うしろかわ　　　　と　うちてんじん　　　　ましいほんごう

那珂酋遺跡〈鼠6〉学　後側遺跡〈5〉撃タノ内e天神遺跡持〉タ増井本郷遺跡〈22〉等が挙げられる。

弥生時代になると遺跡数は少な　な娠十方原海地上のボンボン遺凱ドゥゼンタボ遺跡　那珂川右岸の馬
かたやま　　　かぎはやまえ　　　かみ

場屁遺跡などが知られている程度である。藤井地区周辺の遺跡としてはタ常北町の片山遺跡撃風尊前遺跡学士
いりの

嵐野遺跡〈3〉　などが挙げられる。

古墳時代の遺跡としては　今回調査したニガザワ遺跡0〉タニガザワ古墳群〈且4〉ダニの沢古墳群〈痛等が
おんたて

挙げられる。二の沢古墳群では撃　基の閏境が確認されている。藤井地区磯辺の遺跡としては　飯富地区の御立
やま　　　　　　　　　　ましい　　　　みなみあおやま　　　ながみね　　　いしづか

山古墳群　常北紺の風尊前遺跡増井古墳紹釦　南青山古墳群　養蜂古墳群石塚古墳群等が知られて折る0
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だいわたり

奈良砂平安時代の遺跡としてはタ　水戸市の畜渡廃寺跡がある。この寺はタ「徳鈴音上　伸寺」と呼ばれた那

珂郡の「郡の寺」であ娠　これまでの調査で塔跡　門跡　工房跡　柵列等が確認されておりタ　さらに寺の北側
あぼっけ

には，那珂郡の郡衛の存在も想定されている。また　南西的餉皿の前沢用上流には木葉官窯跡（水戸市）があ

り　現在までに　湖m四方に金山支評言三ケ野文辞，高取山支群の3支群が確認されている。これらの窯跡は管8

世紀初頭から9世紀後半まで操業していだと考えられている。当窯跡からは畜渡廃寺に供給していたとみられ

る瓦　出土してお娠　台渡廃寺や那珂郡街とかかわりのある宮窯としての性格を有していたものと考えられて
いいとみ

いる。さらに　南東鍋孤の那珂川右岸の台地上には　火葬骨を納めた蔵骨器が密集して発見された飯富火葬墓
ほっこめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あおき

跡〈30〉がある。常北町内では，中妻遺跡芦　北米遺跡〈9〉，那珂酋遺臥　増井遺臥　上入野遺凱　青木遺跡
まえかわ　　　　　なかごう

〈4〉，後側遺跡，前側遺跡〈6〉タ伸郷遺跡〈2〉等が確認されている。伸郷遺跡の第35号土塊からはタ　甲腎

の小札152点が出土している。

平安時代から中世にかけてはタ　この地域は常陸太線民　那珂既　佐竹民の勢力下にあ娠　各種の抗争の舞台
なかさい

となった。そのためタ　各氏の一族や臣下の城館が各所に造られた。常北町内にある石塚城跡や県指定の那珂酋

城跡〈且5〉　は今でも堀や土塁の跡を留めている。

近健になると　この地域は水戸藩領とな娠　佐竹既　太接既　江戸既の一族や家臣で帰農した者や，戦国以

降に移住した武士や農民も加わり近世の村を形成した。

参考文献

水戸市史編さん委員会『水戸市史　上巻』水戸市1963年9月

・常北町史編さん委員会『常北町史』常北町1988年3月

・大山年次，蜂須紀夫『茨城県　地学のガイド』コロナ社1977年8月

・茨城県史編さん第一部会原始古代史専門委員会『茨城県史料　考古資料編　先土器・縄文時代』

茨城県1979年3月

・茨城県史編集会『茨城県史料　考古資料編　弥生時代』茨城県1991年3月

・茨城県史編さん原始古代史部会『茨城県史料　考古資料編　古墳時代』茨城県1974年2月

・茨城県史編集会『茨城県史料　考古資料編　奈良・平安時代』茨城県1995年3月

・茨城県教育財団「主要地方道水戸茂木線道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書I」

『茨城県教育財団文化財調査報告』第108集1996年3月

・茨城県教育財団「主要地方道水戸茂木線道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書Ⅱ」

『茨城県教育財団文化財調査報告』第124集1997年6月

・　茨城県教育委員会『茨城県遺跡地図』2版1990年3月
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第1図　二ガサワ遺跡周辺遺跡分布図　　1：25，000　地形図「石塚」　匡l土地理院
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慕且　ニガザワ遺跡周辺遺跡一覧表

番

号

遺　 跡　 名

県
遺
跡
番
描写

時　　　　　 代 i番

号

遺　 跡　 名

県
遺
跡
番
冒す

時　　　　　 代

旧

石

縄

文

弥

生

！古

墳

奈
良
○
平
安

鎌
倉

°
室
町

江

戸

旧　縄

右　文

弥

生

古

墳

奈
良

°
平
安

鎌　注
倉

°
室
町　戸

① ニガサワ遺跡 当遺跡 ○ ○ ○ ○ 19 清水台古墳群 120 ○ ○ ！

2 伸　郷　遺　跡 ○ ○ 20 清水 台 遺跡 33 ○ ○ ○ ！

3 上人 野 遺跡 4576 ○ ○ ○ ○ 21 南駒 形遺 跡 34 ○ ○ ○

4 青　木　遺　跡 ○ ○ ○ ○ 22 増井本郷遺跡 4581 ○ ○ ○

5 後　側　遺　跡 ○ ○ ○ ○ 23 増　井　古　墳 292 ○

6 前　側　遺　跡 ○ 24 関　根　遺　跡 4575 ○ ○

7 外ノ内・天神遺跡 4571 ○ ○ 25 塙　 遺　　 跡 30 I ○ ○ O i

8 中　妻　遺　跡 4577 ○ 26 神　生　餌　跡 134 l ○ ○

9 北　米　遺　跡 4578 i ○ 27 鳴沢町大塚遺跡 2641 ○ ○

10 ボンボン遺跡 2598 i i ○！ 28 鳴沢町大塚古墳群 2640 ○

Ⅲ ドゥゼンクボ遺跡 2597 i○！○ O i○ ○ 墾 飯 富 遺 跡 2618 ○ ○ ○　○
12！二 の 沢遺 跡 2599 i○！○ ○ ○ ○ 30 i飯富火葬墓跡 2618 ○
13 ！二の沢古墳群 2600 ！ ！ ∴ 31 塚 山古 墳 群 119 ○
14 ！ニガサワ古墳群 2602 io 32 下　宿　遺　跡 31 ○
15！那 珂西 城跡 293 ！ ○ ○ ○ 33 高　根　遺　跡 2605 ○ O i

16！那珂 酉 遺跡 287 ○ ○ 34 大井下古墳群 117 ○
17！十万 原 遺跡 2603 ○ ○ ○

○

○ ○i

i

O i 35 馬場 尻遺 跡 ！2642 ○ i

i

○！○ O i i

i i18 ！藤 畢 町遺 跡 ！ 32 ○ i l i ！
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第3章　調査の成果

第且節　遺跡の概要

ニガサワ遺跡は，藤井用と西田川に挟まれた舌状台地の東端，西田川右岸の標高30mほどの河岸段丘上の中

段に位置する。調査面積は9，158Idで，現況は畑と山林である。

本遺跡は，縄文時代，古墳時代，平安時代にかけての複合遺跡である。今回の調査により，竪穴住居跡43軒

（古墳時代36軒，平安時代7軒），土坑17基，溝2条，集石遺構7基を確認した。

遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×20cm）に54箱出土した。縄文土器片，弥生土器片，土師器（杯。高埠。

器台e柑e嚢eミニチュア土器。手淫土器主　須恵器（埠），土製品（紡錘車。土錘e管状士錘主　石器（石鉄e

石匙e磨石。石皿），石製品（紡錘車），金属製品（刀子e鎌）等が出土している。

第2節　基本層序

33．0m－

32．0m－

31．0m－

30．0m－

瑠

3　 霊＋ ．儲
4

5

9

10

朋
12

トー巾‾り‥山一】音 斗ゆ一一4－★山＋

第2囲　碁本堂腰因

調査区域内（C2h9区）にテストピットを掘り，

基本土層の観察を行った（第2図）。

第1層は，黒色の耕作土で，厚さは85～100cmで

ある。

第2層は，黄白色粒子少量と赤色粒子微量を含む

褐色の層で，七本桜軽石層である。粘性は弱く，締

まりは強い。厚さは4～40cmである。

第3層は，赤褐色粒子多量と黄白色粒子微量を含

む赤褐色の層で，今市軽石層である。粘性は弱く，

締まりは強い。厚さは4～20cmである。

第4層は，黄褐色のローム層である。粘性，締ま

りとも強い。厚さは5～16cmである。

第5層は，褐色のローム層で，第1黒色帯の＿上部

である。粘性，締まりとも強い。厚さは15～25cmで

ある。

第6層は，5層よりわずかに明るい褐色のローム層で，第1黒色帯の下部である。粘性，締まりとも強い。

厚さは10～20cmである。

第7層は，黄褐色のハードローム層である。姶良Tn火山灰を含む層と思われる。粘性，締まりとも強い。

厚さは10cm前後である。

第8層は，第2黒色帯の上部で，暗い黄褐色のハードローム層である。粘性，締まりとも強い。厚さは15～

20cmである。

第9層は，第2黒色帯の下部で，褐色のハードローム層である。粘性，締まりとも強い。厚さは30cm前後で

－　6　－



ある、、

第摘層は　明黄褐色の腎一義層である。粘性　締まりと　強齢。浮きは蟻鰯渕cmである。

ノ

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　、　　′

′　　′　　　　　　　　　　　　　　　ノ・　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　′　　　　　　　　　　・・　　　′

ほ弱いご　厚さは10cm前後であるご

′　　　　　　′　　′　　　　　・′　、　′　　　、　　′　′　　　　　　　　．　　　　　　　、

は＿10cm前後である。

′　　　　：・一∵　′、′′　　ノ　　　′ごノ二　′′・　∴、・・＼／．‥　′　　　　　　　′　　　　　′リ　ノ　　、　ノ

後であるご

遺構は，2層上面で確認した。

瑠 3：の　　 ㌫　　 磯 ㊨

－‘r‾　＼

魔　　　　358の

＼

魁

j

随

／

e

＼

診

◎　　　　　　 望9 m

i　　 蕗

の＿＿＿ム＿＿＿＿＿＿＿＿＿」L…

第遜園　芸腰骨撃遺跡調査匿設定図
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第4図　二ガサワ遺跡遺構全体図
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ニ′∴二：「　∴′一＿圭、∴ら

温　竪穴住居跡

今回の調査で　古墳時代の竪穴住居跡粥軒　平安時代の住居跡　軒を確認した。以下　確認した住居跡の状

態と出土遺物についで記載する。、

屈　古墳時代

第瑠考健腰静（第5～6園）

位置　調査区の北西部，Ali8区。

規模と平面形　長軸6．18nl，短軸5．58Illの長方形である。

主軸方向　N－390－W

壁　壁高は24～34cmで，外傾して立ち上がる。

・－、′　　掩　十了　　　′′＼‾二　′　二∴．、　′・′一　　一・：′　一；‘二　・∴、∵　′．プ；二、、：・、＼′∴後一、、．、・′・∴上上‾‥つ∵

ある。

床　ほぼ平坦で，炉の周辺がよく踏み固められている。

ご’ノ　　　　ノ′′．ノ‾　　　、、・′　、　▲、：P′言、ノ、）、‥J了l十、一　六！㍉工、、∴、11′妄言　㌻く二・一　′　　‘、、ナノノー

位置で確認されている。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。

炉　中央部からやや北寄りに位置し，長径110cm，短径40cmの楕円形で，床面を6cmほど掘りくぼめた地床炉

である。炉床は，火熱を受けて赤変している。

炉土層解説

‾1　棒暗赤褐色　焼上中ブロック・粒子中鼠　炭化粒子少量

2　暗赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼士粒子中量，焼土中ブロック少量
3　暗赤褐色　焼士粒戸‡二I鼠　ローム粒子・炭化物・炭化粒子少量

l‥1暗赤褐色　炭化粒子中鼠　ローム粒子・焼圭粒r一少量

5　赤　褐　色　焼1二粒f・申鼠　ローム粒子・炭化粒子少量

貯蔵穴　東コーナー部で確認され，長径93cm，短径83cmの楕円形で，深さは23cmである。

貯蔵穴土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒f－・炭化粒子少量

2　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　　　色　炭化粒子多量，ローム粒子微量

2　暗　褐　色　炭化粒子If‾l量，ローム粒子少量

3　褐　　　色　ローム粒子【巨星，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
・、1：黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム小ブロック・粒子微量

遺物　土師器片300点，土製品1点（紡錘車），石器1点（磨石），流れ込んだ縄文土器片154点，弥生土器片3

点が出土している。第6図1の土師器器台は，炉の覆土中から正位の状態で出土している。2の土師器嚢は貯

蔵穴の覆土中層から斜位の状態で，3の土師器嚢は中央部の床面から土庄でつぶれた状態で出土している。4

の土師器手提土器は∴東コーナー部の壁構内から逆位の状態で出土している。5の土製紡錘車は，中央部の床

面から出土している。6の磨石は，中央部の覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して前期（4世紀後半）と考えられる。
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第5図　第1号住居跡実測図
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第6図　第1号住居跡出土遺物実測図

第1号住居跡出土遺物観察表

10cm

！　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第6図器　　台A　　7．4脚部一部破損。脚部はハの字状に器受部内・外面横ナデ。脚部外面砂粒・雲母 P1　　　　80％

1 土師器B　　7．6開く。器受部は皿状に開き，口縁パケ目調整後，ヘラ磨き。内面ハにぷい黄橙色 PL15

D　　8．8部は垂直に立ち上がる。 ケ日調整。脚部内面以外赤彩。普通 炉覆土中

2

要A　12，8ロ緑部一部欠損。平底。体部は球口緑部内・外面パケ目調整後，横砂粒・雲母・長石P2　　　　95％
土師器B　18．7状を呈し，中位に最大径をもつ。ナデ。体部外面パケ冒調整。内面にぷい橙色 P工。15外面煤付着

C　　6．1口綾部は外傾する。 上位に給積み痕。 普通 貯蔵穴覆土中層

3

嚢A　13．6体部一部欠損。やや突出した平底。口緑部外面パケ目調整後，槙ナデ。砂粒・雲母 P3　　　　75％
土師器B　19．4体部は球状を呈する。頚部はくの体部外面ハケ日調整。 にぷい橙色 PL15　外面煤付着

C　　6．0字状にくびれ，口縁部は外傾する。 普通 中央部床面

4

手捏土器A［4．9］鉢形。突出した平底。体部は外傾体部内・外面とも指ナデ。体部内・砂粒・赤色粒子・長石P4　　　　70％

土師器B　　2．5

C　　3．9

して立ち上がる。 外面に輪積み痕。 にぷい黄褐色

普通

PL15

東コーナー部壁溝内

図版番号種　　　別
計　　　　　 測　　　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　　　　 考
径（CⅡl）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第6図5土製紡錘車 6．0 2．0 0．8 64，0中央部床面DPI　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL15

図版番号種　　　別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　質出土地点 備　　　　　　　 考
長さ（C皿）幅（cIn）厚さ（cm）重量（g）

第6図6磨　　　　石 15．5 8．4 （4．3）（705．0）安　山　岩中央部覆土中層QI　　　　　　　　　　　 PL15

ー11－一・一



－　　′′、′　－、　′

位置　調査区の北西部†A2il区、「

規模と平面形　長軸5．86恥　短軸5．52mの方形である、・、

童軸方向　N－130－Ⅵ「

壁　壁高は20～32cmで，外傾して立ち上がる．。

‘・′　一′・　　ノ＼　　′、ノ‾　　′：　　　　、・二　　、　　一一　′・　∴’、、一　∴　‘十ノ三・一二∴ノ′　三

ある。

′∴了　′．、　′′　の・！‥′∴、く　ノ′・ウノ：′パ∵1いる　　　′、．′ノ、ナ　ノ、′　　　．しリ　′．／′　　　　　，

部に炭化材小片が内側に向かってみられる。

．　　　′・∴一l‥，＼′・　′　　．　了ノつ二、．、）：ソ．∴　　′！、、、）：、・、′ニ∴、・′　　　　　　　　‥′

位置で確認されている。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる．。

ハニー・ノノ亘ユノ、ノーrノ　′．、－∴　′′　　′　了1′、工し＿．′′きこ・（′ノ・　　三、　′、・、　、　、　　。．．．′

地床炉である、、「炉床は，火熱を受けて赤変している。

炉土層解説

1　赤　褐　色　焼＿上粒子多鼠　焼上中ブロック中鼠　ローム粒子微量

2　赤　褐　色　ローム粒子多鼠　焼十粒子中量

3　暗赤褐色　焼吊‾打一年鼠　ローム粒j’－・焼上中プロ、ソク・炭化粒f一少量

．　　　　・「、′・′　‥二く．・′　　　′‘　　　、′′ノ〉・・．′　　ニー　　′　　　ノ　　、・言

貯蔵穴土層解説

1　黒　褐　色　炭化物・粒子少軋　ローム粒！・・焼津打つ数量

2　黒　褐　色　炭化粒J’一中量∴　ローム粒J’・微量

3　褐　　　色　ローム小プロ、ソク・粒J’・中量，炭化粒子微量

覆土　5層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　　　　色　ローム粒r一・焼自粒了・・炭化粒f一微量

2　黒　褐　色　ローム粒千・焼上′トブロック・焼土粒子少量．炭化粒J’・微量

3　黒　褐　色　炭化材少量．ローム粒子・焼土粒子微量

・11黒　褐　色　炭化物・焼土粒千少鼠　ローム粒子微量

5　にぷい赤褐色　焼L粒子多鼠　焼上中ブロック中鼠　ローム粒r・少量

遺物　土師器片猶虚　礫　息　炭化樹　流れ込んだ縄文土器片犯意　弥生土器片2盛が出土して折る。土師

′，　／、′簿∴言’／－、ら二‘二・、㍉ノ1，　－．∵∴・1：．′、－　　∫・メ・′・、′ノ、　ノ、1－、1’㌦　′・′一・‾、√ノン：　ソ、ェ∫

．、　　ノ　　守ひ∴ハつ′、′．、＿・こ、ノ、ニ：｝　ノ′ノン「′：√っ、了′‘＼′ノ′、　′1、1′）′・：了′の∴、、∵1＋′男　一　一一日ソ二，＼′　′　′ニ

ッ）′′’十　　・∴　′、ノミ．　′〃ン∴、．こ当の言′’方㌧∴　′男．工／、′・′男．′、つ十′．′　一、、′∴′；′・l・∴、、

ソ′　′1の忌日．一．リ、男子夏　　㌧7、、了こ～膏1二、ハ：二’、、　、＿言、′、る　′　：′　　ご出′‥′、言、‥一ン　　　ノ　　′′′言、

面からタ　　の鼠の函館嚢は北壁際の床面から出土している。相の函館嚢の描線部破射お　中央付近の覆土下層

から出土している。

新風　床面に焼土塊や炭化樹がみられることから　焼失家屋と考えられる。時期は　出土土器から判断して前

期（4世紀後半）と考えられる。

－12－
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第8図　第2号住居跡出土遺物実測図（1）
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第9図　第2号住居跡出土遺物実測図（2）

第2号住居跡出土遺物観察表

声‾∃≡≪

10cm

ト1－－－－－－－←一一一一一一」

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第8 図 蓋 A　 14．1 天井部一部欠損。天井部は逆漏斗 天井部外面パケ目調整後，ヘラナ 砂粒・赤色粒子・雲母 P 5　　　　 80％
1 土 師 器 B　　 9．4 状を呈する。 デ。内面パケ目調整。 にぷい黄橙色

普通
P L 15

東 コーナー部床

面

2

器　　 台 A　　 9 ．8 器受部一部欠損。脚部はハの字状 器受部外面パケ目調整後，ナデ。 砂粒 ・長石 ・石英 P 6　　　　 80％
土 師 器 B　　 8 ．7 に開く。器受部は外傾して立ち上 内面パケ目調整。脚部外面パケ 目 にぷい橙色 P L 15

D　 lO ．2 がる。 調整後，ナデ。内面パケ目調整。 普通 北西部床面

3

柑 B （5 ．6） 口縁部一部欠損。底部中央に指頭 口緑部内 ・外面へラ磨 き。体部外 砂粒・雲母・長石・ P 7　　　　 80％
土 師 器 C　　 3．5 ほどのくぼみがある。体部は内攣 面へラ磨 き。 石英 P工。15

して立ち上が り，ロ縁部は外傾す

る。

にぷい褐色

普通

北部床面

4

重富 A　 15．4 ロ緑部 ・体部一部欠損。やや突出 ロ緑部外面パケ目調整，内面へ ラ 砂粒 ・長石 P 9　　　　 80％
土 師 器 B　 23．8 した平底。体部は球状を呈し，中 磨き。体部外面中位へラ磨き ・下 にぷい橙色 P L 15

C　　 6．6 位に最大径 をもつ。口緑部は外傾

して立ち上がる。

位パケ日調整，内面ナデ。 普通 東部床面

5

宣E B （25 ．7） 口緑部 ・体部一部欠損。平底。体 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 ・石英 P lO　　　　 60％
土 師 器 C　　 7 ．4 部は球状を呈 し，中位に最大径を ヘラ磨 き，内面へラナデ。 橙色 PL 15

もつ。口緑部は外傾する。 普通 東部床面

6

嚢 A　 16 ．0 完形。平底。体部は球状を呈し中 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 ・石英 P8　　　 100％
土 師 器 B　 20 ．6 位に最大径を持つ。頚部はくの字 上位パケ目調整後，ナデ，下位へ にぷい褐色 P L 15

C　　 5，4 状にくびれ，口縁部は外反する。 ラ削 り。 普通 貯蔵穴覆土下層

－15－



墾 番号　 器 種　 計測億毎 ）　 器　 形　 の　 特　 徴　　　　 手　 法　 の　 特　 徴　　 始ま の色調 あ焼成　 備　 考

第 8図　 台 付 聾　 A 15．4　 日縁部 ・体部一部欠損．脚台部は　 ＝縁部内 ・外面横ナデ∵体部外面　 砂粒 ・長石　　　　 P l1　　 80％

土 師 器 B　 26．8　 ハの字状に聞き，端部を内側に祈　 羽状のパケ目調整，内面ナデこ　脚　 にぷい橙色　　　　 P L 16

7 D　 9・0　 り返すナ休部は内攣して立ち士が　 台部内 ・外面ナデ亡　　　　　　　 普通　　　　　　　 東コーナー部床

り，上位に最大径をもつ√　日縁部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 面
はS 字状で，外傾する√

第9 図　 台 付 聾　 Å 14．1　 日縁部 ・休部一部欠損∴脚台部は　 ‖縁部内 ・外面パケ＝調整ナ休部　 砂粒 ・雲母　　　 P 12 70％
8　　 土 師 器 I B　 13．2 ハの字状に聞く÷休部は内増して　 外面パケH 調整，内面ナデ㍉卿台　 にぷい黄橙色　　　 P L 16

D　 9．8　 立ち上が り，＝縁部は外傾するご　 部内 ・外面パケ目調整∵　　　　　 普通　　　　　　　 北壁際床面

台 付 聾　 Å 17．0　 日縁部 ・体部一部欠損ご　脚台部は　 日録部内 ・外面パケH 調磐∴休部　 砂粒 ・雲母　　　　 P 13 70％

土 師 器 雲 鼠雲：鵠 諾 鍔 警 謡 豊 禁 誓 外面上位 卿離 ハゲ 調整。 競 い褐色　 宗 ナ一部床

面

台 付 磐　 Å　白1．4］ 目線部 ・体部一部欠損J 脚台部は　 日縁部内 ・外面横ナデ÷体部外面　 砂粒 ・長石　　　　 P l4 80％

19　土師叢書豊鉦㌶豊㌍誌欝㌶豊許諾㌫竃票盈鵠濃釦競欄色＋ 憺豊巨鵬
面

台 付 聾　 Å　 白5．3］ ＝縁部 ・体 部一部欠損予　脚台部 は　 ＝縁 部内 ・外面パケ ＝調整㍉休 部　 砂 粒 ・雲母 ・長石　 P 15 5 5％

＝　　 土 師 器　 B 17．3　 ハの字状 に聞 く√体部 は内増 して　 外面 パケ ＝調磐，内面へ ラナデ十　 にぷい黄橙色　　　 PL 用

D　 8．7　 立 ち上が り，口縁 部は外傾す るL l脚台部 内 ・外面パケ 日調整⊥　　　 普通　　　　　　　 北壁際床面

台 付 費　 Å　 白8．針　 目縁 部 片㍉体 部上 位 は 頭 部 に 向　 日縁部 内 ・外 面横ナデJ 休部外面　 砂粒 ・長石　　　　 P 16　　　 5％

12　　 土 師 器　 B （5．71 かって内傾す るJ ＝縁 部は S 字状　 上位斜位 のパケ ＝調懲∴　　　　　 橙色　　　　　　　 中央部付 近将士

で，外反す るJ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　　 下 層

．　・・－1　　　　、′、　ノ　′

位置　調査区の北西部，B2a3区。

規模と平面形　長軸4．93nl，短軸3．96nlの長方形である。

長軸方向　N－650－E

壁　壁高は22～32cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。北西部に粘土塊がみられる。

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　　　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量

3　黒　　　色　ローム粒子少量

遺物　土師器片99点，礫14点，流れ込んだ縄文土器片17点，弥生土器片5点が出土している。第10図1の土師

器聾は，中央部付近の覆土下層と西部の覆土下層から出土した破片が接合したものである。

V，　ノ，ら言．′ふ、′’ノ　′二一′一ゾ　謹言’さ′：、／：′〃ノ　7、，十：　　　　ノ　ノ′　了、′一　一、′！！　　1悠、．′　一　ノ．∴′　レノ、．′

る。

第4号住居跡出土遺物観察表
図版番可 券 種 恒 値毎 ）　 音 形　 の　 特 徴 手　 法　 の　 特　 餞と　 い腱 洩 針 舶 備　　 考

第10図　　　 聾　　 A　H 9．お　 体部から口緑部にかけての破片。 目線部内 ・外面横ナデこ　頚部から　 砂粒 ・雲母 ・礫 P 22　　　　 30％
土 師 器　 B （19．2） 休部は内攣して立ち上が り，頚部 休部外面上位にかけて斜位のパケ にぷい褐色 P L 16

1　　　　　　　　　　　　　 は くの字状にくびれる丁　目縁部は 日調整，中位へラ削 り∴休部内面 普通 中央部付近覆土
外傾する。 輪積み痕。 下層

－16－
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第10図　第4号住居跡・出土遺物実測図

コ■

0　　　　　　　　　　　　　10cm

I l　一一・一1

第5号住居跡（第11・12図）

位置　調査区の北部，A2e9区。

規模と平面形　北壁は，削平されており確認できなかった。長軸［6．27］m，短軸5．69mの長方形と推定される。

－17－



農軸方向　N－30〇一W

壁　壁高は10～20cmで．外傾して立ち上がる。、

床　ほぼ平班である．。

覆丑　3層からなる、、レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる、＿－．

土層解説

1　黒　褐　色　炭化粒J’・中量．1ローム粒子・焼「粒イ∴砂粒微量

2　暗　褐　色　ローム粒j’一・炭化粒j’一少鼠　焼上粒千微量
：l　にぷい赤褐色　焼十粒J’・・炭化粒J’・少量．焼上′トプロ、ソク微量

・・・　　　　　　　　二　　　　　　　　　′　　　　　　′

部付近の覆土上層から，2の土師器11日ま一中央部付近の覆土中層から出土している。3の土師器婆は，中央部

付近の覆土下層から出上している．

所見　本跡では柱穴や炉を確認できなかったご　遣物は，床面からの出土はほとんどなくや　住居廃絶後に投棄さ

れたものと考えられる、？時期は，出土土器から判断して中期（5世紀前葉）またはそれ以前と考えられる．二、

㊨　産卵脚

鷹

日
収喝鞄　喝鞠　も独　ぢ脚　q均　ぜ脚　gm馳　輸　鞠

一′

喝鞄陶物喝鞄

鞄‰

窮開園　第　号健贋静実測図



－′、　・・　　　　　　　　′，

第5骨住屠跡出土遺物観察東

9　　　　　　　　　　　　　　頂のcm』

図版番可器種桓潮倦（C項　器形の特徴i 手法の堅堅」恒宰漸彿「嘉頂

第12図　高　坊‖Iう（7・6日朋朝出∵脚部はエンタシス状を呈　脚部外面へラ削りJ裾部内・外面　砂粒・長石・石英　P23　　　∴拍％
1　土師器　D　は6　し．裾部は大きく聞く⊥　　　　　横ナデ∴脚部内面輪積み痕．　　橙色　　　　　　 PL16

普通　　　　　　　中央部付近繚土
上層

用　　H（信骨　目線部欠損㍉平底㍉体部は球状を　体部外面ナデ，内面上位に輪積み　砂粒・赤色粒千　P封　　　70％
土師器C　の　凱中位に凝太郎づ0　痕0　　　　　　 豊褐色　　 畏附近覆土

中層

襲　117言　底部・休部一部欠損∵平底√体部　＝縁部内面パケ‖調整後，横ナラ㍉　砂粒・雲母・長右　P25　　　80％
土師霹警［笠紺誓豊誓孟義臣豊議暮雲状榔外面官位へラ削娠内面ナデ0霊褐色　　 踪腑近覆土

i　 i　　 i　　　　　　　　　 i　　　　　　　　　 l　　　　　　 下層

’　　　　　、∴・：一′

．－・＿＿　．／＼′　′′、・′‥1て　、ン　　　、

ノ　’　　　．　∴　′．・．：′　′′＿　　′′　．′ノ　　′　‥　．　　Y′　′、一）′－・：一‘「十、、、も′　言．、′・′

m，‾南北6．78nlである。

′　　　　′．　‘：　．一．′　　　∴

Y r　一、′・・‾、　　ノ　∴　（、′′1・一′　′・　、、′′．

－　′・　′′、、　、　：ノ・　　　　′　・－　∴　て1∴′！　三　．、、′、′う′、二二ソ′言　　′　／　　′　、

′く＼′′　′　、ツ　′、、∴：11、そ′　ノン′ノ　ー′　　ノ　ノ′　了、　′　二　′　ノ∵ノ　㌧ノ　′・ン′

了′人吉ノ、ノてノー宮－′つこ∵＝∴・二言′′・・′′　∴・′ノ／′／ノノ、’ソ：、一′・‘ン、・∴工∵　′浩ノ　ー　′予′　っ、′ノ：

・、．．一　言‥一∵．㌦、　∴′∴　′′・ニ　′　′て・ユ′豆・ハ′′、′ノ．ノてニ　′、・ノご：寸、ノ主′題÷′ヱ　言′′・l′、、ノ、、′く

炉土層解説

1黒　　　色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼士粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子・焼士粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒fA少量．焼十粒召微量

・1にぷい褐色　ローム粒f・多量，焼巨粒子微量

5　赤　褐　色　焼巨1「プロ・ソク・小プロ、ソク・粒川一量．ローム粒子少量

－19－



④

第13図　第6号住居跡・出土遺物実測図
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・／、・　　　　　′　′＼、　　′　′　　′’’′く‘　二　　二、　　二′　、　一∴：

貯蔵穴土層解説

1暗　褐　色　ローム中プロ・ソク・粒子中量．炭化粒rf一微量

2　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

ニラ　暗　褐　色　ローム小プロ、ソク・粒子少量．尉ヒ粒子微量

Il　暗　褐　色　ローム粒J’・・炭化粒J「一少量

とこ　　′十か－′ノ・∴’・ノ∴・′＼／∴’′∴′　　ノ、′、・JJ　　∴∴一、1／、一′　ら

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒j’・・炭化粒自微量

2　暗　褐　色　ローム粒J’・少量．ローム小プロ、ソク・炭化粒If－微量

こi　褐　　　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒J’・・炭化粒r・微量

、了J㌢，　∴F．√′　∴、ら＼左！、′、・ノ　r・，ノ　　ノ「　／、　てt　4、；・し、、、右．、‥′　′ン二　・二ン．ゝ、′

・一、′言、′・制′ノ了′．ノ、・i・′・∴∴∴∴　リの　∴・・／・／∴　ノ：′上′、′！・、′　　r．′、、ノ／二．男・・ナ告工こ、ナ・′、′・

‥＿．？二：′ノ．．′了ノ十一J．‾　ノー、′　ノー　′、・∴‾　　　′、、ノン′

所農　本捗の時期は　出土土器から判断して前期拍僚艦後半）と考えられる。

！‘ノー′．∴了　　　つ∴て′、こ、

図版番可 器種恒 瞳km）　 器 形 の 特 徴　　 手 法 の 特 徴　 恒 の色調0焼成　 備　 考

警固 空師雷 雲（且芸：豊）霊芝雷雷警諸警慧孟孟宗；苦霊 卿部内湖面ノけ冒調整徽ナデ0 警警諸霊の機 雷㌶7　 50％

ている㍉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　 南東部床面

言 師親 霊 ）鹿 漂篭孟機 関。脚部内瀾 ノけ冒調整。 濃蘭 働 子息　 鍋％

普通　　　　　　　 中央部床面

3　土漂器豊。芸芸：雲）漂讐霊票遠雷雷讐霊孟誤諸宗欝票賢品濃：琵　鑑瀞白蟻子慧7　閥％
状にくびれ夕日嫁部は外傾する。 整，内面下位パケ昌調整○　　　 普通　　　　　 北西壁際床面

第　号健贋静　第摘魯蟻囲）

位置　調査区の西部撃　B2h3区。

′‥二一・’、　1、・・、′‘　∴．∴：　笑㌦‾‘三・二一あノ

主軸方向　N－190－1V

：・叫〔∵′′！：＼　－こ1　：′1．‥　一、一　ノ．　7．∫、7′

床　ほぼ平坦で　中央部が羞　踏み固められている。西部に焼土塊がみられる。

、．一　　　′二．　　　一・　　　　．予‥　り二　宮　「二　二鋸、　∴こ　こぺ∴．・午・ノ　　ぺ・・′．

位置で確認されている。規模と配置からいずれ　主柱穴と考えられる。

′・　∴；ノノ′　C l∴‾∵∴、′－　′・く　つ主∴　工巨∴こ・lの′；l　′！上　り、．一一上、′一∫／、′・∵′／・1、付77・

地床炉である。炉床は　炎熱を受けて赤愛している。炉石が　炉の真顔に直行するよ射こ炉床の南側に据えら

れタ　上面は火熱を受け赤変し撃　一部煤が付着している。

炉土層解説

1桓暗赤褐色　ローム粒子・焼土中プロ、ソク少鼠　焼津立予微量

2　暗赤　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼上粒子少量，尉ヒ粒子微量
3　暗　赤　褐　色　ローム粒子・廃土小プロ、ノク・焼土粒子少量
Ll　赤　褐　色　焼上粒子多鼠　廃土小ブロック中量．ローム粒子少量
5　極暗赤褐色　ローム粒子rfl－鼠　焼圭粒子少量

6　にぷい赤褐色　ローム粒子中鼠　焼＿上二粒召微量

貯蔵究　北西コーナー部で確認され　長径mcm　短径摘緬の楕閏形で　深さは紙皿である。

－21－



④

土32．2：二下車丁二戸一一一丁÷－〒・＝7－－I1－－1三

K

2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

第14図　第7号住居跡実測図
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貯蔵穴土眉解説

1黒　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子・炭化粒子中量

2　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

覆土　4層からなる。撹乱が激しいが，確認できる覆土はレンズ状に堆積していることから，自然堆積と考え

られる。

土層解説

1　黒　　　色　ローム粒子微量
2　黒　　　色　ローム粒子少量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量

4　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　土師器片337点，石器1点（炉石），流れ込んだ縄文土器片10点が出土している。第15図1の土師器相は

西壁際の床面から横位の状態で，2のミニチュア土器嚢は北壁際の床面から正位の状態で出土している。3の

手控土器は，北壁際の床面から出土している。4は炉石で，出土状況は上述のとおりである。

所見　床面に焼土塊がみられることから，本跡は焼失家屋と考えられる。ミニチュア土器や手控土器が出土し

ていることから；祭祀との関連が推測される。時期は，出土土器から判断して前期（4世紀後半）と考えられ

る。

、、ノ…
第15図　第7号住居跡出土遺物実測図

第7号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（C血） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第1 5図 柑 A　 l l．7 体部 一部 欠損。底部 中央に指頭は ロ緑部内 ・外 面梼ナデ。体 部外面 砂粒 ・長石 P 2 9　　　　 90％

1
土 師 器 B　 l l．5 どの くぼみがあ る。体 部は内暫 し 中位か ら下位 にかけてへ ラ磨 き， にぷい橙色 P L 17

C　　 2 ．4 て立 ち上が る。頚部で くびれ，ロ

緑 部 は外傾す る。

内面ナデ。 普通 西壁 際床 面

－23－



図版番号 器　 種 計測億k m）　　 器　 形　 の　 特　 徴　　　　　　 手　 法　 の　 特　 徴　　　 始ま の色詞 の焼成 備　　 考

第15図 ミニチュア登 Å　 右ヰ　 目線部一部欠損∴丸底J 体部は内　 口縁部内 ・外面横ナデ∴体部外而　 砂粒 P 30　　　　 95％
2 土 師 器 8　 5．5　 攣して立ち上がり，頭部でくびれ， ハケH調整．内面ナデ∴　　　　　 にぷい黄橙色 PL 17

日縁部は直立するこ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通 北壁際床面

3

手軽土器 B （3．日　 目縁部欠損㍉平底∴体部は外傾し　 体部内 ・外面 とも指頭 によるナ　 砂粒 ・雲母 P 31　　　 70％
土 師 器 C　 十5　 て立ち上がる予　　　　　　　　　　 デ∴　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい薗褐色 P L 17

普通 北壁際床面

図版番号　種　　　 別
長さ玩m 恒 n）；厚さ議 量施声　 質 出土地点　 備　 考

第蟻図4　炉　　　　 石 2 可　 可　 0日　 銅測　 安 山 岩　 炉内　 iQ　　　　　　 汎用

第　号健贋静　第摘録膵囲）

位置　調査区の西部，B2i7区。

規模と平面形　長軸5．07m，・短軸4．75mの隅丸方形である。

童軸方向　N－220－W

壁　壁高は22～26cmで，外傾して立ち上がる。

・〔　′　′、　　ノ、－∴工∴．、！∴　′ニ′ニレノスこ一、ノ　ノ；．．、′．∴‥′′　　ノノ　．、、、、一ノ　・′．！・、ノ‘∴　．ノ．一、ノ′、

られる，二一

：7、．ノ　・一、．′　　　　、・了十二‘．　ハ、．′′J t　　、定　一、　∴・　一：了　　㌧く　　　′　　　、′　一

・　一　ごノ1′、′　‾　′　′、′∴へ．、二・　＿′∴′ニ＼′＼了フ　圭　′．′、　イ∴′　′∴　∴　’）・∴ノ　∴′．つ、、・∴　∴．ハ∴

′　′　　‥－′：、′．／′・・し、亨　ノ　く′′、、、、′て、　楠　　′－∴　ノ、∴　ノi～　二ノ　、′　ノ　ノ　′　　′ノ∴ノ　㌧㍉／．こ

、　　ノ了二ノ　′．ノ＼JC一∵ン、∵．「　′l・′　．一空言‥　∴子．‥一、ノノ　　言、‘　八　一：′・く、・　ノ、．′．て　一、㌧ノ

地床炉である。炉床は，火熱を受けて赤変している。

炉土層解説

1　暗赤褐色　焼f二申プロ、ソク・粒戸中量

2　暗赤褐色　焼lJI王子少一鼠　焼－I二中ブロック微量

．－　ノ∴　ン、、　ノ　　′、言、伊∴二、∴　・二ブス悠、∴・、∴冥男∵の／′＼′ぐ緒　言言　圭一く∴．′言守J乙

貯蔵穴土層解説

1　黒　　　色　ローム粒子微量

2　黒　　　色　ローム粒If一・炭化物微量

3　黒　褐　色　ローム中ブロック・粒子少量

覆土　5層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられるJ

土層解説

1　黒　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子中鼠　焼土粒子・炭化粒子少量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒了‥焼＿U粒子・炭化粒f一少量

し1　褐　　　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒r－申鼠　炭化粒子少量

5　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒子少量

売さ　　ニーィ′一／㍉　　ノ　ノ‥　∴．t．、ノ′　　パ′・／ノ　′言∴・、′．′′、ノ　′　　工祥一’一、が、一l∴一いろ　工日、ごく　の‘

師器の緒は　中央部と東部の覆土下層から出土した破片が接合した　のである。　の土師器紺は　東部の覆土

∴、′存ニノ‥　一：＿∴一、ノ、る　「だ　∴′1l、ご∵、J　六：、′・号王　　′′力、′ノ　　∴、′∴、′′、／二、；ノ∵、1‾、、一∴て　る　・ク∴iノ′

は，東部の覆土下層から出土している。

。、ノ＼・t、′、∴　ノ、二′．ソ、、′′・ノノ′　ノ′　一一）／、ノ、′　ん、′ノ　′、ノ，ノ、考、・′、、二　左′／て・．パ、亮l　～・、j・∴′一′」、　　　　＿／ノ　す　、′　＿．、．

期（4世紀後半）と考えられる。，

－24－
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第16図　第8号住居跡実測図

第8号住居跡出土遺物観察表

土31．4m

‾、、てこ至ミエフh・－・・・・

0　　　　　　50cm

し．；＿」

干す

0　　　　　　　　　　　　　　2m

l　・・1－1

図版番号器　種計測値（CⅡl） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第17図 柑 B（11．8）底部から体部にかけての破片。平休部外面下位へラ磨き，内面ナデ。砂粒 P32　　　　30％
1 土師器C　　4．4 底。休部は球状を呈し，中位に最

大径をもつ。
にぷい橙色

普通

東部覆土下層

2

柑 B（4．4）底部から体部にかけての破片。底休部外面下位パケ目調整，内面ナ砂粒・雲母・長石P33　　　　35％
土師器C　　3．0 部中央に指頭ほどのくぼみがあ

る。体部は内管して立ち上がる。

デ。 にぷい橙色

普通

東部覆土下層

3

嚢 A［14．0］体部・口縁部一部欠損。やや突出口緑部内・外面パケ目調整後，ナ砂粒・雲母・長石・P34　　　　40％
土師器B　13．9 した平底。休部は内督して立ち上デ。休部外面パケ目調整後，ナデ，赤色粒子 PL17

C　　4．6 がる。頚部はくの字状にくびれ，

口縁部は外傾する。

内面へラ削り。 にぷい橙色

普通

東部覆土下層
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第17図　第8号住居跡出土遺物実測図

し．．ブ2

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

l－十一一・‥・－」

図版番号 種　　　 別

計　　　　 測　　　　　 値
石　　　 質 出土地点 備　　　　　　 考

長さ（cm）幅 （C皿）厚さ（cm）重量（g）

第17図4 砥　　　　 石 （14．2） （19．0） 6．5 （2840） 砂　　　 岩 東部覆土下層 Q6　　　　　　　　　　　 PL18

第9号住居跡（第18・19図）

位置　調査区の西部，B2h8区。

規模と平面形　長軸4．42m，短軸4・22mの方形である。

主軸方向　N－380－W

壁　壁高は26～62cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Plは長径58cm，短径40cmの楕円形で，深さ53cmである。P2～P4は径42～

50C皿の円形で，深さ50～63cmである。それぞれ各コーナーに寄った位置で確認されている0規模と配置からい

ずれも主柱穴と考えられる。PlとP2の間に位置するP5は，径33cmの円形で，深さは30cmである0性格は

不明である。

炉　中央部からやや北西寄りに位置し，長径55cm，短径40cmの楕円形で，床面を4C皿ほど皿状に掘りくぼめた

地床炉である。炉床は，火熱を受けてわずかに赤変している0
炉土層解説
1暗赤褐色　ローム粒子・焼土小ブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
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第18図　第9号住居跡実測図

上30．8m

‾＝〒‾一一
1

0　　　　　　50cl¶

－＝∃

G

「せ‾
2nl
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貯蔵穴　南コーナー部で確認され，長径70C血，短径60cmの楕円形で，深さは30cmである。

貯蔵穴土層解説

1　黒　　　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
2　黒　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量

3　黒　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土居解説

1　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子微量

3　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

4　暗　褐　色　ローム粒子少量
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第19図　第9号住居跡出土遺物実測図

－28－



遺物　土師器約80嵐流れ込んだ縄文土器片6点が出土している。土師器片は，中央部の覆土中層から下層

にかけて集中して出土している。第19回に示した土器はいずれも土師器である。1e2の高塚は，東部の覆土

下層から逆位0横位の状態で出土している。3の相は東部の床面から，4の増は覆土中から出土している。5

の嚢は東部の覆土下層から正位の状態で，6e7の聾は，東部の床面から土庄でつぶれた状態で出土している。

8の台付嚢はタ南コーナー部の床面から出土している。9のミニチュア土器壷は覆土中からの出土である。

新風　覆土中から出土している土器は，住居廃絶後に投棄されたと考えられる。本跡の時期は，出土土器から

判断して前期（4世紀後半）と考えられる。

第9号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第19図 高　　 杯

ロ

A　 白9 ．8］ 脚 部 ・杯部一部欠損。脚 部はラ ツ

0　　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿∴L

＝縁部 内 ・外 面横 ナデ㍉林部 外 面 砂粒 ・雲 母 ・長石 P 35　　　　 4 5％

1
土 師　器 B　 ll．2 ハ状 に開 く。埠部 は外傾 して且ち パケ 目調整 ，内面パケ H 調整 後 ， 明赤褐色 PL 17

D　 16．0 上が り，日縁部 に至 る予林部外 面

下位 に弱 い稜 をもつ。

ナデ。脚部外 面へラ削 り。内 面 に

輪積 み痕。
普通 東部覆土下層

高　　 林 B （16．7） 脚部か ら杯 部にかけての破片。脚 杯 部内 ・外面へ ラ削 り．脚部外 面 砂粒 P 3 6　　　　 2 5％
2 土 師　 器 D　 白信0］ 部 はラ ッパ状 に開 く。杯部 は内攣 ヘ ラ磨 き，内面 に輪積 み痕。裾 部 橙 色 東部覆土下層

して立 ち上 がる。 内 ・外 面横ナ デ。 普通

3

柑 Å　 1 1．9 目線部 e体部 一部欠損。底部中央 目線部 ，体部内 e 外面横 ナデ。 体 砂粒 ・小礫 P 3 7　　　　 90％
土 師　 器 B　 14 ．5 に指頭ほ どの くぼみがある。体部 部内面 に輪積み痕。 にぷい黄橙色 P L 17

C　　 4 ．5 は球状 を皇 し， 中位 に最大径 をも

つ。目線部 は外傾 して立 ちあが る。

普通 東部床面

4

柑 A ［8 ．4］ 目線 部 ・体部一部欠損。底 部中央 ＝縁部内 ・外 面横 ナデ√体部 内 ・ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 38　　　　 6 0％
土 師 器 B　　 8．1 に指頭 ほ どの くぼみが ある。体 部 外 面ナデ。体 部内商上位 に輪積 み 橙色 PL 1 7

C　　 4．0 は 内攣 して立ち上が り，頚部 で く

びれ， 目線 部は外傾 して立 ち上 が

る。

痕 。 普通 覆土中

5

小 形 登 B （6 言） 目線部欠損。 平底。体部 は内攣 し 体部 内 ・外面 ナデ㍉体 部内面 に輪 砂 粒 ・雲母 ・長石 P 3 9　　　　 80％
土 師 器 C　　 5 ．4 て立ち上が る。 積み痕 。 にぷい橙 色

普通

東 部覆土下層

6

襲 Å　 17．2 目線 部 ・体部一部 欠損 。やや突出 目線部 内 も外面横ナ デ。頚部 パ ケ 砂粒 ・長石 ・小礫 P 40　　　　 9 0％
土 師　器 B　 23．2 した平 底。体部 は内攣 して立ち上 昌調整。体 部外面下位 。内面 へ ラ にぷ い黄橙 色

普通
PL 18

東部床面C　　 5．5 が り，中位 に最大径 を もつ。目線

部 は外 傾 して立 ち上が り，端 部は

外反す る。

削 り。

7

襲 A　 1 7．8 体部か らロ緑 部 にか けての破片 。 日録 部内 ・外面横 ナデ。体部 内 ・ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 4 1　　　 4 5％
土 師 器 B （1 7．5） 体部 は内攣 して立ち上が る。頚 部 外面 へ ラ削 り。 にぷい橙色 P L 18

で くびれ ，目線 部は外傾す る。 普通 東 部床 面

8

台 付 餐 A　 14 ．8 体 部か ら目線 部にかけての破片。 ＝縁 部内 ・外面横 ナデ∵ 休部外 面 砂粒 ・雲母・赤色粒子 P 42　　　 10％
土 師 器 B （11 。5） 体 部は内攣 して立ち上が る。 目線 パ ケ自調整，内面 ナデ。 にぷ い黄橙 色 P L 18

部 は S 字状で端部 は外 反す る。 普通 南 コーナー部床

面

9

ミニチュア壷 B （3．9） 底部 か ら体部 にか けての破 片。体 体部外面 ナデ，内面へ ラ削 り。 砂粒 ・雲母 P4 3　　　　 4 0％
土 師 器 C　 l．9 部 は内攣 して立 ち上が る。 にぷい赤褐色

普通
P L 1 8

覆土中

第柑号佳腰掛（第20砂2且図）

位置　調査区の中央部，B2hO区。

規模と平面形　長軸5．60m，短軸［4．94］mの長方形と推定される。

長軸方向　N－200－W

壁　北東壁は，削平のため確認できなかった。壁高は10～50cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部西側が踏み固められている。

ぽッ睦　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は径50～70cmの円形で，深さは48～69cmである。それぞれ各コーナー

－29－



④

凰

一

　

旦

＼
＼
ノ
年
ノ
′
上
」

－

1

－

　

　

一

－

、

－

‥

1

　

－

、

－

－

－

－

一

l

1

1

1

1

1

－

－

′

1

1

－

－

1

l
1

－

∫

－

－

1

－

－

－

・

－

1

－

－

－

－

1

／

L30．4m

二三‾‾、l‾て

0　　　　　　2m

』二二二二二二』二二二』

第調図　第臓常住腰跡実測図

に寄った位置で確認されている。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。

貯蔵究　南東コーナー部で確認され，長径96cm　短径併cmの楕円形で　深さは舗cmである。

貯蔵穴土層解説

1黒　褐　色　炭化粒子少鼠　ローム小ブロック・粒子微量

2　黒　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子少鼠　ローム粒子微量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子少鼠　ローム中プロ、ソク・炭化粒子微量

－30－



覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　　　色　ローム粒子微量

2　黒　　　色　ローム粒子少量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量

遺物　土師器片27点，石器1点（磨石）が出土している。第21図1の土師器要は，中央部付近の床面から出土

している。2の磨石は，北壁際の床面から出土している。

所見　本跡では炉を確認できなかった。時期は，出土土器から判断して前期（4世紀後半）と考えられる。

（＝）
第21図　第10号住居跡出土遺物実測図

第10号住居跡出土遺物観察表

てこ二二；＝て

0　　　　　　　　　　　10cm

L一一一→　　二］

図版番号 器　撞 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第21図 嚢 A ［15．6］口縁部片。頭部はくの字状にくび 口緑部内・外面パケヨ調整。 砂粒・雲母・赤色粒子 P44　　　　 5％
1 土師器 B （3．8）れ，口縁部は外傾する。 にぷい橙色

普通

中央部付近床面

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出土地点 備　　　　　　　　　 考
長さ（C血） 帽 （cm） 厚さ（cm） 重量（g）

第21図2 磨　　　　 石 9．9 7．1 4．7 543．0 安　山　岩 北壁際床面 Q 7　　　　　　　　　　　　 PL18

第12号住居跡（第22図）

位置　調査区の北央部，A3el区。

重複関係　第7号集石遺構の南東部を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸3．20m，短軸2．62mの長方形である。

長軸方向　N－740－E

壁　壁高は19cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

ピット　2か所（Pl・P2）。Pl・P2は径30cm前後の円形で，深さは22cm前後である。それぞれ東壁・西

壁際中央に位置している。規模と配置から，主柱穴と考えられる。

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
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土層解説

1　黒　　　色　ローム粒∫・微量

2　黒　褐　色　ローム中プロ、ソク・小ブロック・粒j「・少量

3　黒　褐　色　ローム粒子中鼠　ローム中プロ、ソク少鼠　ローム小プロ、ソク・焼上粒j’一微量

き　　・／1、は　　予∴　′、ノ‘′　二、メ　　′　′　削　′・、　　．、、、′：、

所農　本跡では炉を確認で　なかった。遺物が締片で図示で　ないため時期は限定で　ないが　出土土器から

判断して古墳時代と考えられる。

㌦脚　咄戦場

が〆　　　　　㌔ヽ

／　　　　　＼

／　　　　　　＼

／第7号隻石遺構題

一一一・一、＿ノ／一一一一／‾‾、、＼

v r′　　　′　　‾ノ　＿　ノ・・　∴

9　　　　　　　　　　　　　　　2m』

立∵了∴・㍉ォ　ご了′三、三一、－ノ二日ご′

位置　調査区の中央部　A鍋　区。

規模と平面形　長軸6．34m，短軸6．10mの方形である。

主軸方向　N－330－W

壁　壁高は28～・46cmで，外傾して立ち上がる。

㌦・一’、、’∴・1　　ノ　∴：、か　ぐ・．；ノ1っ・二′ノ．′、′　ら　　∴′．一一、．、当ノ、ニー　∴ノ、・′／、ノ′、，；′・、′　∴　′人　言　′：‾

斜した状態で出土している。）

、．　　′′／′　　′　　・′　　　　、．予′　′：∴ソ．′子‾、、：、、′　＿　∵‥、′圭・ノ　て・＼∫、フ　′、‘∴　言一

・二廿∴　ユ′、、、、ノ′　′シ∵ノ、′　　－　ノ＿．′　ニ　ノ′′．．・ン・一　イノア　′．′　ノ′．　′′男　ノ、‘へ昌ニ1、′∴つる。‘「∴悠昔

cmの円形で言莱さ94cmであり，補助柱穴と考えられる。

炉　中央部からやや北西寄如こ位置し　長径猶cm　短径壷cmの機関形で　床面を4cmほど掘り　ぼめた地床炉

である。炉床は　火熱を受けてわずかに赤愛している。炉石が　炉の西側から出土し　上面が火熟を受け一部

に煤が付着している。

炉土層解説

1　にぷい赤褐色　焼土中ブロック・小ブロック・粒子中鼠　炭化粒子微量

貯蔵穴　南東コーナー部で確認され，径78cm前後の円形で，深さは40cmである。
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第23図　第13号住居跡出土遺物実測図
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貯蔵穴土層解説

1　黒　褐　色　炭化粒r・少鼠　ローム粒J’一微量

2　暗　褐　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒子・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒千・焼土中プロ、ソク・炭化粒子少鼠　ローム小ブロック微量

覆土　2層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる亡

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物少鼠　炭化粒子微量

遺物　土師器片温蟻鋭蕉　石器2点　磨石e炉石上　流れ込んだ縄文土器片相鉄夜が出土している。土師器片は学

東部と北部に集中して出土している。第24～26図に示した土器はいずれも土師器である。1の高林は東部の覆

土中層から遵位の状態でタ　2の高塚は北西壁際の覆土下層から斜位の状態で出土している。　の高塚は中央部

の覆土上層からタ486の高塚は北部の覆土下層から撃　5の高塚は北西壁際の床面から学冒の高塚は東コーナー

部の床面から出土している。8・12の相は，北壁際の覆土下層から横位の状態で出土している。9の相は西コー

ナー部の床面から正位の状態で，10の相は東コーナー部の床面から横位の状態で，11の相は南東壁際の床面か

ら横位の状態でJ甘上している予13の相は南西部の床面から，14の相は中央部付近の覆土中層から出土している。

蟻の紺は西部の覆土下層から撃　蟻の紺は南東壁際の覆土上層から学　帽の紺は南東壁際の覆土下層から蟄　膵の紺

は西部の床面から出土して折る。臓の壷は北壁際の覆土下層からタ　鋼の聾は北西部の床面から学　割の聾は西部

の覆土下層から土圧でつぶれた状態で，22の聾は北コーナー部の覆土下層から出上している。23の碧は南東壁

際の覆土下層から正位の状態で諸の嚢は貯蔵穴の覆土上層から正位の状態で出土して折る。茄の甑は　東コー

ナー部の床面から斜位の状態で出土している。26の磨石は，南コーナー部の覆土下層から～j上土二している。27の

炉石は，炉の西側から出土している。

所見　床面から炭化材が出土していることから．焼失家屋と考えられる。時期は，出土土器から判断して前期

（4世紀後半）と考えられる。

第は替佐屠抄出丑遺物観察麦

図版番号 器　 種 計測値k m）　　　 音　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第封図

且

高　　 林 A　 2 3．0　 裾部 ・林部一 部欠損J 脚部 はラ ッ ＝縁 部 か ら杯 部 内 ・外 面 へ ラ磨 砂粒・長石・白色粒子 P1 7　　　　 95％

土 師 器 8　 1 6．3　 パ状 に聞 くJ 林 部は外傾 して立ち き∴　脚部上位へ ラ削 り， 中位 か ら 明赤褐色 PL 18

D　 1 5．4 上が り， ＝縁部 は外 反す る予　杯部 下位 へラ磨 き，内面横 ナデ∵ 普通 東部 覆土中層

外 面下位 に突帯 を もつJ

2

高　　 林 A　 20 ．6　 裾 部 ・目線 部 一 部 欠 損√　脚 部 は 口縁部 内 ・外面横ナデ√林部外面 砂粒 ・雲 母 ・長 石・ P 4 8　　　　 75％

土 師 器 B　 15 ．7　 ラ ッパ状に開 く㍉　林 部は外傾 して ヘ ラ削 り．脚部 内 ・外 面へ ラ削 りナ 赤色粒子 P L 18

D　 白5 ．5］ 立 ち上がる㍉　林部外面 下位 に弱 い 林部 内面剥 離，調整不明．脚部 内 明赤 褐色 北西壁際覆土下層

稜 を もつ√ 面 に輪積 み痕 √ 普通

3

高　　 林 A　 2 1 ．4　 裾部 欠損 こ　脚部 はエ ンタシス状 を 日縁部 内 ・外 面横 ナデナ　林部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 P 4 9　　　　 70％

土 師 器 B （1㌢0）「呈す る。 林部は内攣 して立ち上が ヘ ラ削 り， 内面へラ磨 きJ 脚部外 明黄褐色 P L 19
り， ＝縁 部は外反す る√　杯部外面 面へ ラ磨 き， 内面 へラナデ√ 普通 中央 部覆土上層

下位 に弱 い稜 を もつ√

4

高　　 林 Å　 川 ．8　 林部の破片 J 林部は外傾 して立ち ＝縁 部内 ・外面横 ナデ∴　杯部内 ・ 砂粒 ・雲母 ・長右 P 18 8　　　 着）％

土 師 器 B （6．事 上が り， ＝縁 部は外反す る。林部 外 面へ ラナデナ 明黄褐色 P L 19
外面下位 に稜 を もつこ 普通 北部 覆土下層

5

高　　 杯 B　 ぐ13．6） 脚部か ら林部 にかけての破片 二　脚 林 部内面剥離，調整不 明J 脚部外 砂 粒 ・雲母 ・長石 P 18 9　　　 50％
土 師 器 D 1 5．2　 部は ラッパ状 に開 く√　林部 は外 傾 面横 ナデJ 裾部内 ・外面横 ナデ∴ 橙 色 PL 18

する。 脚部 内面に輪積み痕㍉ 普通 北西壁際床面

6

高　　 林 B （10 ．郎　 脚 部の破 片。脚部 はラ ッパ状 に間 脚部外面 へラナデ後，ヘ ラ磨 き予 砂粒 ・雲母 ・長石 P 190　　　 35％

土 師 器 D　 17 ．8　 くJ 裾部 内面 ナデ。脚部内面 に輪 積み 橙色 P L 1 9

痕。 普通 北部覆土下層

－34－



質出藍遺榔鷲
－35－

0　　　　　　　　　　　　　　10cm』



圭∴．ミー：．二、言～∴㍉「．∵∵一言∴　崇′ら

－36－



三三‾1＿＿
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第26図　第13号住居跡出土遺物実測図（3）

10cm

l　　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第24図高　　杯B（9．5）杯部欠損。脚部はエンタシス状を脚部外面へラ磨き，内面へラナデ。砂粒・長石 P50　　　　40％

7 土師器D　16．0呈する。裾部は水平に大きく開く。据部外面へラ磨き，内面横ナデ。橙色

普通

東コーナー部床

面

8

柑 A　　8．0完形。平底。体部は内管して立ち口縁部外面横ナデ，内面へラ削り。砂粒・長石 P51　　100％
土師器B　　9．7上がり，中位に最大径をもつ。口体部外面ナデ，下位へラ削り。体にぷい橙色 PL19

C　　3．1縁部は外傾して立ち上がる。 部内面上位に輪積み痕。 普通 北壁際覆土下層

－37－



図版番可 器 種 ！計測酌 迅） 器　 形　 の　 特　 徴 i 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第封図　　　 柑　　 Å　 8．7

土 師 器　 B　 9．1

定形㍉底部に指頭ほどのくぼみが　 ‖縁部内 ・外面横ナデ㍉体部外面

あるJ休部は内増して立ち上がり， 下位へラ削 り，内面ナデ予体部内

砂粒 ・長石 ・右英
明赤褐色

普通

P 52　　 100％

P L川
西コーナー部床9　　　　　　　　　 C　　 2．0 中位に最大径をもつ㍉日録部は内　 面上位に輪積み痕亡

攣気味に立ち上がる∵ 面

柑　　 A　 8．9 ＝縁部一部欠損ご底部に指頭ほど　 ‖縁部内 ・外面横ナデ√体部外面 砂粒 の長石 P 53　　　　 貼％

路　 上摘 臓 黒 「 霊 のくぼみがあるJ 体部は球状を呈　 下位へラ削 り，内面ナデ∴ にぷい橙色

普通
P L 19
東コーナー部床し，中位に最大径をもつ√　＝縁部

は外傾して立ち上がる∴ 面

柑　　 Å　 8．1 口縁部一部欠損∴丸底√休部は内 口縁部内 ・外面棉ナデJ 体部外面 砂粒 ・長石 ・赤色 P y 1　　　 95％

拍　 土 師 器　 B　 08 増 して立ち上が り，中位に最大径 下位へラ削 り，内面ナデ√ 粒子 P L 19

をもつご　口縁部は外傾 して立ち上 にぷい橙色 南東壁際床面

がる。 普通

柑　　 A　 H 3．4］ ＝縁部一部欠損√丸底J 休部は内　 口縁部外面横ナデ．内面へラ削 り√ 砂粒 ・長石 P 55　　　　 80％

P L 19
北壁際覆土下層

12　 土 師 器　 B 1502 攣して立ち上が り，中位に最大径　 休部外面下位へラ削り，内面ナデこ

をもつ丁　目縁部は内攣気味に大き

にぷい赤褐色

普通
く開くJ

柑　　 Å　 13．4

路　 上… 臓 黒 「 翳

体部一部欠摘。平底㍉体部は内攣　 ‖縁部内 ・外面横ナデ．休部外面

して立ち上がる∴‖縁部は外傾し　 下位へラ削 り，内面ナデ√体部内

て立ち上がる。　　　　　　　　 面上位に輪積み痕。

砂粒・雲母・長石・
赤色粒千

明褐色

P 56　　　　 75％

PL 19
南西部床面

普通

第25図　　 柑　　 A　 7・8

土 師 器　 B　　 7．6

14．　　　　　　　 C　　 3．6

休部一部欠損∴平底㍉体部は内攣　 目線部内 ・外面横ナデ∴頭取 体 砂粒 ・雲母 ・長石

にぷい橙色
普通

P57　　　　 65％

PL 19
中央付近碑工中

層

して立ち上が り，中位に最大経を 部外面下位へラ削り，内面ナデ．

もつJ 口縁部は外傾して立ち上が

る。

柑　　 Å　 白4．6］

路　 上… 臓 黒 ∵ 鵠

口縁部 ・体部一部欠損ご底部に指　 口縁部外面横ナデ，内面パケ＝調

頭ほどの くぼみがある予体部は球　 磐J体部内 ・外面ナデ㍉内面中位・
状を呈し，中位に最大径をもつ㍉　 十位に輪積み痕．

砂粒 の長石

にぷい橙色
普通

P 191　　 50％

PL 19
西部覆土下層

＝縁部は外傾 して立ち上がる∵

相　　見　は紺］
路　上…臓黒「鵠

騙 麗 露 窯 儀 慈 欒 義 砂粒・雲母・長石
音や　恥、脇息し－かし一粒巴普通

P192　　　60％
南東壁際覆土上
層

柑

土 師 器

A は私昔日 打線部 の僻 「墾　 損0 平底0 倦

B lO．7　 部 は内攣 して立ち上が る∴　頭部で

＝縁 部外 面横ナ デ，内面へ ラナデ∵ 砂粒 ・雲母 ・長有

言や　恥 、脇息し－かし一粒 巴

P 19 2　　　　 60％

南東壁際 覆土上休部外 面上位パ ケ口調乳　 下位へ

16 C　 3．8　 くびれ， ‖縁 部は外傾 して立ち十 ラ削 り．内面へ ラナデ予 体部内面 普通 層

が る。 上位 に輪積み痕p

17

柑

土 師　 器

B （9．3） 目線部 一部 欠損 ∴底部 に指頭 ほ ど

C　 3．3　 の くぼみが ある÷体部 は球状 を呈

し， 中位 に最 大径 をもつい　＝縁 部

＝縁 部内 ・外面横 ナデ∵ 体部外面

ナデ，内面へ ラナデ∴ 内面上位 に
輪積 み痕。

砂粒 ・長右

橙色

普通

P 19 3　　　 60％

西部 床面

は外傾 して立ち上が る∴

柑 B （ ．両　 日縁部一部 欠損 ㍉底部 に指 頭ほ ど ＝縁 部内 ・外面横 ナデ上体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 P 19 4　　　 60％

温8
土 師 器 C　 2．0　 の くぼみ がある．体部 は球 状を呈 ヘラ削 り， 内面 ナデ㍉ 内面上位 に 橙色 南東 壁際樽十下

し， 中位 に最大径 をもつ丁　目縁部 輪積 み痕． 普通 層

は外傾 して立ち上が る。

第26図

19

恵空
士 師　 器

Å　 19．2

B （13 ．8）

休部 中位 か ら欠損ご休部 は内攣 し

て立 ち上 がる十　日縁部 は外 傾 して

口縁 部内 ・外面パ ケ 目調整。体部 砂粒 ・雲母 ・長 石 P 60　　　 30％

上位へ ラ削 り後 ，ヘラ磨 き， 内面 暗赤褐色 P L 19

立 ち上が り，端部 はやや外反す る㍉ 横ナデ㍉体 部内面上位 に輪 積み東√ 普通 北 壁際覆土下層

第25図 二恕雪ぎ A　 18 ．0 ＝縁部 の破 片十　日縁部 は祈 り返 し ＝縁部外面横 ナデ，内面 へラナデJ 砂粒 ・雲母 ・長石 ・

石英

橙色

普通

P 195　　　 20％

P L 20

北 西部床面
土 師 器 B　 「信木　 と思 われる複合‖縁J

20

登

土 師　器

A 17 ．3　 休部一部 欠損㍉　平底㍉体 部は球状

B　 25 ．5　 を呈 し，中位に最大 径を もつ∵　＝

＝縁部内 ・外 面パケ ‖調整∴体部

外面へ ラ削 り，内面パケ ＝調整「

砂 粒 ・雲 母 ・長 右 ・

石英

橙色

普通

P 58　　　　 80％

P L 20

西部覆土下層21 C　 7 ．7　 縁部 は外傾 し，端部 は外 反す るJ 体部内面 中位 に輪積み東㍉

聾 Å 19 ．4　 体部一部 欠損ご平底「 体部は球状 口縁部外面横 ナデ，内面へ ラナ デ∴ 砂粒 0長石 P 5 9　　　 75％

22
土 師 器 B　 29 」　 を呈 し，中位 に最大 径を もつ㍉　＝

C　 7 ．4　 縁部 は外 傾す る∴

体部外面へ ラ削 り，内面へ ラナ デ÷ 橙色

普通

PL 2 0

北 コーナー部 覆

土下層

第26図 襲

土 師　 器

Å 19 ．0　 休部上位 か ら口縁部 にかけての破

B　 ぐ10 ．郎　 片。頚 部は くの字状 に くびれ， 口

日縁部 内 ・外 面ハケ 日調整こ休 部 砂粒 ・雲母 ・長石 P 61　　　 25％

外面上位パ ケ 目調整， 内面 へラ削 にぷい赤褐 色 PL 1 8

23 縁部 は外 傾 して 立ち上が る。端部 り。体部 内面上位に輪積 み痕 。 普通 南東壁際 覆土下

は波状 を呈す る㍉ 層

第25図

24

襲

土 師 器

Å 10 ．4　 日縁 部一部欠損J 平底 ご休部 は球 口縁部 内 ・外面横ナ デぐ休 部外 面 砂粒 ・雲母 ・長石 P 62　　　 95％

B　 9 ．7　 状 を皇 し，中位 に最 大径 をもつ。 下位へ ラ削 り，内面 ナデご体 部内 明赤褐 色

普 通

P L2 0
貯蔵穴 覆土上 層C　 3 ．0　 日緑 部は外傾す る。 面 中位 に輪積 み痕こ

甑 A 16 ．3　 日縁 部一部欠損㍉ 単孔 式∴休部 は ＝縁部 内 ・外面横ナ デ√休 部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 P 63　　　　 85％

25 土 師 器 B lO ．0　 外傾 して立 ち上が り，＝縁部 に至 下位 ，内面へ ラ削 り√ 橙色

普通

P L2 0

東コーナー部床面C　　 右0　 る÷

－38－



図版番号 種　　　 別
計　　 測　　 値　　 上　 席

出土地点 備　　　　　　 考
長さk m中 表 玩n　 摩さk m） 重量施） 石　 質

第26図26 磨　　　　 右 1隼 「 鋸 つ　 §可　 読 再 抗 議 南二十一調悟層 Q lO　　　　　　　　　　　　 PL20

27
炉　　 可 罰や中　　 の　　 ．　 綱脚　 安 山 岩 炉の西側付近 Q 9

∴　ノ∴二　三∵㍉‘∴／　ノ二、七・

位置　調査区の中央部，B2bO区．

規模と平面形　長軸5．38Ill，短軸5．171Tlの方形である。〕

長軸方向　N－180－W

壁　壁高は22～34cmで，外傾してiLち上がる、〕

床　ほぼ平出である。

尊意　　層からなる。レンズ状に堆積していることからタ　厩然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　炭化粒J’・少量

2　黒　褐　色　炭化粒子少量．ローム粒J’一・焼I井と了一微量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒j’一少鼠　焼L粒ナ微量

ハ1ギ　　∴　′、′：主・′∫・；∴ら′′′　′′JJ　ノ‥、′、、7′　　　∴、′、ア　∴′当　ノ・．′　／．・つし、言　ごニ　‾∴ゾ　′’

ある。　尊　の高塚は中央部付近の覆土上層から撃　の高塚は南壁際の床面から出土して折る。　の増は南壁

際の覆土中層から斜位の状態で，5の相は北部の覆土上層から出土している。

、．　ノ＼Lr、‾lJ、＼・、∴ノモ∫？，′′、モノーノト．′　　く′こJ・バ　　ー一、7′、∵・一　一　　．、’㍉　′　′　　，′一　∠ノら　　ノ、

－‘∴∴　　く二一　一一　′　′・′．，．、
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窮鍵属　第臓考健腰静出藍遺物実測据
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図版番号 器　 種 計測倦k n）　　 器　 形　 の　 特　 徴　　　　　　 手　 法　 の　 特　 徴 胎 か 鯛 禰 痢　 ノ勝　 者

第28図 高　　 林 B　 ‖）．2） 脚部か ら槻 部にかけての破片い 脚　 脚部外 面へ ラ磨 き予槻 部内 ・外面 砂 粒 ・雲母 ・長石　 P 64　　　 20％

鼠 士 師　 器 0　 日信0］ 部は ラッパ状 に聞 く∵　　　　　　 横 ナデ㍉　脚部内面 に輪積 み痕 J

妻

にぷい黄橙色　　　 中央部付近 覆土

普通　　　　　　　 上層

高　　 林 B （恥骨 つ 脚部の破片． 脚部は ラッパ状 に開　 脚部外面 へラ磨 き√　脚部 内面上位 砂粒・雲母・白色粒子　 P 65　　　 35％

2 土 師 器 く。 ヘ ラナ デ，下位へ ラ磨 き．脚部 内 明赤褐色　　　　　 南壁際床面
面に輪積み痕 ㍉ 普通

高　　 林 B （7 ．6 ）＝脚部の破 片．脚部 はエ ンタシス状　 脚部外面へ ラ磨 き，内面ナデ． I砂粒 ・長石　　　　 P 66　　　 10％

3 土 師 器 を呈 するJ 橙色　　　　　　　 中央 部付近 預土

普通　　　　　　　 上層

柑 A　 9．4　 日縁部一 部欠損㍉　丸底∴体 部は球　 目縁 部内 ・外面横 ナデ㍉体部外面 砂 粒　　　　　　　 P 67　　　 98％

4 土 師 器 8 10．3　 状 を呈 し，中位に最大径 をもつ㍉　 下位 へ ラ削 り， 内面 ナデ㍉ にぷい褐色 P L20
目線部 は外傾 して立 ち上が る∵ 普通　　　　　　　 南壁際 覆土 中層

柑 B （8．2） 口縁部欠損．底 部に指頭 ほどの く　 体部外 面中位か ら下位 にかけてへ 砂粒 ・雲母　　　　 P68　　　 60％

5 土 師 器 C　 3 ．2　 ぼみがあ る√体 部は球状 を呈 し，　 ラ削 り，内面ナデ㍉体部 内面中位 橙色　　　　　　　 北部覆土上層

普通中位に最大 径を もつ．　　　　　　 に輪積 み東 ㍉

‾　ふ、∴　．．′二・’∵′・′

位置　調査区の中央部　A鍋　区。

．．て　∴　　　　工か′J言　　　ノ、・′‾‥、′ごて∴、、′′ニ　て　　こ　言、　′′　　　　　　＿′′ノ．、ノ　三　’：′‘．’′二．

童軸方向　N－80－W

壁　壁高は8～10cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。

′　　　ン∴′つ：・一ノ′て‥こ　ノ∴へ鋸　′　　　。∴く、主：：′ノ：ノ′＿の′　　弓‾‾－　ノJ‥．－′こ、－、′二レ・－　′くl∴、c′ニ／．t．′．、′′、

ある。炉床は，火熱を受けてわずかに赤変している。

炉土層解説

1暗赤褐色　ローム小ブロック・粒戸中量、ローム中プロ、ソク・焼十粒J’・少鼠　焼巨トプロ、ソク・炭化粒召掛量
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覆土　2層からなる。、レンズ状に堆積していることから，「I然堆積と考えられる．

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック微量

遺物　土師器片106点，流れ込んだ縄文土器片18点が出土している。第29図に示した土器はいずれも土師器で

ある。　の壷は　中央部の床面から土庄でつぶれた状態で出土している。　の壷は中央部の覆土下層からタ　3

の嚢は中央部の覆土中層から正位の状態で出土している。4の手捏土器は，中央部の覆土下層から出土してい

る。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して中期（5世紀）と考えられる。

第蟻号住居跡出土遺物観察麦

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ㍉邑諌巨 焼成 ！ 備　 考

第29図 ーニ圭ヂ雪ぎ B （15 ．6） 底部 か ら頭部 にかけての破片J 平 体部内 ・外面 へラ削 りJ 体部 内面 砂粒 ・雲母 ・長石　 P 7 0　　　 70％

l 土 師 器 C　　 4 ．1 底こ休 部は球状 を呈 し，中位に最 中位 0 上位 に輪積 み痕。 にぷ い得色　　　　 P L 20

大 径を もつ㍉ 普通　　　　　　　 体 部外面煤 付着

中央部床面

2

まご箋貰 B （2 1．3） 底部 か ら体 部にか けての破 片㍉　や 体 部内 ・外面へ ラ削 りい 砂粒 ・雲母 ・長石　 P 69　　　 65％

土 師 器 C ［6．3］ や突 出 した平底ご　休部 は球状 を呈 にぷい橙色　　　　 P L 20

し， 中位 に最大径 をもつ。 普通　　　　　　　 中央部 覆土 下層

3

聾 B （1 0．の ＝縁部 欠損J 平底で体部 は内攣 し 体部 内 ・外 面へ ラ削 り㍉ 砂 粒 ・長石　　　　 P 71　　　 6 5％

土 師　 器 C　　 4 ．8 て立 ち上が る㍉ 赤褐色　　　　　　 中央部将士 中層

普 通

手捏土 器 Å 〔5．4］ 日録部一部欠損 。鉢形。平底。体 内 ・外面 と も指頭に よるナデ。 砂 粒 ・雲母 ・長石　 P 72　　　 9 0％

4 土 師 器 B　　 3 ．l 部 は内攣気味 に立ち上が るご にぷ い黄橙 色　　　 P L 2 1

普通　　　　　　　 中央部預士下層C　　 3 ．7

窮膵考健贋跡　第渕囲）

位置　調査区の中央部，B3113区。

規模と平面形　長軸6．81Ill，短軸6．58mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は10－28cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P4主　Pl～P4は径60cm前後の円形で，深さ66～72cmであり，各コーナーに寄った

位置で確認されている。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。

炉　中央部からやや北東寄りに位置し，長径63C軋　短径45cmの楕円形で，床面を5cmほど掘りくぼめた地床炉

である。炉床は，火熱を受けて赤変している。

炉土層解説

1　にぷい赤褐色　焼上粒子中鼠　焼土中ブロック・焼十′」、ブロック・炭化粒子少量

貯蔵穴　南東コーナー部で確認された。径73cmの円形で言宗さは21cmである。。

貯蔵穴土層解説

1　黒　　　色　ローム中プロ、ソク・粒子少量，ローム小ブロック微量

2　黒　褐　色　ローム中ブロック中量，ローム小プロ、ソク・粒子少量

3　黒　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
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第30図　第17号住居跡・出土遺物実測図
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土層解説

l　黒　　　色　ローム小ブロック・粒J’一微量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・粒J’一少量．ロームr巨プロ、ソク微量

3　黒　褐　色　ローム小プロ、ソク・粒子微量

．　　　′　′：ソ　　主上二′、∴．′、T．言　　′　，　　ノ　′　／、，r　ノ、　、′、一　′　二′．　∴：、1く　・∴　　イ1∴ニ

「′・｝、、′．′二．／、、ト．′、∴′了。・′　　　　二・一、一　、′、了、．・‥　ごく′　′＼ノノニノ　ノ．．．て　′・こ　　　ノ、、ノ∴　．、′　一、．

ている。2の土師器台付聾は言軒東部の床面から横位の状態で出土しているJ

所見　本跡の時期は言一旧二土器から判断して前期（4世紀後半）と考えられるこ、

第膵骨住居跡出土遺物観察豪
図版番可 器 種 桓 潮倦 （cm） 器　 彬　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第30回　　 賓　　 B　 ぐ3 ．3） 底部 か ら体部にか けての破片∵　平 体部内 ・外面へ ラ削 り∴ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 7 7　　　　 5 ％
1　　 土 師 器　 C　 3 」 底㍉休部 は外傾 して立ち上がる㍉ にぷい 黄橙色 南 東部床面

普通

l
台 付 聾　 B （12 ．8） 脚台部か ら休 部にか けての破 片√ 体 部外面下位斜位 のパケ ＝調整， 砂粒・雲母・赤色粒千 P 78　　　　 20％

2　　 土 師 器　 0 10．2 脚台部 はハ の字状 に聞き，端部を 内面へラナデ√㈲台部 内面ナデ， にぷい黄橙色 P L 21
内側 に折 り返す㍉ 外 面斜位 のパケ ＝調 整． 普通 南東部床面

．1㌦’　。′　∴′　いl＼二、二．、；

位置　調査区の中央部，B3C3区、へi

重複関係　本跡が，第19号住居跡の南西部を掘り込んでいる。、

規模と平面形　長軸6．33Ill，短軸6．22nlの方形である。、

童軸方向　N－350－W

壁　壁高は25～42cmで，外傾して．立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，全体的によく踏み固められている。西部・北部の床面から炭化材小片が内側に向かって出上

している。

－．・、　　7・、言　′　′　　．、－　　ノ　　　ノ・、‡ノ′　日、）、こ　ひノ　言　　上㌧∴　　′、′、′）、　矢　　　　　　、．／

、一一一1日、ノー　＼′　′：、．．・・ノ‥17、J　ニノ’も　′　ノ　　て′て　′言、ら　　　ノ、ノ′ノ、′　、′　　ノ　た　二　．．′／、　ノ、

形で，深さ20cmである。位置的に出入り＝施設に伴うピットと考えられる。

ノ、′　′‘′　′．イ′て′′・二　　一′　、　、1、√，′　．予ご　′、1ノ′　　言、．ノ、　′・′言／′　，，′　　　了　　′，

である。炉床は，火熱を受けてわずかに赤変しているこ、

炉土層解説

′1　暗赤褐色　ローム粒子・焼土中プロ、ソク・廃土粒子少量．炭化材微量

貯蔵穴　北東コーナー部で確認され，径90cmの円形で，深さは47cmであるご　底面から炭化材が出土している＿二、

貯蔵穴土層解説

1　黒　　　色　ローム粒子・炭化材微量

2　黒　褐　色　ローム中ブロック中鼠　ローム粒子・炭化材少者

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。〕

土層解説

1　異　　　色　ローム粒子微量

2　黒　　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量

3　黒　　　色　ローム粒子少量，焼‖粒子・炭化物微量

－44－
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第31図　第18号住居跡実測図
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第33図　第18号住居跡出土遺物実測図（2）
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′　・　　　1、　、　　′′　′・一　　　・′　・、　：．．㌧　　′ノこ　′ノ・　ノ′　′－　′、′一′　．′　・・′

23点が出上している。土師器片は言呵部から東部にかけての覆土下層から集中して手一虹上しているご　第32・33回

．／二　．′　、′　‾′ノ・′ノ　lr、、ノ　∴　　　　∴′　　′′．∴、　ご．一三（′∴、′　′・′．．　′　′∴、酢、、　　　　　　り′二

，ノ、・‾・・′、穴・ノ∴　′　ノ　　　ノ　∨　圭　∴ソニ・′　　　　　　　　′十～　　　′ノ．ノ∴　′ノノノJ言三二、、′ノ、‘ノ．1、ノ、

‘ノノ～′　　、√、ノ　・′午　′、　　　　　′、、圭　、左　。、言　　　′　　∴′′、′、′1ノ　′　‘ソ∴＼・、、　′工：′一　′　′′

．′．＿　、ノ′　′ノ　　　、　7－、　・、1㌦、′／、　′、．、′′　′、1．・′、　　′：・ニ′二、・‾、　′′・′．・　／、　　ニ　　‥‥、ハ　ノ′

′′′ノ　′、了、、、、　　　一　．く．　．、・．「ム・ノ　　′　　　　ノ　　　′′′ンノ　＿　、否、′ノ′、・′′′′ノ　ハl、　　　　　　　　　　　　′′．、ニ　∴

北西部の床面から土圧でつぶれた状態で仕上上しているご15の小形聾は∴東コーナー部の覆土下層から．正位の状

、．　－、　′．　′．∴　　　　　　　・・ヱ∴一　　′　′・、・／言、　ノ　ー．　　一宮．・、∵∴　　一、．、、ノくニ　　′′ニ　　　　ノ．

南西壁際の覆土卜層から出土している。118の球状土錘は，中央部付近の覆土日田から出上している。19の砥石

は南西壁際の床面から，20の穂摘共は西コーナー部の床面から出土している。「、

．，ノ′、′　′′、・′ノ．∴∴′′√　　　　‾、′　′丁、）　j　ノ　′．　　ノ、手、、′・・左′、∴′　′ノ　　　バ、′．一′－　　　　　　　　′・　ノ、′、

的に重ねられており，何らかの祭祀行為が行われた可能性が考えられる言時期は，出土土器から判断して中期

（5世紀前半）と考えられるし「

・　　　∴、　・つ了′上ノ、

計測健太壷 器　彬　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎上・色調・焼成 備　　考

第霊図　 高　　 林 lA　 黒．7　 林部＋部破接㍉　脚部はエンタシス i目線部内 ．外面横ナデ∴杯部内 ・！砂粒 ・雲母 ・長右 Ip 80　　　 80％

土 師 器　 B 17 ．0　 状を呈し，槻部は大 きく聞く∵　杯　 外面へラ磨 きご　脚部外面パケ＝調　 にぷい赤褐色　　　 P L 21

l　　　　　　　 D l（吊　 部は外傾して立ち上がり，目線部　 整後，ヘラ磨 き㍉裾部外面へラ磨　 普通　　　　　　　 北東壁際床面

はやや外反する∵林部下位に稜を　 き，内面ナデ∴脚部内面に輪積み

もつ．　　　　　　　　　　　　　　 痕．

高　　 林　 Å　 20 ．8　 裾部 ・林部一部欠損∵　脚部はエン　 目線部内 ・外面横ナデJ 杯部内 ・ 砂粒・雲 母・長石・ P 81　　 85％

2　土師希書昔芸　筈ざ蒜芸霊芸志し警翌鸞至芸漂悪霊霊警豊：慧濫濃 畿粒子　　 品際床面
＝縁部はやや外反する∴　　　　　　 痕∴　　　　　　　　　　　　　　　 普通

高　　 林　 Å　 20．2　 裾部一部欠損ご　脚部はエンタシス　 目線部内 ・外面横ナデ∴　杯部内 ・ 砂粒 ・雲母 ・長石　 P 82　　　 80％

土師器鵠冒：溌 謡志学し讐豊髭警議 昌吉賢謡是認篭賢荒義満宗黄褐色　 品際床面
に至る十　　　　　　　　　　　　　 デJ 脚部内面に輪積み痕㍉

高　　 林　 A　 22．5　 林部一部欠損㍉　脚部はエンタシス　 ＝縁部内・外面横ナデ√　杯部内・ 砂粒　　　　　　　 P83　　　 70％

士 師 器　 8 17．2　 状を呈し，槻部は大きく聞く．杯　 外面ナデ∴脚部外面へラ磨き√　内　 にぷい橙色　　　　 PL21
J　　　　　　　 D 17．2　 部は外傾して立ち上がり，＝縁部　 面ナデ㍉　脚部内面に輪積み痕√　　 普通　　　　　　　 北東壁際床面

はやや外反する√　林部下位に稜を

もつ。

高　　 林　 Å 〔21．2〕 裾部 ・林部一部欠損．脚部はエン　 ‖縁部内 ・外面横ナデ㍉　杯部内・ 砂粒・雲母・赤色粒子　 P84　　　 60％
工 師 器 IB　 17．2　 タシス状を呈し，槻部は大きく聞　 外面へラ磨き√脚部外面へラ磨き∴　にぷい橙色　　　　 PL21

5　　　　　　　 D 16．4　 く∴林部は外傾して立ち上がり，　 内面横ナデ㍉脚部内面に輪積み痕∵「普通　　　　　　　 北東壁際床面
＝縁部はやや外反する∴　林部下位

に稜をもつ予

高　　 林　 Å 19．6　 林部の破片∴林部は外傾して立ち　 ‖縁部内・外面樺ナデ÷林部外面　 砂粒・雲母 ・長石　 P196　　 45％
土 師 器 B 線 の 議 鵠 警 部に至る0 鞘 下位 表芸 ヂ後 へラ磨凱 内面へラ 霊　　　 宗 とナ一部覆

土下層

高　　 林　 B （19」）ト福部・林部一部欠損J 脚部はエン　 林部外面へラ磨き，内面ナデご　脚　 砂粒・雲母・赤色粒子　 P85　　　 55％
ァ　 土 師 器 り 15ゆ6　 ㌢ 蒜霊霊孟志学し賢覧 豊 漂 豊 露 語 孟 内面げ 。酎 鵠 欄 色　　 品 際床面

下位に稜をもつ∴

高　　 林　 B （11言）「脚部の破片∴　脚部はラッパ状に下　 脚部内 ・外面へラナデ∴槻部内 ・ 砂粒・雲母・赤色粒千　 P197　　 舶％
土 師 器 り 摘・ 方に開 。　　　　 外面横げ 。脚部内臓 積み痕。 競 い橙色　 摘 部覆土下層

一一一48－－－．・



図版番可 器 種　 計測値毎ラ　　 器　 形　 の　 特　 徴　　　 手　 法　 の　 特　 徴　　 胎士 の色調 の焼成　 備　 考

第33図　　 柑　　 A ll・0　 日縁部一部欠損∴底部に指頭ほど　 目線部内 ・外面横ナデ√休部外面　 砂粒 ・雲母・長石・ P 86　　　 腑％

土 師 器　 B　 9・5　 の くぼみがある√体部は球状を呈　 下位へラ削り，内面ナデ√　　　　 赤色粒子　　　　 P L 21

9　　　　　　 C　 2・ヰ　 するJ 日縁部は外傾して立ち上が　　　　　　　　　　　　　　　 橙色　　　　　　 東コーナー部床
る予　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 面

柑　　 Å 10・2　 体部1 部欠損㍉底部に指頭ほどの　 ＝縁部外面横ナデ，内面へラナデ． 砂粒 ・雲母 ・長右　 P 87　　　 70％

摘　 土 師 落 雷 温莞：鵠 豊 雷鸞 漂 霊豊 艶 豊 体部外癖へラ削り。　　 豊羞い橙色　 品 士下層

口縁部は外傾 して立ち上がる√

川　　 口 （6・0） ‖縁部欠損√丸底J 体部は球状 を　 休部外面下位へラ削 り，内面へラ　 砂粒 ・雲母　　　 P 198　　 50％

日　　 工 師 器　　　　　　 呈 し，中位に最大径をもつJ ナデ．内面中位に船積み東∴　　　 にぷい褐色　　　 南東壁際床面

普通

用　　 B （5・1） ‖縁部欠損√平底予体部は内増 し　 体部外面へラ削り，内面へラナデ√　砂粒 ・雲母 ・石英　 P 199　　 50％

12　 土 師 器　 し　 圭ヰ　 て立ち上が り，中位に最大径をも　　　　　　　　　　　　　　 にぷい橙色　　　 東コーナー部味

つ予　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　　 面

壷　　 A　 鉦 0　 日嫁部一部欠損0 平底。底部中央　 打線部内 か外面横ナデ。頚部へラ　 砂粒 の雲母 の長石　 ㌘樟　　　 腑％

且3　 土 師 器 警 1㌢紺 羞霊漂慧芸冒撃く欝農だ豊是認 賎 詣 監 禁 ナデ0 体部内面上 霊 褐色　　 宗 ナ一部覆

つご口縁部は外傾するで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 士中層

襲　　 Å　 廿 2　 体部一部欠損∴突出した平底．体　 目線部内 ・外面横ナデ√頭部へラ　 砂粒 ・長石　　　 P 89　　　 80％

日　　 工 師 器　 8　 20・5　 部は球状を呈 し．下位に最大径を　 削 年 休部外面へラ削 り，内面へ　 にぷい褐色　　　 P L 22

r　 6・8　 もつ∴‖縁部は外傾する㍉　　　　 ラナデ㍉　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 北西部床面

小 彬 磐　 Å 〔生6〕 ‖縁部一部欠損J 丸底．体部は内　 ＝縁部内 ・外面横ナデこ体部外面　 砂粒 ・雲母 ・小礫　 P 90　　 80％
温5　 土 師 器 B　 ぁ瑠 誓 立ち上が 約 線部は外傾 欝 へラ削 娠 内面上位に輪積み 競 い黄橙色　 宗 ナ一部覆

士下層

ミニチエ瑠　 Å　 6・4　 日縁甘一部欠損㍉平底∴体部は内　 ＝縁部内 ・外面横ナデ㍉体部外面　 砂粒 ・雲母　　　 P 91　　 頂％
用　　 士 師 器　 8　 信2　 増 して立ち上が り，＝縁部は外反　 十位パケ＝調整後ナデ，内面へラ　 黒褐色　　　　　 P L 22

し　 3・6　 する㍉　　　　　　　　　　　　 ナデJ　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 南東部床面

手捏土器　 Å　自信11 鉢形㍉日録部一部欠損J 平底㍉体　 ＝縁乱 体部内 ・外面指頭による　 砂粒 ・長石　　　 P 200　　 70％

17　　 士 師 器　 8　 6・2　 部は外傾 して立ち上が り，目線部　 ナデ∴　　　　　　　　　　　　 橙色　　　　　　 P L 22

C　 40日 に至る0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　 南西壁際覆土下層

図版番号
種　 別 径 行mぎ 長軸 孔径km） 重量諒 土地点　 備　　 考潮　　　　　 催

第33図18 馴 来土 錘！ 2き9 9日　 6日　 相や　恒 飢近覆土上層 膠　　　　　　　　　　 ㌘監霊

囲榔 種　 別 i　 計　　 測　　 催　 し　 儀言 出…言

㍗ 竪　 別 区 議 幅 km）厚さ毎） 重畳施） 石　 質　 出土地ノ・、、　 備　　　 考
柚 中 晩＋ 可 （舶 （88両　 も中　 細 の　粘 板 岩　輌 壁際床面iQl　　　　　 炉は

翻　 穂　摘　＿裏　 且も且 4可　 0可　 53両 粘 板 岩 恒 …ナ如錮南極星2　　　　　 軋22

二．÷∴＿　ノ＿、く＿　了言　　′ノノ、′

位置　調査区の中央部，B3b4区。

－1．－　二、ノ・りl′へ　′－、′′．く：㍉　′h　′・－′　八・一、＼！

．′、．、、・一・’二・・・、・．．言′、、∴t　）　弓、’Jノ　′　言、ら了．

童軸方向　N－180－W

・ナ．・．・－掩　∴∴　　シ、工∴　‾、′　rノ　7）、ら

く、一　√、、1！　′′一7∫　・／l′・ノラ‥・否′、言′　′、・る　′／、い′　守こ－　′∴二一：l・ニ♪∴′、∵㍉ノウ∴ト′′一ノ．ノ∴′ふ、つ　′ノ

てみられる。

一fノ　）侶ノ　）、ニーノ　＿一　　ノ′・予ぐ、∴こ、∵十繁男・‥上、沼　二ミ′－（ノこ、∴、・笠。、J言　上、・、ノ・、六一′．7

位置で確認されている。塊横　配置から齢ずれ　主柱穴と考えられる。南壁欝　に位置するP　は径郡cmの閏

－49－
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第34図　第19号住居跡実測図
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竿て

第35図　第19号住居跡出土遺物実測図
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ノ　　　′　　　　　　　　　．　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　′

炉　中央部に位置しゥ　長径70C恥　短径40cmの不整楕円形で，床面を5cmほど掘りくぼめた地床炉である、、炉床

は，火熱を受けてわずかに赤変しているご　炉右が∴炉の長軸に直交するように炉床の中央に据えられ，上面の

・部に煤が付着している、！、

炉土層解説

1　暗赤褐色　焼巨車プロ、ソク・小プロ、ソク・粒J’一少量∴　ローム粒子微量

2　明　褐　色　ローム粒子多鼠　焼巨粒子微量二

貯蔵穴　南東コーナー部で確認され。長径83cm9　短径70cmの楕円形で。深さは32cmであるく＿、

貯蔵穴土層解説

1　暗　褐　色　ローム小プロ、ソク・粒子少量

2　黒　褐　色　ローム小プロ、ソク・粒j「l少量

3　褐　　　色　ローム小プロ、ソク・粒f中量．炭化粒J’一少量，ローム中プロ、ソク微量

覆土　5層からなる。、レンズ状に堆積していることから，「1然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　　　色　ローム粒j’4微量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・粒自微量

3　黒　　　色　ローム小プロ・ソク・粒子微量

Il　黒　褐　色　ローム小ブロック・粒J’・微量

5　黒　褐　色　ローム粒「少量．ローム小プロ、ソク微量

遺物　土師器片l瓶∴工　石器2点（砥石。炉石上　炭化材，流れ込んだ縄文日吾紺124点が出土している、．第35図

に示した土器はすべて土師器である。，1の器台は，貯蔵穴内から＿正位の状態で，2の相は北東コーナー部の床

面から出土している。。3の聾は北壁際の覆土下層から土庄でつぶれた状態で，4の台付聾は南壁際の床面から

出土している。5の砥石は，南部の床面から出土している。6は炉右で，～仕上状況は上記のとおl）である、・ェ

所見　床面に焼土塊や炭化材がみられることから，焼失家屋と考えられる。時期は，山上土器から判断して前

期（4世紀後半）と考えられる。，

‥・、．′′　　′、　、与′ノニーでヾ

図版番可 器 種 桓潮億km）　 音 形　の　特 徴　　　 手　法　 の　特　徴　 胎土の色調め焼成　 備　 考

第35図　器　　 台　A ［8．6］脚部から器受部にかけての破片㌔　器受部外面へラ磨き，内面ナデ∴　砂粒・雲母・長石　P里　　　 亜％

士師器　H＋（上11日脚部はラッパ状に聞き，器受部は　脚部外面へラ磨き十　　　　　　　　 にぷい橙色　　　　 PL22

1　　　　　　　　　　　　　 皿状を呈するナ　器受部底部中央に　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　　 貯蔵穴内

単孔がある∴

柑　　 B （臣51 日縁部欠損√平底こ休部は球状を　休部外面パケ目調整後，ナデ∵体　砂粒・雲母・長石　P93　　　 70％

2　　 土師器　C　 3．8　呈し，中位に最大径をもつ了　　　 部内面中位に輪積み東．　　　　　 にぷい黄橙色　　　 北東コーナー部

普通　　　　　　　 床面

襲　　 Å 15．2　底部欠損ナ休部は内摩して立ち上　目縁部外面械ナデ，内面ハケ＝調　砂粒・雲母　　　　 P94　　　 50％

3　　 土師器　B　豆6．本　がるこ頚部はくの字状にくびれ，　磐ご体部外面パケH調整，内面へ　にぷい橙色　　　　 PL22

口縁部は外傾するし　　　　　　　　 ラナデJ　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　　 北壁際覆土下層

台付聾　B （7．3）日脚台部片こ　脚台部はハの字状に開　脚台部内・外面パケH調整∴　脚台　砂粒・雲母・長右　P95　　　 20％

1　　 土師器　D　 9．8　く∴　　　　　　　　　　　　　　　 部内面中位に輪積み東十　　　　　　 にぷい褐色　　　　 南壁際床面

普通

小。　　 言　　 計　　 測　　 値　　　　 庶　　　 務

醜鮒 種　 別序摘項幅繍 厚純血）重量施）石　 質　出土地Jもー、　 備　　　 考
第3滴5砥　　 石i 相可　 ゆ5 ・中　 鯨中砂　 岩　南部の床面　極摘　　　　　 野は

中炉　　 石！乱打　 ・0 8・8日腑中 安山岩　炉内　　 極相　　　　　　 野監霊

－52－



第20号住居跡（第36・37図）

位置　調査区の中央部，B3C6区。

規模と平面形　長軸4．73m，短軸4．70mの方形である。

主軸方向　N－260－W

壁　壁高は47～59cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。南部の床面から比較的大きめの炭化材が内側に向かって

出土している。

炉　中央部からやや北寄りに位置し，長径53C皿，短径42cmの楕円形で，床面を4cmほど掘りくぼめた地床炉で

ある。炉床は，火熟を受けてわずかに赤変している。

炉土層解説

1時赤褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・炭化材少量，焼土粒子微量

貯蔵穴　東コーナー部で確認され，径70cmの円形で，深さは55cmである。

－53－

4　　3

了．
第36図　第20号住居跡実測図
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貯蔵穴土層解説

1　黒　　　色　ローム粒千・焼上粒召微量

2　黒　褐　色　焼士粒子中鼠　焼土中プロ、ソク・炭化物少量

3　黒　褐　色　ローム粒‾f一・焼土粒子少量

lノ1黒　褐　色　白色粘土小プロ、ソク少量．ローム粒f・・炭化物微量

5　黒　褐　色　ローム粒J’一・焼い粒子・炭化物微量

尊堂　　層からなる。レンズ状に堆積して折ることから撃　自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　　　色　ローム粒子微量
2　黒　　　色　ローム粒子少量

3　黒　　　色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック微量
ご′1　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼上粒子・炭化粒子微量

′メ　　′、′′、・′　くこ、1‥、′二ィ、∴、′・、′　′，ノ。′′、ノ・工ノー／・／、．′、，信ノこ．ノト，つL、が・．、∴し＼く）：言、三月　′∴ノ

了二、一言！ユ　∴ノ㌦与ノら　　ソ二・㌦　／∴　．－　・：′′∴ノ十∴有′J了′、′男．′、王、　　い言　上　　の′言！

、1　、男弓　、つ．一、′ノ　ー昌′六　㌦　′∴′、：γ＼のら‾　＿、′、′ぢ、ら　；′」～、′了、・の、．工二言、、　　言、′、～　　J∴：1

第野困　窮調号健贋静出藍遺物実測図
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・一　・′　一′′、　　－　′　　　つ＼亨　　　1、一　・′‾　′ハ　十、ノ、．．告　‾∴　　′′∵′′　∴、′、あ！′′　ノ

出土して折る。　の砥石は　東壁際の覆土下層から出土している。

‾　　ハつ　′一一・ソ了′′・ノノ′ミ　　∴、工　′ノ㍉二LJ・、1、圭∵∵一′上・∴／．　言∵∵ご　　　・・′、、．∴．、了：′：、、′・‥

（∠自社紀後半）と考えられるこ、

第鋼骨住居跡出土遺物観察菱
踊 番可 器 種 計測値毎迅）　 器 形　 の　 特　 徴　　　 手　 法　 の　 特 徴 i胎士 e色詞 e焼成

備　　 考

第37図　 高　　 林 Å　 21・寸　 脚部欠損∴林部は外傾 して立ち十　 日縁部内 ・外面横ナデ㍉林部内 ・ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 96　　　　 45％
1　　 士 師 器 B （軋虻　 がり，＝縁部に至る㍉林部外面下　 外面へラ磨 き㌔　　　　　　　　　 橙色 PL 22

位に稜 をもつナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通 束コーナー部床面

柑

2　 土 師 器

Å　 8e4　 日縁部 ・・一一一一一一A部欠損。平底。体部は塚　 口線部外南棟ナデ蔓内面へラナデ。 砂粒e雲母の長石e
B　 リ・2　 状を呈 し，中位に最大径をもつ∴　 休部外面へラ削 り∵体部内面中位　 赤色粒千

C　 3・4　 日縁部は内攣気味に立ち上がるJ　 に輪積み痕こ　　　　　　　　　　 にぷい橙色

普通

P 97　　　　 95％

P L 22
西コーナー部将

土下層

柑

3　　 土 師 器

A　 9・6　 日縁部一部欠損。平底こ体部は球　 目縁部外面へラ磨き，内面横ナデナ　砂粒・長石・赤色粒子

B　 9・1　 状を呈し，中位に最大径をもつJ　 休部外面下位へラ削 り㍉休部内面　 にぷい黄得色
P 98　　　　 95％
P L22

C　は ・2］ ＝縁部は内攣気味に立ち上がる∴　 中位に輪積み東．　　　　　　　 普通 南東壁際覆土下層

嚢 Å 〔15・6］ ＝縁部 ・休部一部欠損㍉やや突出　 ‖縁部内 ・外面横ナデ∵体部外面　 砂粒 ・長石 P 99　　　 10％
4　 土 師 器 B　 25・3　 した平底㍉体部は球状を呈 し，中　 上位から中位にかけてへラ磨き，　 にぷい赤褐色 PL 23

e　 7・0　 位に最大径をもつJ 頸部はくの字　 下位へラ削 り，内面ナデ∵体部内　 普通 中央部覆土中層
状にくびれ，日縁部は外傾する㍉　 面に輪積み痕√

台 付 磐 Å　 白5・離　 日縁部の破片∵目線部はS 字状で， ＝縁部内 ・外面横ナデ㍉体部外面　 砂粒 ・雲母 ・長石 P lOO　　　　 5％
5　　 士 帥　器 8 （4・中　 外反する㍉　　　　　　　　　　 十位パケ＝調整√　　　　　　　 灰黄褐色 覆土中

普通

計　　　　　 測　　　　　 植 巨　 質 出 土 地 点

備　　　　　　 考前日紘㌻安㌧昼
首　　　　 長 さ 行m） 幅　 亘扉 厚 さ （cm）　 重量 軸 ）

第澗 6 i砥　　 石 ！ 29 ・3
7 ．3 4 ．8 167 0 砂　　　 岩　 東壁際覆土下層 Q 15　　　　　　　　　　　　 P L 2 3

∵y′二lノモ一・一・∴∵こ　．立′ノ

位置　調査区の中央部，B3e6区。

規模と平面形　長軸5．4－5nl，短軸5．42I11の方形である。

主軸方向　N－220－W

壁　壁高は36～52cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平出で，中央部がよく踏み固められている。

ノ、‥′、／′ノ′て　′　ノ′　へ　こ　　ら　し′．、て′二′‘ノ、＿　∴㌍′、′こ　ウノ∴　三、　′ハ　、ノ　L＿∴　㍉：く。・㌧！ノ′′：・′、，′

である。炉床は，火熱を受けてわずかに赤変している。

炉土層解説

1　暗赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼上粒子少量

尊堂　　層からなる。レンズ状に堆積していることから撃　自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・廃土粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　土師器獅3意　石器　鰯　磨石上流れ込んだ縄文土器馬場点が出土している。土師器酌も覆土中層

から下層にかけて多く出土している。第諏図　の土師器塔は　東部の床面から出土している。　O　の土師器
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第38図　第21号住居跡実測図

相は，中央部の覆土下層から横位・正位の状態で，それぞれ出土している。4の磨石は，覆土中から出土して

いる。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して中期（5世紀中葉）と考えられる。

第21号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第3 9図 杯 A ［17．0］ 底部か ら口縁 部にか けての破 片。 口縁 部内 ・外面横ナ デ。体 部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 P lO 1　　　 4 5％

1 土 師 器 B　　 5．5 丸底。体部は内轡 して立ち上が り，

口緑部 は外 反す る。

ヘ ラ磨 き。内面剥離，調整不 明。 にぷい黄橙色

普通

東部床面

2

柑 B （5．7） 口緑部欠損。丸底 。体部 は球状 を 体部外面 下位へ ラ削 り。 砂粒 ・雲母 ・長石 P lO2　　　 70％
土 師 器 呈 し，中位 に最大径 をもつ。 にぷい黄橙 色

普通

中央部覆土下層

3

柑 B （6 ．0） 口縁 部欠損。平底。 体部は球状 を 体部外面下位 へラ削 り，内面 中位 砂粒 ・長石 ・雲母 P l O3　　　 70％

土 師 器 C　　 2 ．2 里 し，中位 に最大径 を もつ。 に輪積み痕。 橙色

普通

中央 部覆土下層
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第39図　第21号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿　」

図版番号種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　質 出土地点 備　　　　　　 考
長さ（cm）幅（cIn）厚さ（CⅡl）重量（g）

第39図4 磨　　　　 石 （8．4） （8．3） （4．2）（395．0）砂　　　岩覆土中 Q16　　　　　　　　　　　　 PL23

第22号住居跡（第40・41図）

位置　調査区の北東部，A3g5区。

規模と平面形　長軸7．05m，短軸6．84mの隅丸方形である。

主軸方向　N－8。－W

壁　壁高は18～30cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北壁の下を除いて巡っている。上幅12～20cm，下幅5～10cm，深さ6～10cznで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，出入り口付近から中央部にかけてよく踏み固められている。

ピット　7か所（Pl～P7）。Pl～P4は径80～90cmの円形で，深さ62～70C皿であり，各コーナーに寄った

位置で確認されている。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。P6・P7は径55C皿前後の円形で，深

さは53～65cmである。P6はP3とP4の，P7はPlとP2の中間にあり，位置的にいずれも補助柱穴の可能

性がある。P5は径35cmの円形で，深さ63cmである。南壁際に位置していることから，出入り口施設に伴うピッ

トと考えられる。

炉　中央部からやや北東寄りに位置し，長径73cm，短径41cmの楕円形で，床面をわずかに掘りくぼめた地床炉

である。炉床は，火熱を受けてわずかに赤変している。

炉土眉解説

1暗赤褐色　ローム小ブロック・焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

貯蔵穴　北東コーナー部で確認され，径100C皿の円形で，深さは50cmである。

貯蔵穴土層解説

1　黒　　　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量

3　窯　褐　色　ローム粒子微量
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第40回　第22号住居跡実測図

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　　　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量
3　黒　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量

－58－
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遺物　土師器片426点，鉄製品1点（鎌），流れ込んだ縄文土器片190点が出土している。土師器片は，覆土中

層から下層にかけて多量に出土している。第41図1の土師器器台は，西壁際の覆土下層から横位の状態で出土

している。2の土師器相，3の土師器嚢は，南東部の覆土中層から，それぞれ出土している。4の鎌は，北東

部の床面から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して前期（4世紀後半）と考えられる。

＿十干＿

二二軍＝卦笠
伊

第41図　第22号住居跡出土遺物実測図

第22号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

図版番号器　種計測値（CⅡl）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第41図器　　台A　　7．8口緑部一部欠損。脚部はハの字状ロ緑部外面へラ削り，内面ナデ。砂粒・雲母・長石PlO4　　　98％

1土師器B　　7．3に開く。器受部は内轡気味に立ち体部内・外面へラ削り。にぷい橙色PL23

D　11．0上がる。 普通 西壁際覆土下層

2

柑A　12．5休部，口縁部一部欠損。平底。体口縁部内・外面へラ磨き。体部外砂粒・長石・赤色粒子PlO5　　　75％

土師器B　　6．8部は内攣して立ち上がり，口緑部面上位へラ磨き，下位へラ削り。にぷい橙色PL23

C　　5．2は外傾する。 普通 南東部覆土中層

3

嚢A（20．0）体部から口縁部にかけての破片。ロ縁部内・外面へラナデ。体部外砂粒・雲母PlO6　　　30％

土師器B（24．1）体部は内野して立ち上がる。頚部面へラ削り，内面へラナデ。にぷい黄橙色Pl．23

はくの字状にくびれ，口縁部は外

傾する。

普通 南東部覆土中層

図版番号種　　　別
計　　　　　測　　　　　値

出土地点 備　　　　　　　　　　　 考
長さ（C皿）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第41図4 鎌 （7．8）2．6 0．3 （16．0）北東部床面M2
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第24号住居跡（第42・43図）

位置　調査区の北東部，A3g8区。

重複関係　南東部を第23号住居に，南西部を第11号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸4．96m，短軸4．90mの方形である。

主軸方向　N－70－W

壁　壁高は16～20C皿で，外傾して立ち上がる。

第42図　第24号住居跡実測図
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床　ほぼ平坦で，全体的によく踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は径25～45C皿の円形で，深さ35～65cmであり，各コーナーに寄った

位置で確認されている。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。

炉　中央部からやや北寄りに位置し，長径52cm，短径36cmの楕円形で，床面をわずかに掘りくぼめた地床炉で

ある。炉床は，火熱を受けてわずかに赤変している。

炉土屑解説

1　赤　褐　色　焼土小ブロック・粒子少量，炭化粒子微量

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

2　黒　　　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
4　黒　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック少量

遺物　土師器片116点，流れ込んだ縄文土器片25点が出土している。第43園に示した土器はいずれも土師器で

ある。1の高杯は，南壁際の床面と北東部の床面から出土した破片が接合したものである。2の器台は北東部

の床面から出土している。3の壷は北壁際の床面から斜位の状態で，4の賓は北壁際の床面から出土している。

5の台付賓は，北東部の床面から出土している。6のミニチュア土器嚢は，覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して前期（4世紀後半）と考えられる。

第43図　第24号住居跡出土遺物実測図

第24号住居跡出土遺物観察表

三…

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 4 3 図 高　　 杯 A　 1 3 ．3 脚 部 か ら 坪 部 に か け て の 破 片 。 脚 ロ 縁 部 内 ・外 面 検 ナ デ 。 坤 ：部 内 ・ 砂 粒 ・雲 母 ・長 石 ・ P l l O　　　 4 5 ％

1
土 師 器 B （1 1 ．9 ） 部 は ラ ッ パ 状 に 開 く。 杯 部 は 内 轡 外 面 へ ラ 磨 き 。脚 部 外 面 へ ラ 磨 き ， 自 色 粒 子 P L 2 3

し て 立 ち 上 が る 。 内 面 パ ケ 目 調 整 。 橙 色

普 通

南 壁 際 床 面
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図版番可 券 種　 計測値 k m） 器　 彬　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第43回　 器　　 台　 Å　 7 ．7 脚部一部 欠損∵　脚 部は小 さな角度 器受部内 ・外 面へ ラ磨 き∴　脚 部外 砂粒 ・雲 母 ・長石 P l12　　　 60％

土 師 器　 B　 白 ．0） で開 き，中位 に 3 孔 が空け られて 面へ ラ磨 き，内面パケ ＝調整 J 器 にぷ い橙色 P L 2 3

2 いるご　器支部 は皿状 に聞 く．日縁

部は直立 し， 器受部底 部中央に単

孔が ある㍉

受部内 ・外面 ，脚部外面赤彩ご 普通 北 東部床面

壷　　　 Å　 17 ．2 体部上位 か ら＝縁部 にかけての破 目線 部外面パ ケ ‖調磐，内面ナデ∴ 砂粒・長右・赤色粒千 P ll4　　　 30％

3　 土 針 路 「B Oは凍 片∴休部 は内攣 して立ち上がる∴ 体 部外面へ ラ磨 き，内面上位 に輪 にぷい橙色 P L 23

目線部 は外 傾 して立 ち上 がる÷ 積 み痕。 普通 北壁 際床 面

婆　　 Å　 白4．21 体部か ら＝縁 部 にか けての破 片∵ 目線 部内 ・外面 ハケ ＝調整．休部 砂粒 P ‖3　　　 60％

逢 ！土 師 器十 B 如 湖 体部 は内増 して 立ち上が る㍉　頭部 外面 ・内面下位パ ケ ＝調度㍉ 褐色 P L2 3

は くの字状 に くびれ， ＝縁部 は外

反す る。

普通 北壁際床面

台 付 聾 I B （7．0 脚台部の破片 √　脚台部 はハ の字状 脚台 部外面 パ ケ 目調 整 ，内面へ ラ 砂 粒 ・長石 P ll 1　　 30％

5　　 土 師 器　 D　 9．8 に開 く。 ナデ。 にぷい橙色

普通

北東部床面

ミニチュア聾　 Å　 4 ．0 底 部か ら＝縁部 にかけての破片∵ 目線部 内 ・外 面パケ ‖調整J 体 部 砂粒 ・長石 P l15　　 ！10％

6　　 土 師 器　 B　 圭 1 平底∴体部 は内攣 気味に立 ち工が 内 ・外面指頭 に よるナ デ㍉ 明赤褐色 P L 2 3

C　　 4 ．0 り，日縁 部 は直立 するJ 普通 穫土中

第詣考健腰跡　第舶囲）

位置　調査区の中央部撃　B3g5区。

規模と平面形　長軸5．78m，短軸5．67nlの方形である。、

童軸方向　N－80－E

壁　壁高は12～36cmで，外傾して立ち上がる。．

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。北西部に粘土塊がみられる。

ピット　4か所（Pl～P4主　Pl～P4は径55cm前後の円形で，深さ55～65cmであを），各コーナーに寄った

位置で確認されている。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。

炉　中央部からやや東寄F）に位置し，長径55cm，短径38cmの楕円形で，床面をわずかに掘りくぼめた地床炉で

ある。炉床は撃　火熟を受けてわずかに赤愛している。

炉土層解説

1　暗赤褐色　焼上中ブロック・粒子少量，ローム粒子微量

貯蔵穴　南東コーナー部で確認され，径112cmの円形で言策さ54cmである。

貯蔵穴土層解説

＿1　黒　　　色　ローム粒子微量

2　異　　　色　ローム粒子少量

3　黒　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量

覆土　2層からなる、。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム中ブロック多量、ローム粒子中量．ローム小ブロック少量．焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片605点，流れ込んだ縄文土器片13点，弥生土器片3点が出土している。土師器片は，東部と南

部の覆土中層から下層にかけて多量に出土している。第初回　各　の土師器塔は　南部の床面から，それぞれ

出土している。

所農　本跡の時期はタ　出土土器から判断して中期（5世紀中葉）と考えられる。
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第44図　第25号住居跡・出土遺物実測図
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図痍番号　券種桓測値毎m） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎か鯛凋痢　ノ備　考

第tH図　　　杯　　A　H．ヰ‖縁部・体部一部欠損∴丸底こ体口縁部内・外面横ナデ√林部外面砂粒・長石　　　　Pl16　　　80％
l　　土師器　8　5．6部は内攣して立ち上がり，‖縁部ヘラ削り，内面ナデ∴ 明赤褐色　　　　　 PL封

はほぼ直立する十 普通　　　　　　　 南部床面

杯　　Å　白3．圭目線部・休部一部欠損．底部中央＝縁部外面横ナデ後，キザミ，内砂粒・雲母　　　　PH7　　　55％
土師器鵠：冒に指頭ほどのくぼみがある㍉体部面横ナデ∴体部外面へラ削り，内橙色　　　　　　　 PL封

は内攣して立ち上がり，＝縁部は薗狙いへラ磨き。 普通　　　　　　　 南部床面
ほぼ直立するこ

一紺l l　∴。、＼′‘：　．ノ′　′

位置　調査区の中央部，B2e9区。

規模と平面形　一一一辺［5．92］Illの方形と推定されるJ

童軸方向　N－240－W

／J　′　′　′一・、、．、　　′．、　　・　　ノ、ラこ　一二一　∴　　　　　　′．　が′て

・　　　、　　．／、’′′．′　一　　　／′．　・’′‘、ノ′′　）′、′　′　　　！：、、

；　　　　　　′　　・；．∵㍉一　、1　言　　　一、′　　　ノ　、・′　ノミ　　　′　・　　ノ

・　一、、′’、　　　、∴．　′　　　　　　′′　ノ　．′・、．　′　ノ　　ノ‥ノ′　一　‥　　・．　　．　　　　　　’‘′：　′．

1、　′、一′　　　′ニ／．　　　　　　ノ　ー　ー　′′・、．　∴・一／r′′、．′　′′．　　′　　　　∴　　・　′　　′′′．

ほ径60cmと∠Bcmの円形で，深さは48cmと79cmであるい．補助柱穴の可能性もある。1

ノ、　ト、　て　′　′　ノ　　ー　　′　　　　・．ハ　′．‘〕’ニ　　　′、　′　‾ノー．．　　．′　′　、ノ　ー　．ノ　ー　、　二、　　　　・

火熱を受けてわずかに赤変している。〕

炉土層解説

1　賠赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒f一・炭化粒子少量

、．　・　　ノ　　　∴中∴′　′、　′　′、′　こノ′．　∴　′∴、．′二、′′′二

貯蔵穴土層解説

1　黒　　　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒r一・炭化粒召鋸違

二3　黒　褐　色　ローム中ブロック・粒子少量

′′・　　′　ノ：　′　ノへ、　　一．　′　ノ′　・′　ノ　　～．ノ、一′　一、′一　七一／ノ．言

土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒f・・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒J’・少鼠　炭化粒J’一微量

ノ　′　′　　　′、ニ’　　！t一　／－　′　　　′、　　　　　′′　′．∴　′　・・′・・　′．・－　′．．′　′

ノ　ノ′’㌦っ．、　　い、、／’．　ノ告　－　′　∴ノ　バ　′・：、1′言、∴∴・ンノ　　．－、∴

所見　本跡の時期は言甘上土器から判断して中期（5世紀）と考えられる。

：′了、′　・∴　　！∴‘ヶ言言′′／、

図版番号 器　 種 計測値（m ） 器　 形　 の　 特　 徴 ！ ．手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　 考

第購図 高　　 林 Å　 21．2 脚部欠損∴　林部は外傾して立ち上　 目縁部外面横ナデ，内面へラナデ予 砂粒 ・長石 Pl18　　　 50％
l 土 師 器 B （7．事 がり，口縁部に至るこ　林部下位に 明赤褐色 PL24

弱い稜をもつ∴ 普通 西部覆土下層

高　　 林 B （9湖 脚部の破片∴脚部はラッパ状に開　 脚部外面へラ磨き，内面へラナデ∵ 砂粒 ・赤色粒千 P l19　　　 30％
2 土 師 器 く。 橙色 西壁際床面

普通
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第45図　第26号住居跡実測図
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窮礪図　第諸寄健腰跡出藍遺物実測属

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

∴二二＿二＿‾‾二＿＿　‾‥‾　　－‾二＿＿－　‾∴‾　二

第望謬考健贋跡（第47砂48回）

鐙置　調査区の南東部　B狛　区。

規模と平面形　長軸8．44m，短軸8．15mの隅丸方形である。

主軸方向　N－100－W

壁　壁高は22～46cmで，外傾して立ち上がる。

壁湧　壁下すべてに巡っている。上幅は～錮cm　下幅　～摘cm　深さ　～8cmで　断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦でタ　出入り持付近から中央部にかけてよ　踏み固められている。南西コーナー部に粘土の高まり

や焼土塊がみられる。

ぽッ匪　5か所（㌘且～P5）。㌘且～㌘4は径55cm前後の閏形で，深さ55～65cmであり，各コーナーに寄った

位置で確認されている。規模と配置からいずれ　主柱穴と考えられる。南壁際中央に位置するP　は径錆C孤の

円形で，深さ29cmである。位置的に出入り［二1施設に伴うピットと考えられる。

炉　中央部からやや北欝　に位置し　径腑cmの円形で　床面を8cmほど掘り　ぼめた地床炉である。炉床は，

火熱を受けて赤変している。

炉土層解説

1　暗　赤　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック少量

2　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子少量

3　黒　褐　色　ローム粒子・焼＿llf二粒子少量

ご4　褐　　　　色　ローム粒子中量

貯蔵究　南西コーナー部で確認されタ　長径132cmタ　短径温02cmの楕摘形でタ　深さは36cmである。

貯蔵穴土層解説

1　暗　褐　色　焼土粒子中鼠　ローム粒子・焼土中ブロック少量

2　暗赤褐色　ローム粒子・焼上中ブロック・焼土粒子少量

3　黒　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子少量

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　　　色　ローム粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子微量

3　黒　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量
4　黒　褐　色　ローム中ブロック・小ブロック・粒子少量

遺物　土師器片野点　土製品　点　球状士錘上　石器　点　砥石）流れ込んだ縄文土器片42息　弥生土器片

鑑査が出土している。覆土下層から床面にかけて多量の土師器片が出土している。第48図に示した土器はいず

れも土師器である。1の器台は資　東部の覆土下層から出土した破片と貯蔵穴の覆土中から出土した破片が接合

したものである。2の器台は，炉内から出土している。3の器台は言軒西部の床面から正位の状態で出土して

いる。4の台付登は学覆土中から出土している。5の台付嚢は，北東コーナー部の覆土下層から出土している。
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6～11は手控土器である。6～10は，南西コーナー部に位置する粘土の高まりの上に東西方向に等間隔にあり，

原位置を保っているものとみられる。6・10は正位の状態で，7・9は横位の状態で，8は逆位の状態で出土

している。11は南西部の床面から出土している。12の球状土錘は，北東コーナー部の床面から出土している。

13の砥石は，中央部床面から出土している。

所見　南西コーナー部の粘土の高まりの上から手捏土器が出土し，その前面に火を焚いた跡とみられる焼土が

確認されていることから，何らかの祭祀行為が行われた可能性が考えられる。本跡の時期は，出土土器から判

断して前期（4世紀後半）と考えられる。

二三

i・、：－：‾－1ノ：

〕ン／て

0　　　　　　　　　　　　5C打l

！　　；　　！

第48図　第27号住居跡出土遺物実測図

第27号住居跡出土遺物観察表

⊂＝⊃

図 版番号 券　 種 計 測値 （CⅡl） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第4 8回 器　　 台 B （6 ．9） 口 緑 部 ・脚 部 一 部 欠 損 。 脚 部 は 口緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。器 受 部 内 ・ 砂 粒 ・雲 母 P 120　　　 7 0％

土 師 器 D　 ll ．3 ラ ッパ状 に 開 き 中位 に 3 孔 が 空 け 外 面 へ ラ磨 き。脚 部 外 面 へ ラ磨 き， にぷ い橙 色 P l．2 4

1 ら れ て い る 。器 受 部 は 皿 状 を呈 し，

口縁 部 は ほ ぼ 直 立 し， 器 受 部 中 央

に単 孔 が あ る 。

内 面 ハ ．ケ 目調 整 0 内 ・外 面 赤 彩 0 普 通 東 部 覆 土 下 層
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図繍 可 器 種 桓 踊 毎 ラ　　 器 形　 の　 特　 徴　　　 手　 法　 の　 特　 徴　　 始ま の色 調 の焼成　 備　 考

第亜図　 器　 台　 8 （γ・事　 器受部1 部 欠損．脚部 はラ ッパ状　 器受部内 ・外面 ナデ∵脚部外面へ　 砂粒 ・雲 母 ・長右　 P 12 1　 5（1％

2　　 士 師 器　 D　 ‖・0　 に開 き， 中位 に 3 孔が空 け られて　 ラ磨 き，内面横 ナデ∴器受部内 ・ 明赤褐色　　　　 PL 2 4

い る∴林部 は皿状を 呈す る∴　　　 外 面，脚部外面赤彩 ∴　　　　　　 普通　　　　　　 炉内
を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ；
器　 台　 8　 バ ・6〕 器受部 欠損∵ 脚部は ラッパ状 に開　 脚部外 面へ ラ磨 き， 内面パ ケ ＝調　 砂粒 ・雲母　　　 P 122　　 7脇

3　　 士 帥 器　 0　 日十い　 き．中位 に 3 孔が空 け られている∵　整後 ，櫨ナデ∴　脚部外面赤彩 ．　 橙色　　　　　　 P L 2寸

器受部中央 に車孔 がある∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 南西 部床面

台 付 磐　 Å　 右 ・2］ 目線 部の破片∴目線部 はS 字状 で， ‖縁部 内 ・外面櫨ナナ∵体 部内 ・ 砂粒 ・雲母　　　 P 12 3　　 5 ％

寸　　 士 師 器 H　L 3 ・6う　外 反する∴　　　　　　　　　　 外面上位パ ケ ＝調整∴　　　　　　 にぷ い黄橙色　　 再土 中

普通

台 付 悪　 H　 H ・小　 ㈲台部片＋ 蜘台部はハの字状 に開　 脚台部外面ハ ケ＝調 整．内面 ナデ∴　砂粒・雲母・赤色粒子　 P l封　　 川％

う　　 士 帥 器　 H　 臣5　 き，端部 を内側 に折 り返す．　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷ い橙色　　　 北東 コーナ ー部

普通　　　　　　　 覆土下層

手捏土器　 Å 〔8・0コ　 鉢軋 平底㍉体部 は内攣気味 に立　 体部 内 ・外面 とも指頭 による粗い　 砂粒・雲母・赤色粒子　 P 127　　 85％

6　　 士 師 器　 8　 1 ・2　 ち上が り，目線部 に圭る．　　　 ナチ∴　　　　　　　　　　　　　 にぷい褐色　　　 P L 封

ぐ　 う・7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 南西 コーナー部

ァ　 驚糀 ；鰭 票漂 漂 豊㌘して立ち豊 。滴と指頭による軌も　瀞 赤色粒子藍 －ナ≡芸

手捏士器　 Å　 8・0　 鉢 彬∵　平底． 休部は外傾 して立ち　 体 部内 ・外面 とも指頭 に よる粗い　 砂粒 ・雲母 ・長右 ・ P 130　　 75％

土 師 器 鵠 ： 上が 娠 打線 部に至 るc　　 ナデ。　　　　 霊 粒子　　 宗 一ナ一部

普通

手捏土 器　 Å　 ∴ 2　 鉢 肛 平底∴休部 は外 傾 して 立ち　 体部 内 ・外面 とも指頭 による粗 い　 砂粒・雲母・赤色粒子　 P 12 6　　 90％

リ　　 土 師 器　 8　 3 ・リ　 上 が り，‖縁部 に圭る∵　　　　　 ナ デ∴　　　　　　　　　　　　 にぷ い褐色　　　 P L2 4

し　 十6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 南西 コーナー部

千捏士器　 A　 8 ・8　 鉢砿 平底 ∴休部 は外伸 して立ち　 体部内 ・外 面 とも指頭に よる粗 い　 砂粒 ・雲母　　　 P 128　　 湘％

10　　 士 師 器　 8　 十寸　 上が り，‖縁 部に圭 る∵　　　　　 ナデ十　　　　　　　　　　　　 にぷ い褐色　　　 PL 封

〝‾′‾‾C　 5の6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 南西 コーチ一部

手腔士器　 Å　 8・2　 鉢彬∵平底∴休 部は外伸 して立 ち　 体 部内 ・外面 とも指頭 による粗い　 砂粒 ・長石　　　 P 125　　 80％

＝　　 士 師 器　 8　 3・8　 上が り， 目線 部に圭る．　　　　 ナデ．　　　　　　　　　　　 にぷい赤褐色　　 P L 封

し　 寸・8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 南西 部床面

図版鮒 種　 別 ！　 計　　 測　　 堅 ＿ 」 栂……

ち　　　　　 径　 km） 長さkmラ　孔径行m） 重量玩） 出土地川、　　 備　　　　　 考
第鵬叫 球状 士 錘i＋ m 0日　　 eァ 33を8 i北東コ細ナ欄 薗 膠　　　　　　　　　　 軋鋼

図版番号
種　 別 長さkm計恒 m）；摩さ議 量施）巨　 質 出土地点　 備　 考

第亜図13 砥　　 石　 2285 i 802 3可　 §馴 砂　　 岩　 軸 部 面　 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿望　　　　　　　 ㌘監視

・・　　　－　　′：∴　　′

位置　調査区の中央部，A3i3区、－、

重複関係　北部を第2号土坑に掘i）込まれている。

・∴　一　　　丁　　　　・′′・　　　　　′　　′り　言　、ノ′

主軸方向　N－60－W

壁　壁高は23～56cmで，外傾して立ち上がる。

一′　・∴、・　′、′／．′　、　ふ7ノ、し言′Ji　こ　、／　　か　′二の′．、了仁王㍉五／：　：∴1－、〉ミ∴　：・・・：・

8cm，深さ5・～8cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦である。

、＿　）ノノ、′′・　　′′　　ノ、′＿　予㍉‘、∴、・づろ；、（ノノ　工　右上′‥、・一、、、、一、′′了ノ　／し　　／、lt1ノ「′．

′‾′′・＼、：′r′′′ユく　‾　′二．．、十　一1　′′．・′　言　　′　′、　う′ご・・ノ′、ノ　　・′‾　′　　　一二　　1・く　　′′．
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第49図　第23号住居跡実測図

円形で，深さ60cmである。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

炉　中央部からやや北寄りに位置し，長径46cm，短径35cmの楕円形で，床面を7C皿ほど掘りくぼめた地床炉で

ある。炉床は，火熟を受けて赤変している。

炉土層解説

1暗赤褐色　ローム粒子中量，焼土小ブロック・粒子少量，炭化粒子微量
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貯蔵究　南東コーナー部で確認され，長径80C恥　短径67cmの楕円形で，深さは44cmである。

貯蔵穴土層解説

1　黒　　　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量

3　褐　　　色　ローム粒子多量

尊皇　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片102点，流れ込んだ縄文土器片90点が出土している。

所凰　遺物が細片で図示できないため時期は限定できないが，遺構の形態や土師器の様相から判断して前期～

中期と考えられる。

第3の号住居跡（第50e51図）

位置　調査区の南東部，C3d9区。

第5の因　第3の号住居跡出立遺物実測図

－71－
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重複関係　中央部を第15号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸5。12m浮　短軸4。94mの方形である。

長軸方向　N－120－W

壁　壁高は23～35cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。北西部と南東部の床面から炭化材小片が内側に向かって出土している。

貯蔵飛　南東コーナー部で確認され，長車由75cm，短軸65cmの隅丸長方形で，沫さば33cmである。

貯蔵穴土層解説

1　黒　褐　色　炭化粒子。粘土粒子少量

2　灰　白　色　粘l二粒子多鼠　粘土中ブロック・小プロ、ソク中量．炭化粒子少量

3　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量

尊皇　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒f一少量，焼土二粒千・炭化材・炭化粒子微量

遺物　土師器片邦点　流れ込んだ縄文土器片　点が出土している。第51回に示した土器はいずれも土師器で

ある。1の埠は南東部の床面から，2の輝は北東部の覆土中層から，それぞれ逆位の状態で出土している。3

の高塚は南東コーナー部の覆土中層から，4の高塚は西部の覆土上層から出土している。5の紺はタ　南東部の

床面から横位の状態で出土している。6の嚢はタ　北部の覆土中層から出土している。7の8の嚢はタ　ともに貯

蔵穴の覆土中層から土庄でつぶれた状態でともに出土している。

所風　炉やピットは確認できなかった。床面から炭化材が出土しており，焼失家屋と考えられる。時期はタ　出

土土器から判断して中期（5世紀中葉）と考えられる。

第30号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第51図 杯 A　 14 ．7 目線 部一部欠損。底 部に指頭ほ ど 日経 部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長 石 P 13 1　　　 98％

1 土 師 器 B　　 6 ．8 の くぼみがあ る。体 部は内攣 して 中位 か ら下位 にかけてへ ラ削 り， 明赤褐色 P L 25

e　　 3 ．5 立 ち上が り，目線部 は外 反する。 内面へ ラ磨 き。 普通 南東部床 面

2

林 Å　 12 ．6 体部 一部欠損。丸底。体 部は内攣 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒・雲廿 赤色粒子 P 13 2　　　 95％

土 師 器 B　　 5 ．1 して立ち上が り， 目線 部はほぼ直 下位 へ ラ削 り， 内面 へラ磨 き。 にぷい黄橙色 P L 25

立す る。 普通 北東部 覆土中層

3

高　　 林 Å　 白5 ．4］ 脚部 か ら塔部にか けての破 片。 脚 ＝縁 部内 ・外面横 ナデ√　杯部内 ・ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 13 3　　　 40％

土 師 器 8　 10．3 部 はラ ッパ状に開 く。杯部 は外 傾 外面 へラ磨 き予脚部外面へ ラナデ， にぷい黄橙色 P L 2 5

D　 白0 ．9］ して立 ち上が り， 目線部 に至 る。

埠部下位 に弱い稜 をもつ。

内面 に指頭庄痕。 普通 南東 コーナー部

覆土 中層

4

高　　 林 A　 1 8．4 埠部 の破 片。杯部は外傾 して立 ち ＝縁 部内 ・外面横 ナデ∵杯 部内 ・ 砂 粒 ・赤色粒子 P 13 4　　　 40％

土 師 器 B （6．3） 上が り， 日経 部に至 る。埠部下位 外面パ ケ 自調整後， ナデ。 橙 色 PL 2 5

に稜 をもつ 。 普通 西部覆土上層

5

柑 Å　 12．0 ＝縁部一部 欠損∴底部 中央 に指頭 口縁部 内 ・外面へ ラ磨 きご体 部外 砂 粒 ・長石 ・礫 P 13 5　　　 95％

土 師 器 B　 1 4．5 ほ どの くぼみがある。体部 は球状 面へ ラ削 り，内面ナ デ。体 部内面 明赤褐色 PL 2 5

C　　 3．2 を里 し， 中位 に最大径 をもつ。 ロ

緑部 は外傾 して立ち上が る。

上位 に輪積 み痕。 普 通 南東部床面

6

聾 A　 1 6．2 目線部 e体部 一部欠損。平底。体 目線部 内 ・外 面横ナ デ。体部外面 砂 粒 P 136　　　 60％

土 師 器 B　 2 3．8 部は内攣 して立ち上が り， 中位 に 中位か ら下位 にかけてへ ラ削 り， にぷい黄橙 色 PL 2 5

C　　 5．3 最大径 をもつ。目線部 は外 反する。 内面へ ラナデ。 普通 北部覆土 中層

7

聾 A ［20 ．7］ 日録 部 ・体部 一部欠損。突出 した ロ緑部 内面 へラナデ。頚部へ ラ削 砂粒・長石・赤色粒子 P 1 37　　　 65％

土 師 器 B　 33 ．3 平底。体 部は内攣 して立 ち上が り， り。体部外 面上位へ ラナ デ の中位 橙色 P L 2 5

C　　 告8 中位に最大径 を もつ。日録部 は外

傾す る。

ヘ ラ磨 き，内面へ ラナデ。 普通 貯蔵穴内
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第51図 斐 A ［16 ．1］ 口緑 部 ・体部一部 欠損 。平底。体 口縁部内 ・外 面横 ナデ。体部外面 砂粒・長石・赤色粒子 P 138　　　 60％

8 土 師 器 B　 30 ．9 部 は内攣 して立 ち上が り，中位に ヘラ削 り後 ，ヘ ラ磨 き，内面ナデ。 にぷい橙色 P L 25

C　　 6 ．8 最大径 を もつ。口緑部は外傾す る。 普通 貯 蔵穴内

第31号住居跡（第52・53図）

位置　調査区の南部，C3d3区。

規模と平面形　長軸5．22m，短軸［4．87］mの方形と推定される。

第52図　第31号住居跡実測図
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主軸方向　N－13。－W

壁　東壁は削平されており，残存しない。壁高は7～35cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，出入り口付近から中央部にかけてよく踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径55～70cm前後の円形で，深さ63～85cmであり，各コーナーに寄っ

た位置で確認されている。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。南壁際の中央に位置するP5は径30

clnの円形で，深さ38cmである。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

炉　中央部からやや北寄りに位置し，長径85C皿，短径40cmの瓢箪形で，床面を7C皿ほど掘りくぼめた地床炉で

ある。炉床は，火熱を受けてわずかに赤変している。

炉土眉解説

1　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

2　黒　褐　色　炭化粒子中量，焼土粒子少量

3　赤　　　色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量，焼土大ブロック少量

4　暗　赤　色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

貯蔵穴　南東コーナー部で確認され，径82cmの円形で，深さは17cmである。

貯蔵穴土眉解説
1　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量・焼土小ブロック・焼土粒子少量

3　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
2　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子微量

4　黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量

遺物　土師器片146点，流れ込んだ縄文土器片1点が出土している。第53図1の土師器嚢は，北壁際の覆土下

層から出土した破片と西部の覆土下層から出土した破片が接合したものである。2の土師器台付嚢の口緑部破

片は，覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して前期（4世紀後半）と考えられる。

第53図　第31号住居跡出土遺物実測図
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第別号佳屠跡出土遺物観察表
図版番可 器 種 計測値km）　　　 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第53国　　　 賓
†　　 土 師　器

豊 ［轟 憲 窯 憑 警

C　　6．ヰ

＝縁部外面パケ口調磐後，横ナデ，

！謂 慧孟詣 欝 警 横方向のハ

砂粒 ・雲母 ・長石
にぷい橙色
普通

P139　　　 50％
北壁際覆土下層

2 伊 Å　白十着　 体部上位から＝縁部にかけての破
B　吊 ．お　 片√休部上位は内傾する㌔　目線部

＝縁部内 ・外面横ナデ㌔休部外面 砂粒・長石 Pl∴10　　　 5 ％
上位斜め方向の′、ケ＝調整，内面
上位パケ‖調事後，ナデ√

にぷい橙色
普通

覆土申
はS 字状口縁で，外反する．

∴㌻二二′∴．宣　ニ・・ズ′

位置　調査区の南部，C3f2区。

規模と平面形　長軸4．57ITl，短軸4．26Iuの方形である。

長軸方向　N－570－E

壁　壁高は8～27cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平出で，出入り「1付近から中央部にかけてよく踏み固められている。、

ピット　＿1か所．1南西壁際に位置するPlは径30cmの円形で，深さ33cmである。位置的に出入り口施設に伴う

ピットと考えられる。

貯蔵穴　南コーナー部で確認され。径75cmの円形で。深さは20cmである。

貯蔵穴土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒J’一少量，炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量

覆土　3層からなる。〕レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。，

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

こう　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　土師器35点が出土している。第54図1の土師器鉢は，中央部の覆土下層から出土している。2の土師器

器台は，中央部の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，r一旧二上器から判断して前期（4世紀後半）と考えられるこ、

第32号住居跡出土遺物観察表

図版番号！器 種 計測値k m）　　　 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴　 極 か 色調 0焼成 備　　 考

第54回 鉢 Å　 21．0　 日縁部 ・休部一部欠損ご　平底ご体 ＝縁部内 ・外面横ナデご体部外面　 砂粒 ・長石 P 141　　　 85％

温 土 師 器 B　 12．5 部は内増 して立ち上が り，＝縁部 上位へラ磨き ・下位へラナデ，内　 橙色 P L 25
C　 右0　 は外傾する√ 面ナデ．　　　　　　　　　　　　　 普通 中央部覆十下層

2

器　　 台 B　用 ．申　 脚部から器受部にかけての破片∴ 器受部外面ナデ，内面棉ナデご脚　 砂粒 ・長石 P 142　　　 30％
土 師　器 脚部はラッパ状に開く∴器受部は 部外面へラ削 り，内面に指頭圧痕㍉　にぷい橙色 中央部韓土下層

血状を里する。 普通

－76－
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第遜選考健贋跡（第55056回）

位置　調査区南部，C3h3区。

重複関係　本跡は，第34号住居跡の北西部と第35号住居跡の南東部を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸4．40m，短軸4．32Illの方形である。

主軸方向　N－160－W

壁　壁高は12～26cmで，外傾して立ち上がる。

一一77－－
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第55図　第33号住居跡実測図
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床　ほぼ平坦で，出入り口付近から中央部にかけてよく踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径33－40cm前後の円形で，深さ45～58cmであり，各コーナーに寄っ

た位置で確認されている。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。南壁際の中央に位置するP5は径40

cmの円形で，深さ18cmである。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

炉　中央部からやや西寄りに位置し，長径48cm，短径40cmの楕円形で，床面をわずかに掘りくぼめた地床炉で

ある。炉床は，火熱を受けて赤変している。炉石が，炉の長軸に直交するように北側に据えられ，上面は火熱

を受け一部煤が付着している。

－78－



炉土層解説

1にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子少量

貯蔵穴　南東コーナー部で確認され，長径63cm，短径53C皿の楕円形で，深さは30cmである。

貯蔵穴土層解説

1　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

2　明　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量
2　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小プロッタ微量

3　黒　褐　色　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・粒子微量
4　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子微量

遺物　土師器片92点，石器1点（炉石）が出土している。第56図1の土師器嚢は，炉内と南西部の覆土上層か

ら出土した破片が接合したものである。2の土師器台付嚢は，南西コーナー部の覆土下層から土庄でつぶれた

〔二二＝フ
第56図　第33号住居跡出土遺物実測図
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状態で出土している．。3は炉石で，出土状況は信己のとおl）である。

所見　本跡の時期は，出」＿二遺物から判断して前期（4世紀後半）と考えられる。

．二　∴　　　　ノ、　′　ノ㌔言、ノ

摘 番可 器 穫 計測値（Cの 器 形　 の　 特 徴 i く手 法　 の 特 徴 ！胎土の色調 0焼成 備　　 考

第56図　　　 聾 A　 15．0 体部・底部一部欠損㍉平底㍉体部　 口縁部内・外面パケ＝調整√体部　 砂粒・雲母・赤色粒子 PlJI3　　　 50％

土 師 器 B　 14．9 は内攣して立ち上がり，目線部は　 外面上位パケ臼調整，下位へラ削　 明赤褐色 PL25

且 C　　 5．5 外傾する∴　　　　　　　　　　　　 り㍉　内面ナデ√休部外面上位に輪　 普通 炉内

積み東予

台 付 聾 Å　 16．3 体部・脚台部一部欠損㍉　脚台部は　 ＝縁部内・外面横ナデ√体部外面　 砂粒・雲母・長石・ Pl44　　　 70％

土 師　器 B　 32．6 ハの字状に聞き，端部を内側に折　 パケ口調磐後，上位から中位はへ　 赤色粒千 PL26

2 D　　 9．8 り返すJ 休部は内増して立ち上が ラ削り，内面ナデご　脚台部外面上　 にぷい黄橙色 南西コーナー部

り，上位に最大径をもつ．口縁部　 位パケ臼調整，内面横ナデ。　　　 普通

はS字状で，外傾する√

覆土下層

榔 種　 別i長さ。。m葦幅。。n）；摩柚議 量施）着　 中 土地点　 備　 考

細射幸芦＋ ・可＋紐欄 1ま可＋ 裾日　 日鵬 安山岩　炉内　　 棒鋼　　　　　　 ㌘監郡

∴，一　‾　∵∴　∴∴　ら弐つ

第野図　第鍼常住腰静実測図
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位置　調査区の南部、C3114区．、・、

重複関係　西部を第3お出日射こ据i）込まれている。

‾、ノJ　　　　　ノー、、、・．′′　二′、．、・′′　上ノ1－′一　′‘　∴・・　′、′　　　　　　　　′　＿、・吾　　∴

推定される．

長軸方向　N－380－W

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

了′　　　′・　ニ　　　　　　　　：′、　－　′ノ：‥・・∴一　∴、＼．　穴、言、′‥　′ご一一　′・：′

‾′、一、二’∵′、、′・＼、て．、′、、、．　　′　′ノ、、て；．＿：　、　∴く′ノ′　ノこ　、‾．、、日、・、・　一、ノ′一・、辛：　′ノ、

；、　六、．、二、立．　′・一　　ノ＼　　－　・　′′、ノ　′　一　ノ二／．．′′．一．

／＼㌧ノ　ー　　　昌ノ．く　　ハ′ノー∴　‥′J一．、一‥′＼′′、∴　　　′一；ノ‡、・．　′‥∴．∴　′てユ　ノ′）、ノ

′了、、、　　　′．　　ノ′．、一　　丁′．．　　′

窮義考健腰静　第識園）

位置　調査区の南部，C3111区し、，

∴二‘1．、　．　‘′・・′　‥　　　′　　　　′．′、、二十、、′　′′．

∴　′‾’　　　、　、）　　，　、ユ　　・ソ　ノ　言、′：／

童軸方向　N－310－W

壁　壁高は7・～18cmで，外傾して立ち上がる。

．、∴／つ、　＼十㍉∴′．′　∴′、、　　　′一　㌧レ・．イ：ニ　ノ∴ノ、′′　　く　′∴∴、ノ′）・J　、、子

一一　ン　　　′′′　　　　　一｝　　　　　′、、、′一㍉′・、′′∴　　′′二ご′、′上　六’′　♪＼‘．′！、・・′ノ）′　ンく　　　′　、．ノ．

・、　、、‾、‘㍉′‘′、　て　．．∴、′　′．、ノ！′．・′、ノ　′．．、・六ノノ．・′’．　‾、＿．・、、ご′　′′′、′　一　∴ミ′、）こ：ら

′三　　∵　‾　′ノ′　い′．ら　′7、′－∴　　ノ、ノ．′　′ニ　′’ノ、′　ノ　ノ・ノ∴′　㌧ご∴ら

ノ、、㌦’′ノて一′′　日　へ‘　′′　　′　、′い∴′＿，了ノ、、，′　ソニ′、　膏、t　ノ、．′∴二二′ら‾′′、㌻　′・いく弓c′ノ／．＿．．t．ハ潟

である。炉床は，火熱を受けてわずかに赤変している。

炉土屑解説

1　暗赤褐色　焼上′J、ブロック・粒子少量

2　黒　褐　色　焼士粒子少量，ローム粒子微量

－　　　ノ′t‥1′　∴1　ノ　ノノ、・了‥、　、．一　．ブ　ノ　　ニ・′こ　′′′－、′・∴、′ノ′（．

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒J’・・砂粒少鼠　炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒千・秒粒少量．炭化粒子微量

′′ノノ　　ー　′′・㍉　／・、　　′、、ノ’．　′、ンさ、く・吊　－、ノ．、′／そ。・∴　　ソ、耳のjノー、吉み、ら：こ　し了、′、る

ノ　／l＼了′二．・∵　　　h　′／‘、′、、′・、－∴／、∴・′：　1㌔∵　　ノ／ご′ノノ・くユ　ニ′言∴守′H．ノ′つノノ、。日日㍉、

ることから，それよりは古い。

第35号住居跡出土遺物観察豪

図版番号 器　 種 計測酌 m）i 器 形　 の　 特　 徴
手　 法　 の　 特　 徴 胎か 鯛 凋 叫　 ノ解　 考

第58図 台 ‡付 棄 Å　白5．0］ 休部から口縁部にかけての破片． 口縁部内 ・外面横ナデJ 休部外面 砂粒 ・雲母 ・長石　 P 145　　　 5％
i 土 師　器 B　「 ．酎　 休部上位は内傾する十　日縁部はS 上位パケ口調磐，内面へラナデ√ にぷい黄橙色 P L 26

字状で，外傾する． 普通　　　　　　　 中央部床面
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第58図　第35号住居跡・出土遺物実測図
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第36号住居跡（第59図）

位置　調査区の南部，C2h9区。

規模と平面形　一辺4．15mほどの方形である。

主軸方向　N－450－E

壁　壁高は22～36C皿で，外傾して立ち上がる。

床　ばば平坦で，全体的によく踏み固められている。全面に多量の炭化材が内側に向かって傾斜した状態でみ

られる。

炉　北東部に位置し，長径55cm，短径45cmの楕円形で，床面を4C皿ほど掘りくぼめた地床炉である。炉床は，

火熱を受けている。

炉土層解説

1　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック微量

2　暗赤褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

－82－



貯蔵穴　東コーナー部で確認され，長径80cm，短径70cmの楕円形で，深さ27cmである。

貯蔵穴土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック中量，炭化粒子少量，ローム粒子・炭化物微量

2　黒　褐　色　ローム小プロッタ・ローム粒子・炭化粒子少量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量，炭化物微量

腺．
第59図　第36号住居跡・出土遺物実測図
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′．′　′∴．　′・ノンノ・ノ、’　′：、、′′、　′　′′、　　ノ、′　　′、　÷　　二．′．ら

土層解説

‾1　黒　褐　色　ローム粒J’・・炭化物・炭化粒J’一・砂粒少鼠、ローム小プロ、ソク・焼巨拉了一微量

2　黒　褐　色　ローム粒j’一・炭化物・炭化粒1㌔・砂粒少量

：う　暗　褐　色　ローム小プロ・ソク中量．ローム粒J’・・砂粒少軋　ローム申ブロック・焼上粒J㌧・炭化物・炭化粒自微量

・l　暗　褐　色　ローム小ブロック中＿；－L　ローム粒J’・・炭化物・炭化粒J’・少量．焼巨粒子微量

5　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒j’一・焼上粒j′・・炭化粒J’・少量．ローム中プロ、ソク・砂粒微；1i：

ノ　　′、　　　　　、′、　　　　ノ　　　　　　　　‘　　　．、′　　ノ　　　　　　．∴　　　′　　　　　ノ　．、、こノン．

／′′　－．　′／′　　　　　　　　　　　て′　　　　　′　　∴日、二　′′　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾　′　　　　　　′

′′、．　　＿、・・・　、（′．、　　　　　　ノ．ノー　′・二　　　　　　　　　　′　′．・・　　　　　　、′

、′、　．、　′　・・　・′て　　　　　　．ノ1、．、・′．’．！′　　′　　、　　　　　　　′　　　　　ノ　　′

紀中葉）と考えられる、、

．∴　　　　　子　　　　　ら　ノ　く・こ

図版番号　 器 種 桓 測値毎ラ　　 器 形　 の　 特 徴　　　 手　 法　 の　 特　 徴 始まの色調e焼成i 彿　 考

第訓図　　 杯　　 Å 13．2　 日縁部一部欠損．丸底∵休部は両　 日縁部内・外面横ナヂ∴休部外面 I砂粒・雲母・石英・Pl瀬　　　 川）％
士帥 器　 8　 上り　 轡気味に立ち上がり†目線部ほほ　 へラ削り，内面へラ磨き㍉ 白色粒子　　　　　 PL20

1　　　　　　　　　　　　　 ぼ直立する∵ 明褐色　　　　　　 北壁際覆土中層

普通

林　　 Å 15．0　底部から‖縁部にかけての破片∵　 ‖縁部内・外面櫨ナデ∴休部外面 砂粒・雲母・長石　 Pl17　　　 30％
土 師器 鵠 ：溌 警豊富；譜 欝 豊 諸 宗雷　 へラ削娠 内面へラ磨 0 橙色　　　　　　　 北部楷十中層

普通
‖縁部はわずかに外反する∴

i　　　　　　　　 i
林　　 B　L 3．5）底部から体部にかけての破片∴丸　 体部外面へラ削り，内面へラ磨き∴

i
I砂粒・雲母　　　　 Pl粛　　　 30％

3　　 十 帥器　　　　　　　 底㍉休部は内轡して立ち十がる∵ にぷい褐色　　　　 貯蔵穴将士下層
普通

高　　 林　 8 （．封　 脚部片予　脚部はエンタシス状を呈　 脚部内・外面へラ削年 砂粒・雲母・長石　 Pl∴拍　　 10％
寸　　 土 師 器　　　　　　　 する． にぷい橙色　　　　 中央部将士十層

普通

ミニチュア臨　 A　 5．2　 脚部一部欠損．脚部はハの字状に　林部外面へラナデ，内面指頭によ 砂粒・雲母　　　　 P150　　　 80％
5　　 十 師 器1 1う（LL事　 聞く∵林部は皿状を呈する∴　　　 るナデ∴　脚部内・外面指頭による 橙色　　　　　　　　 PL26

魔いナデ。 普通　　　　　　　 北コーナー部床面

、　　　　　　　∴′　‥　′

位置　調査区の南部，C2d8区ぐ

重複関係　南部を第39号住居に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸・4．1＿4111，短軸（．3．42）Illで長方形と推定される。、

童軸方向　N－170－W

壁　壁高は4～8cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であるご　中央部に粘土塊がみられる。

ノ∴二′．、、′てノ’‘．　一、・．′．、÷二ノ′：．′て′）こ　′！′．′二　　一、′一′ニ′　｝　　∴／∴、L′ノ・′　′　．ノ

る．炉床は，火熱を受けてわずかに赤変している。

炉土層解説

1　暗赤褐色　ローム粒J’一・焼上′j、ブロック・焼＝粒r少量

2　黒　褐　色　ローム粒子少鼠　焼士粒J二微量

覆土　5層からなる。ブロック状に堆積していることから，人為堆積と考えられる．。
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第60図　第38・39号住居跡実測図
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土屑解説

1　黒　　　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子微量
3　黒　褐　色　ローム中ブロックt小ブロック・粒子少量

4　黒　褐　色　ローム中ブロック・粒子少量

5　黒　褐　色　ローム粒子少量

遺物　土師器片13点が出土している。

新風　遺物が機片で図示で　ないため時期を限定で　ないが　住居跡の形態から古墳時代と考えられる。第39

号住居に掘り込まれていることから，それよを）は古い。

第調号健腰跡　第腑砂飢囲）

位置　調査区の南部，C2e8区。

重複関係　本跡が，第38号住居跡の南部，第41号住居跡の北部を掘り込んでいる。本跡の中央部が第2号溝に

掘り込まれている。

規模と平面形　－lll一一ム辺4．80mの方形である。

主軸方向　N－620－E

壁　壁高は29～・38cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，全体的によく踏み固められている。

ぽッ睦　　か所津　～㌘扇。P　～㌘　は径購cm前後の閏形で　深さ寝～閥cm前後であ娠　各コーナーに寄っ

た位置で確認されている。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。南西壁寄りに位置するP5は径23cm

の円形で，深さ25cmである。位置的に出入り［＿］施設に伴うピットと考えられる。

炉　東部に位置し　長径6駄m　短径壷cmの楕円形で　床面を射mほど掘り　ぼめた地床炉である。炉床は，火

熱を受けてわずかに赤愛している。

炉土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロック少量，焼土粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼士粒子微量

貯蔵穴　2基確認された。貯蔵穴1は，南コーナー部で確認され，長径105cm，短径83cmの楕円形で言采さは

51cmである。貯蔵穴2は，南東部で確認され，径70cmの円形で，深さは46cmである。

貯蔵穴1土層解説

1　黒　褐　色　焼土中ブロック少量
2　暗　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・粒子少量

3　褐　　　色　ローム小ブロック・粒子中量

貯蔵穴2土屑解説
1　黒　褐　色　ローム粒子少量
2　黒　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・小ブロック・粒子少量

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土屑解説

1　異　　　色　ローム粒了・微量

2　黒　褐　色　ローム粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　土師器片393点，流れ込んだ縄文土器片4点が出土している。第61回に示した土器はいずれも土師器で

ある。1の杯は，貯蔵穴1の覆土中層から斜位の状態で出土している。2・3の椀は，貯蔵穴2の覆土中層か

ら，ともに斜位の状態で出土している。4の高杯，5の聾は，貯蔵穴1の覆土中層から，ともに横位の状態で

出土している。6のミニチュア土器嚢は，西部の覆土中層から出土している。
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第馴図　第調考健腰静出藍遺物実測図

第39号住居跡出土遺物観察衷

図版番号 器　 種 計測値（em） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第61図 杯 A　 12 ．8
！
日経 部一部欠損。平底。 体部は内 目線部 内 ・外 面横 ナデい休部外面 砂粒 ・雲母 P 15 3　　　 9 8％

1 土 師　 器 B　　 5 ．0 攣 気味に立ち上が り， ＝縁 部は外 下位へ ラ削 り，内面へ ラ磨 き。 橙色 P L 2 6
C　　 3 ．2 傾 する。 普通 貯 蔵穴 1 覆土 中

層

椀 Å　 10 ．0 完彬∴底 部に指頭ほ どの くぼみが ＝縁 部内 ・外面横 ナデJ 体部外面 砂粒 ・雲母 ・長 石 P 1 54　　 100％

2
士 師　 器 B　　 5．5

C　　 3．2

あ る。休部 は内攣 して立ち上が り， 下位 へ ラ削 り， 内面へ ラナデ㍉ にぷい橙色

普通
P L 26
貯蔵 穴 2 覆土中

層

＝縁部 はほぼ直立する㍉

椀 Å　 13．2 ロ緑部一部欠損。 平底。体部 は内 目線部 内 ・外面横ナデこ休 部外面 砂粒・雲母・白色粒子 P 15 5　　　 95％

3
土 師　 器 B　　 5．6

C　　 5．0

攣気味 に立 ち上が り，＝縁部 は外 下位へ ラ削 り，内面へ ラナデ後，

ヘ ラ磨 き．

橙色

普通
P L 2 6
貯蔵穴 2 覆土中

：十

傾する．

高　　 林 Å　 17 ．0 林 部片。杯部 は外傾 して立ち上が 日緑部内 ・外 面横 ナデ。林部外 面 砂粒 ・長石 P 15 6　　　 4 5％

4
土 師 器 B （5 ．9） り日縁 部に至 る千　林部外 面下位に 下位へ ラ削 り，内面へ ラ磨 き． 明赤褐色 PL 2 6

稜 を もつ． 普通 貯蔵穴 1 の覆土

中層

聾 Å　 15．2 ＝縁部一部 欠損㍉　平底こ休 部は内 目線 部外面横 ナデ，内面へ ラナデJ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 1 57　　　 98％
土 師　 器 8　 2 6．9 攣 して立 ち上 が り，中位 に最大 径 休 部外面中位へ ラナデ，下位へ ラ 明赤褐色 P L 26

5 C　　 6．6 をもつこ　口緑 部は外傾 して立 ち上 削 り予内面 上位 ・下位に輪積 み痕 J 普通 休 部外 面に煤付

が り，端部 は外 反する∵ 着　 貯 蔵穴 1 の

覆土 中層

6

ミニチュア賓 B （6．6） 日綾 部 0 体部一 部欠損 。平底。体 ＝縁部 内 ・外面横ナデ√休 部外面 砂 粒 ・雲母 ・長石 P 15 8　　　 75％
土 師 器 C　　 4 ．0 部は内攣 して 立ち上 が り，＝縁部

は外 傾する。

ヘ ラ削 り，内面ナデ÷ 明赤褐 色

普通

西部 の再 土中層
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第41号住居跡（第62・63図）

位置　調査区の南部，C2f9区。

重複関係　北西部を第39号住居に，東部を第42号住居に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸［6．20］m，短軸［5．67］mの長方形と推定される。

主軸方向　N－26。－W

壁　壁高は15～19cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，東部がよく踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は径48～80cmの円形で，深さ78～92cmであり，各コーナーに寄った

位置で確認されている。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。

第62図　第41号住居跡実測図
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炉　中央部からやや北西寄りに位置し・径50cmの円形で，床面をわずかに掘りくぼめた地床炉である。炉床は，

火熟を受けてわずかに赤変している。

炉土眉解説

1暗赤褐色　ローム粒子・焼土小ブロック少量，焼土粒子微量

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土屑解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量

2　褐　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・小ブロック少量
3　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量

4　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片136点が出土している。第63図1の土師器鉢と2の土師器嚢は，南部の覆土下層から出土して

いる。3の土師器小形台付嚢は，西部の覆土下層から土庄でつぶれた状態で出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して前期（4世紀後半）と考えられる。

第63図　第41号住居跡出土遺物実測図

第41号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

l　　＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第63園鉢A　12．2口綾部一部欠損。平底。体部は内口緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・長石 P159　　　90％
1 土師器B　　8．4攣気味に立ち上がり，口緑部は外ヘラ削り，内面ナデ。 にぷい橙色 PL26

C　　3．6傾する。 普通 南部覆土下層

2

尭A［11．6］口緑部・体郎一部欠損。平底。体口緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母 P160　　　70％
土師器B　lO．1部は内野して立ち上がり，頚部で上位パケ日調整，内面へラ磨き。橙色 PL26

C　　4．6くびれ，口緑部は外傾する。体部内面上位に輸積み痕。 普通 南部覆土下層

3

小形台付襲A　　8．4口緑部・体部一部欠損。脚台部は口緑部内・外面横ナデ。体部外面砂粒・雲母・長石P161　　　80％
土師器B　12．2ハの字状に開き，端部を内側に祈パケ日調整，内面ナデ。内面上位・にぷい橙色 PL27

D　　5．2り返す。体部は内野して立ち上が

り，口綾部は外傾する。

下位に輪積み痕。 普通 西部覆土下層

第42号住居跡（第64・65図）

位置　調査区の南部，C2fO区。

重複関係　本跡が，第41号住居跡の東コーナー部と第43号住居跡の南部を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸5．76m，短軸5．64mの方形である。

主軸方向　N－370－W

壁　壁高は12～22C皿で，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，出入り口付近から竃前面にかけてよく踏み固められている。

竜　北壁中央部を壁外に35cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで130

－89－



C恥　両袖部幅135cmである。火床部は，床面をわずかに掘りくぼめており，火熱を受けて赤変している。煙道

は火床面から外傾して立ち上がる。

壌土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

2　黒　褐　色　焼土中プロ、ソク少量．ローム粒千・焼土粒子微量

3　暗赤褐色　焼上中プロ・ソク・粒子少量，ローム粒子微量

・‥1　暗赤褐色　ローム粒子・廃土粒子中量．焼土中ブロック少量

5　褐　　　色　ローム粒子中量．焼土粒子少量

6　黒　褐　色　焼土中ブロック・小ブロック・粒子少量

7　褐　　　色　ローム粒子・焼土中プロ・ソク・焼土粒子少量

8　暗赤褐色　焼上粒子中鼠　焼I二中ブロック・小プロ、ソク少量

9　褐　　　色　焼上中ブロック・粒子中量．ローム粒f・・焼土中

ブロック少量

10　黒　褐　色　焼土中ブロック・粒子少量

ぽッ距　　か所　津　～P5）。P且～㌘後は径36～40cmの閏形でタ　深さ3温～6且cmでありタ　各コーナーに寄った

位置で確認されている。規模と配置からいずれも主柱穴と考えられる。南東壁寄りに位置するP5は径30cmの

円形で，深さ18cmである。位置的に出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　東コーナー部で確認され，長軸80C恥　短軸55cmの長方形で，深さは41cmである。

貯蔵穴土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　　　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼士粒子・炭化柑微量

3　黒　褐　色　ローム小プロ、ソク・粒子一少量

遺物　土師器片242点，土製品14点（土錘主　石製品2点（紡錘車上　石器1点（支脚）が出土している。第64・・

65図に示した土器はいずれも土師器である。1の杯は竃東袖脇の床面から，2の杯は東コーナー部の床面から

出土している。3の杯は，西部の覆土下層から出土している。4の杯は，南西壁際の床面から出土している。

5の高杯は，西コーナー部の覆土中層から出土している。6の直口壷は，竃の東袖前面の床面から出土してい

る。7の甑は，酉部の床面から土庄でつぶれた状態でrl上土している。8～21は士錘である。8は，北部の覆土

下層から出土している。9・10は，南壁際の床面から出土している。11～15は，南西壁際の床面から出土して

いる。16～18は∴西部の床面から出土している。19は，竃内から出土している。20・21は覆土中から出土して

いる。22・23の紡錘車は，西部の床面から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して後期（6世紀中葉）と考えられる。

第職者住居跡出土遺物観察麦

図版番号 器　 種 計測値（C皿） 音　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第64図 杯 A　 12．2 日縁部一 部欠損。丸底。体 部は内 日縁 部内 ・外面へ ラ磨 き。体部外 砂粒 ・雲母 P 162　　　 99％

1 土 師 器 B　　 8．4 攣気味立 ち上が り，目線部 との境 面 へラ削 り，内面 へラ磨 き。 明赤褐色 P L 27
に稜 をもつ J 口縁部は外反す るJ 普通 竃東袖脇床 面

2

杯 A　 13．5 休部一部欠損ご 丸底J 休部 は内攣 ＝縁 部内 ・外面へ ラ磨 き√ 体部外 砂粒 ・雲母 P 163　　　 97％

土 師 器 B　　 4I．6 気味 に立 ち上が り，＝縁部 との境 面へ ラ削 り，内面へ ラ磨 きナ 明赤褐色 PL 27

に稜 をもつ。 日録 部は外反す る。 普通 東コーナー部床面

3

杯 A　 12 ．4 目線 部一部欠損。丸底 。体部は内 口縁部外 南棟 ナデ，内面へ ラ磨 き。 砂粒・雲母・長石・石英 P 164　　　 97％

土 師 器 B　　 5 ．5 攣気 味に立 ち上が り，口緑部は外 休部外面 へラ削 り，内面へ ラ磨 き． にぷ い黄橙 色 PL 27
反 する。 普通 西部覆土下層

杯 Å　 11 ．8 日録 部一部欠損．休部 は内攣 して 目線部内 ・外面横 ナデ．休部外面 砂粒 ・雲母 P 165　　　 90％

4 土 師 器 B　　 5 ．2 立 ち上 が り，日縁部 はほぼ直立す

る。

ヘ ラ削 り， 内面 ナデ∴ にぷ い黄橙色 P L 27

南 西壁際床面

高　　 杯 B （9．2） 塔部一部 欠損 。脚部 はラ ッパ状 を 林 部内部へ ラ磨 きぐ　脚部外面へ ラ 砂粒・雲母・長石・石英 P 166　　　 60％

5
土　 師　 器 D　 12．8 呈 し，裾部 は大 きく聞 く。 磨 き，内面へ ラ削 りい裾 部外面へ 橙色 P L 27

ラ磨 き，内面横 ナデ。 普通 酋 コーナー都南

土 中層

－90－



第64図　第42号住居跡・出土遺物実測図（1）
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第65図　第42号住居跡出土遺物実測図（2）
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回舶 可 器 種 桓 鵬 kn）　 音　 形　 の　 特　 徴　　　 手　 法　 の　 特　 徴　　 胎土 0色調 e焼成　 備　 考

第応図　 直 ＝ 壷　 Å 再 ・0〕 目線部 ・休部－・部欠軋 辛軋 休　 日緑部外面へラ削 り，内面へラナ　 砂粒 ・雲母 ・長石　 P用7　　 揖％

土 師 器　 8　 20・6　 部は内増 して立ち上が り，肩部が　 デ∵休部外面へラ削り，内面ナデ∵　にぷい橙色　　　 P L 27

6　　　　　　 C　 …　 やや張 り，頭部から日縁部はほぼ　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 竃東袖前の床面
i　 i直立するo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i

甑　　 Å　 22・3　 日縁部 ・休部1 部欠損∵無底式∵　 ＝縁部内 ・外面横ナデ㍉休部外面　 砂粒 ・雲母 ・長石　 P l梱　　 錮％
土 師 器 雷 等 溌 監 禁 浣 孟畿 ぎ首最　 へラ削 勘 痛 へラナデ0　 霊 褐色　　 品 面

に角状の把手をもつ√

図版番号　種
別 径 玩m）摩さkm）；乳径試 射g 恒 地点

備 考

第榔 車 軋 ＿ 璧 」 ま 止 ＝ 亘 r 奉 拝 遠 転 前 表
PL27

9　序 軋 ＿ 隻 」 立 正 二 重 亡 亭 挿 遠 嘉 司 蒜
PL27

蟻　序 錘！　 0日　 可　 0日　 購可 商壁際床面　 野ア
PL27

Ⅲ　序 吐 … 璧 」 ま 正 二 正 ⊂ 幸 司 重 義 可 議
PL27

照　　士 錘！　 ゥ弓　 可　 ・中　 鯛の8 極酋壁際床面肪㌘9
PL27

用　　土 錘i　 可　 可　 お目　 5可 輌 壁際床面 膠摘
PL27

鼠4　序 軋 」 吏 二 重 亡 逐 正 幸 可 議 彿 可 蒜
PL27

温5　序 軋 ＿ 聖 」 曇 正 ＝ 薮 「 幸 司 遠 遠 市 議
PL27

且6　序 剋＿曇生」j 互「「蒜γ「議丁議床商　 い胱
PL27

膵　　土 虹 ＿ 聖 」 立 正 二 重 ⊂ 幸 司 遠 嘉 丁 蒜
PL27

摘　　土 軋 ＿ 聖 」 ま 正 二 亘 r 率 挿 遠 訂 「 蒜
PL27

摘　　土 軋 」 吏 二 重 亡 玉 江 幸 司 蔽 ～ 「 蒜
PL27

鋼　　土 軋 … 隻 」 立 正 二 重 ⊂ 率 薄 前 言 丁 蒜
PL27

烈　　士 錘」 曇 土 曇 吏 ＝ 重 工 車 市 議 言 丁 蒜

摘 番号 種　 別 径 km） 厚さ玩汲）；孔径議 畳施） 石　 質 出土地点
備　　　　　　 考

那 珂霊 紡　 錘　 車！　 可　 の中　 る8　 猶や　 滑　 石　 西部床面
Q黒　　　　　　　　　　　　 PL27

生姓墜曇」才 汗「訂「議 触朝日骨　 石　攣 生 Q23　　　　　　　　　　　　PL27

∵、　、′　′

位置　調査区の南部，C2dO区、二、

二、　　い′・　　　′　　　　ノI　　．　′・．・′　′、、　　　　　　ノ　　ノ・．′　　　　　　、　′・∴′　′　離

床面までは達していない。、

・′　　　　　　　　　　　　　　　∴　　　　　　′′′　．′‾　・．′

童軸方向　N－230－Ⅵ・「

壁　壁高は12、32cmで，外傾して立ち上がる。）

∴、！‾　′′　t　　′、／ノ′　′　　　ノl′、′′‥　′ニ′ノ′．．　　　∴

㍉　　・′、・ノ・・・　一　　一　　ノ・．ノミ　く　′　工　′∴一：：′，．′、　一　′　′　÷、、－　′　　、．′一

位置で確認されて折る。規模と配置からいずれ　主柱穴と考えられる。

、　ノ＼、′＼′・、′′　∴　′　　－　4′　　　ヾ．／∵h　′・㌘′ぐ、こ　上′．膏、　ノ．ル′）こ、′－・よ′・，Jt　′二・、4′．′　ニ｝・一，，六も

、r・′）てJ　′、′、、、．く几ノ、・′・十．、，ノ・・、1∴　二、′　′て．

炉土層解説

1暗赤褐色　焼月、ブロック・粒J’－少量．ローム粒j’一微量

2　暗赤褐色　焼巨トブロック中量，焼吊打－・ローム粒－J’・少量

3　暗赤褐色　ローム粒子・焼上粒子少鼠　焼土中ブロック微量

－93－



覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量
3　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器片70点が出土している。第67図1の土師器器台，3の土師器台付相は，北西部付近の床面から正

位・横位の状態で，それぞれ出土している。2の土師器相，6の土師器台付嚢は，南西部の床面から土庄でつ

ぶれた状態で出土している。4の土師器嚢は北部の床面から，5の土師器嚢は西部の床面から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して前期（4世紀後半）と考えられる。

中寿フ‾‾
8　　　　2　6　　5　　31　　　　4

第66図　第43号住居跡実測図
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第67因　第43号住居跡出土遺物実測図

第43号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cn ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第 6 7図

1

器　　 台 B （7．6） 器受部一部 欠損 。脚部は ラッパ状 器受部 内 ・外面へ ラ磨 き。 脚部外 砂粒 ・雲母 ・白色 P 1 70　　　 70％

土 師 器 D　 12 ．1 に開 き，中位 に 3 孔が空け られて

いる。器受部 は皿状 を呈 し，端部

が つ まみ上げ られている。中央に

単孔 がある。

面へ ラ磨 き，内面パ ケ目調 整。 粒 子

にぷい橙色

普 通

北西 部付 近床面

－95－



図舶 可 器 穫 匝 測酌 m日　 器 形 の 特 徴 ！＋ 手 法 の 特 徴＋ 匪 ＝ 紗 那 1 備　 考

第樟図　　 柑　　 Å　 23．8　 日縁部 ・体部一部欠損J 底部中央　 口縁部内 ・外面へラ磨きJ 体部外　 砂粒　　　　　　 P 171　　 樟％

土 師 器　 8 13．3　 に指頭ほどのくぼみがある√体部　 面へラ磨 き，内面ナデ㍉　‖縁部内　 にぷい橙色　　　　 PL 28
2　　　　　　　 e　 右0　 は内攣して立ち上がる∴　＝縁部は　 面に輪積み痕√ 普通　　　　　　　 南西部床面

大ぶ りで外傾して立ち上がる∴

台 付 柑　 A 〔12．2」 ＝縁部一部欠損∴脚台部はハの宇　 目縁部内 ・外面横ナデ㍉頭部ハケ　 砂粒 ・長右　　　 P 172　　 60％

3
士 師 器　 B ll．8　 状に開く∴体部は内増して立ち十　 日調整．体部外面へラ磨き，内面　 橙色　　　　　　 PL 28

0　 6．6　 がり，＝縁部は外傾 して立ち上が　 ナデ．脚台部外面ナデ，内面パケ　 普通　　　　　　 北西部付近床面
るご　　　　　　　　　　　　　　　 ＝調整÷体部内面上位に輪積み痕∵

磐　　 A l信1　 日縁部 ・体部1 部欠損∵やや突出　 ‖縁部内 ・外面横ナデ∴体部外面　 砂鞋 ・雲母 ・右英　 P 173　　 湘％

土師器警笠雲震誤認豊警豊富誌紺 篇雷畿慧‡警調整下位へ競い橙色　　 品薗
する∵

婆　　 A l圭5　 休部一部欠損∴やや突出した平底∴　目線部内 ・外面パケ＝調整∵体部　 砂粒 ・雲母 ∵長右　 P 168　　 90％

土 師 器 警 且豊：溌 響豊 警 謡 詣 震競 部 警 ノケ昌調整後 ナデ。痛 ナ 霊　　　 簑 猷 煤傭

西部床面

台 付 磐　 A　 は．0　 日縁部 ・休部一部欠損∴脚台部は　 目線部内 ・外面櫨ナデ∴体部外面　 砂粒　　　　　　 P lm　　 80％

土 師 器　 8　 点．2 ハの字状に聞き，端部を内側に祈　 羽状のパケ＝調磐，内面ナデ∵卿　 にぷい橙色　　　　 P L 28

6 D　 8．7 1 り返すJ 体部は内攣して立ち十が　 台部外面パケ口調磐，内面ナデ∴　 普通　　　　　　 休部外面に煤付着

り，上位に最大径をもつ∴　目線部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 南西部床面

はS 字状で，外傾する∴

．．　　　　　　　　　　　　′

′　、、・・′′

位置　調査区の北西部，Bユb9区。

′－　　′∴　ノ、・′二　∴ノ　言、

童軸方向　N－50－E

壁　壁高は2⊥i・、34cmで，外傾して立ち上がるし）

床　ほぼ平坦で一巨央部がよく踏み固められている。二、

ノ　　　′　　′　　ノ　、：、．こ、－ィ　′　　　　　‥　　ノ　′　　　　　　　ノ　　　　　・′ノ　　ノ　　　　　ノ、　、／　　　　　　ノ、　′

、．′　　　′′　′　ノ∴　′　　′　　　　　　　　．／　　　　　　　′∵：、′一ノ十′、′．L　′、　′J．・、・

ノ　′　‥・′、ノ　ー　′・　　　　　　　　′　　　　　、　・　ノ　　　　・　　ノ′　′、

竃土層解説

1桓赤褐色　ローム粒J’一・焼i二中プロ、ソク・焼巨」、プロ・ソクI恒む　焼蛸Hl・尉ヒ粒J’一少量

2　暗赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒‾！・・焼上′j、プロ、ソク・砂粒申鼠　焼「粒了－・炭化粒j’l少量

：〕暗赤褐色　ローーム粒j’1・焼土中プロ、ソク‥塵上粒川一鼠　炭化粒子・砂粒少量

ん！　　　　　　　　　　　　　　　、．、　　　′　‾　　：　　　　　　．′

貯蔵穴土層解説

l　黒　　　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・粒r一微量

：う　黒　褐　色　ローーム粒f・微量

、′　／り　　′′　′′　′‥　′　　ノ　　　′．　　ノ　ー′／　　　：　　‘ノ・　㌧・′　′　　′∴

土層解説

1黒　褐　色　焼‖粒子申鼠　ローム粒f一・焼上中ブロック・焼上中ブロック・炭化粒f・少量

2　暗赤褐色　ローム粒j’‥焼－1二中ブロック・焼上中ブロック・焼抽白′一少量，焼主夫ブロック・炭化粒J’一微量

3　暗　褐　色　粘土粒子中量，焼上中ブロック・炭化粒J’一・砂粒少鼠　ローム粒J二一微量

．＿1暗赤褐色　焼土中ブロック・焼上中プロ、ソク・炭化粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・焼士粒f一・秒粒少量

5　褐　　　色　ローム粒子多量，砂粒・粘土粒子「巨星，焼土粒子・炭化粒子微量

（う　暗　褐

7　．撃．㌔J l　ヽ　ヽ

8　暗　褐

t）　褐

1（：）黒　褐

11黒　褐

色　焼上中プロ、ソク・砂粒・粘悌白二一中毒∴　焼－l二中ブロック・焼－I二粒子・炭化粒子少鼠　ローム粒子微量

色　炭化粒J’一中量、ローム粒r一少量，焼十粒1’一微量

色　炭化物中量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼上中ブロック・焼‖甘千・炭化粒J’一少鼠

色　ローム粒J’一多量．ローム中プロ・ソク・ローム小ブロック・炭化粒f一少量

色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒j′－・炭化粒J’一少量、焼＿＿巨」、プロ、ソク微量

色　ローム粒f一・炭化粒子少鼠　ローム小プロ、ソク・焼巨」、プロ、ソク微量
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第68図　第3号住居跡実測図

回了

二三言了

0　　　　　　　　　　　　1m

［二　；　　」

0　　　　　　　　　　　　　　2m

」　　　⊥　　　i

遺物　土師器片139点・須恵器片44点，石器1点（支脚），鉄製品1点（刀子）が出土している。第69図1の土

師器皿は，中央部の覆土下層から出土している02の須恵器恥ま，北東コーナー部の覆土上層から逆位の状態

で出土している。3の須恵器杯は竃東袖脇の覆土下層から，4の須恵器杯は貯蔵穴の底面から正位の状態で，

それぞれ出土している。5の石製支脚は竃内から，6の刀子は西部の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して9世紀中葉と考えられる。

第3号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第69図 皿 A ［14．0］ 平底。体部 は大 きく外侮 し， 口緑 口緑 部か ら体部外面 ロクロナデ。 砂 粒 ・雲母 P 18　　　　 70％

1

土 師 器 B　　 2．0 部は外反す る。 体部 内面へ ラ磨 き。底部 回転 へラ にぷい黄橙色 P L 29
C　　 6 ．5 切 り。 内面黒 色処理。 普通 中央部覆 土下層

体部外面墨 書

「厨」底部 「大子」

2

杯 A　 13．4 口縁部 ・体 部一部欠損。平底 。体 口緑 部か ら体部 内 ・外 面 ロクロナ 砂粒・石英・白色粒子 P 19　　　　 90％
須 恵 器 B　　 4．9 部 は外傾 して立ち上が り， 口縁 部 デ。底 部切 り離 し痕 を残 す一方向 灰色 P L 2 9

C　　 6，8 は弱 く外反す る。 のヘ ラナテさ。 普通 北 東 コ∵ナ一部

覆土上 層　 底部

外面刻書

3

杯 A ［13 ．6］ 底 部か ら口緑部 にかけての破片。 口緑 部か ら体 部内 ・外面 ロクロナ 砂粒・長石・赤色粒子 P 20　　　　 25％
須 恵 器 B　　 4 ．2 平底。体部 は外 傾 して立 ち上が り， デ。底部 回転へ ラ切 り。 にぷ い黄橙 色 竃東袖脇覆土下層

C ［7 ．0］ 口緑 部は弱 く外反す る。 普通 底部外面刻書

4

杯 B （3．4） 口縁部欠損。平底 。体部 は外傾 し 体部 内 ・外面 ロクロナデ。 底部回 砂粒 ・長石 P 21　　　 60％
須 恵 器 C　　 7．1 て立 ち上が る。 転へ ラ切 り。 灰白色

普通
P L2 9
貯蔵 穴底 面底部

外面刻書
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第69図　第3号住居跡出土遺物実測図

図版番号 種　　　 別

計　　　　 測　　　　 値
石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

第69図 5 支　　　　 脚 30 ．7 13．0 11 ．4 6 58 0 安　 山　 岩 竃内 Q 2

図版番号

第69図 6

種　　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

刀　　　　 子 （11 ．0） 1．9 0 ．2 （18 ．0） 西部 覆土下層 M l　 刀 身　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 29
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買＝母性蔚跡（第70図）

位置　調査区の北部，A2g5区。

規模と平面形　長軸［3諸0］m，短軸3。52mの隅丸方形と推定される。

長軸方向　N－870－E

壁　東壁は，削平のため確認できなかった。壁高は17～23cmで，外傾して立ち上がる。

壁湧　確認した壁下のすべてに巡っている。上幅10～14cm，下幅4－8C恥　深さ5cm前後であり，断面形はU

字形をしている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

貯蔵究　南西コーナー部で確認され，長軸70cm，短軸44cmの楕円形で，深さは20cmである。

貯蔵穴土層解説
1　黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子微量

2　暗　褐　色　ローム中ブロック・粒子少量，ローム小ブロック微量
3　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック少量

一

1

1

－

－

－

－

－

－

－

1

－

－

1

－

－

－

－
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「
第開国　第m考住居跡◎出藍遺物実測図
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覆蓋　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

2　黒　　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少鼠　ローム中ブロック微量

遺物　土師器片56息　石器1点（砥石）が出土している。第70図1の土師器埠は，貯蔵穴の覆土中から出土し

ている。2の砥石は，中央部付近の床面からと虹上している。

新風　竃は削平のため確認できなかった。時期は，出土土器から判断して10世紀と考えられる。

第m号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第70図 杯 A ［12 。4］ 底部 か ら目線部 にか けての破 片。 ＝縁部内 ・外面 ，休 部外面 ロクロ 砂粒・雲母・赤色粒子 P 46　　　　 30％

1 土 師 器 B　　 3．5

C　　 6．0

平底。体 部は内轡気味 に立 ち上 が

り， 日録 部に至 る。

ナデ。体部内面 へラ磨 き。 にぷい黄橙色

普通

貯蔵 穴覆土中

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨　 質

出土地点 備　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm）　重量（g）

第70図2 砥　　　　 石i 触 2） 5．4 4可 （486・0） 砂　　　 岩 中央部付近床面 Q 8　　　　　　　　　　　　 PL29

第帽常住贋跡（第m図）

位置　調査区の中央部タ　A3j2区。

規模と平面形　長軸3．90m，短軸3．54mの隅丸長方形であるし〕

主軸方向　N－790－E

壁　壁高は8・～24cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部にわずかに硬化面がみられる。

囁　東壁中央部を壁外に壷cmほど掘り込み，砂貿粘土で構築されている。規模払焚日部から煙道部まで93cm，

両袖部幅97cmである。火床部は，床面をわずかに掘りくぼめており，火熱を受けて赤愛している。煙道は火床

面から緩やかに立ち上がる。

埴土層解説
1　暗赤褐色　砂粒中量，焼土中プロ、ソク・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

2　暗赤褐色　粘土粒子中量，焼土小ブロック0炭化粒子少量，焼土粒子微量
3　赤　褐　色　焼土中ブロック・粒子多量，焼土中ブロック中巌，炭化粒子少量

Ll　赤　褐　色　焼上中ブロック・粒子多，鼠　焼土中ブロック中鼠　炭化粒子微量
5　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
6　黒　褐　色　焼土粒子e炭化粒子微量

7　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子少量
8　暗赤褐色　焼土中ブロック0粒子中量，焼土小ブロック少量，ローム粒子微量

啓蓋　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量
2　黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

3　暗赤褐色　焼土小ブロック・炭化粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
4　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量

遺物　土師器片105息流れ込んだ縄文土器片16息　須恵器片2点が出土している。第71図1の土師器杯は，

竃の火床面から出土している。2㊧4の土師器嚢は，竃の南袖前面の床面から，ともに出土している。3の土

師器聾は，竃南袖内から出土している。

所凰　本跡の時期は，出土土器から判断して10世紀前半と考えられる。
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第71図　第16号住居跡・出土遺物実測図
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第路骨住居跡出丑遺物観察衷

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第71図 杯 Å ［12．8］ 休部 ・目線部 一部欠損．平底予体 目線部 か ら体 部外面 ロクロナデこ 砂粒 ・雲母 ・長石 P7 3　　　　 60％

1 土 師 器 B　　 4 ．0 部は内攣気味 に立ち上が り， 目線 体部内面 へラ磨 きこ底部 回転 糸切 にぷい橙色 PL 2 9

C　　 5．4 部に至 る。 り。 普通 竃火床面

嚢 A　 13 ．4 底 部 ・目線部一 部欠損 ご平底．体 目線部内 ・外面横 ナデ√体部外面 砂粒 ・赤色粒子 P 7 4　　　　 60％

2
土 師 器 B　 l l．4 部 は内噂 して立 ち上 が り，＝縁部 ヘ ラ削 り， 内面へラナデ． にぷ い赤褐色 P L 29

C ［8 ．5］ は外傾 する予 普通 竃南 袖前面の床

面

襲 Å ［21 ．6］ 底部 か ら目線 部 にか けての破 片． 目線 部内 ・外面横 ナデ予休部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 P 75　　　　 30％

3 土 師 器 B　 18．4 平底J 休部 は内攣気味 に立ち上 が ナデ，内面へ ラナデ．休 部内外上 明赤褐色 竃南袖 内

C ［12．8］ り， 目線部 は短 く外傾す る． 位 に輪積 み痕。 普通

聾 Å ［15．0］ 休部か ら口緑 部にかけ ての破片J ＝縁部 内 ・外面横 ナデご休 部外面 砂 粒 ・長石 P 76　　　　 60％

4
土 師 器 B　 ぐ14．8） 休 部は内攣 気味に立ち上が り， H ヘ ラ削 り，内面へ ラナデ亡 にぷい橙色 PL 2 9

緑 部は短 く外傾 する。端部 はわず

かにつ まみ上 げ られてい るJ

普通 竃南袖前面の床

面

ぅ、．ノお‾∴了－、JL　′；つ′？1侶

位置　調査区の北東部，A3h8区。

重複関係　第24号住居跡の南東部を掘を）込んでいる。

規模と平面形　一一一一一一ん一辺3。26mほどの方形である。

童軸方向　N－190－W

壁　壁高は8～18cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部から竃前面にかけてよく踏み固められている。

魔　北壁中央部を壁外に48cmほど掘り込みタ砂質粘土で構築されている。規模は　焚持部から煙道部まで82cm撃

両磯部幅且摘cmである。竃右裾の内側に補強材として安山岩が使用されている。火床部は，床面をわずかに掘

りくぼめており，火熱を受けて赤変している。煙道は火床面から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1　黒　褐　色

2　暗赤褐色

3　暗赤褐色
4　暗赤褐色

5　暗赤褐色
6　暗赤褐色
7　暗赤褐色

焼土粒子少量，炭化粒子微量
焼土粒子少量，炭化粒子微量

焼士粒子・炭化粒子少量，焼土中ブロック微量
焼土粒子中量，焼土中ブロック少量，炭化粒子微量

焼土粒子中量，焼土中ブロック少量，炭化粒子微量
焼土粒子・炭化粒子微量
焼土粒子中量，焼土中ブロック少量，炭化粒子微量

8　黒　褐　色　焼土中ブロック・粒子少量
9　暗　褐　色　焼土中ブロック・粒子中量
10　暗　褐　色　焼土中ブロック・粒子少量

貯蔵究　竃の東側で確認されタ　長径80cm　短径儲cmの楕閏形で　深さ悶cmである。

貯蔵穴土層解説

1　暗　褐　色　焼土中ブロック・粒子中量，炭化物少量

2　暗　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロック微量

3　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

4　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

5　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

尊意　3層からなる。レンズ状に堆積していることからタ　自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒　　　色　ローム粒子・焼土粒子微量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック少量，焼土中ブロック・粒子微量

3　黒　　　色　ローム粒子・焼土粒子微量

遺物　土師器片の点　須恵器片摘点　流れ込んだ縄文土器片膵点が出土している。第門図　の土師器棒は　中
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央部と北西部の床面から出土した破片が接合したものである。2の土師器椀は，竃内から出土している。3の

須恵器杯は，南東コーナー部の床面から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から判断して9世紀中葉と考えられる。

1　4　　　　　　10

第72図　第23号住居跡・出土遺物実測図

第23号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　10cm

l＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

図版番号券　種計測値（C皿） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第72図 均こ A　12．5 底部から口緑部にかけての破片。口縁部内・外面，体部外面ロタロ砂粒・長石 PlO8　　　40％
1 土師器B　　5．0 平底。体部は外傾して立ち上がり，ナデ。体部内面へラ磨き。体部外にぷい黄橙色 中央部床面

C　　5．8 口緑部に至る。 面下位へラ削り。 普通

2

椀 A　14．2 口綾部・休部一部欠損。平底。体口緑部内・外面，体部外面ロタロ砂粒・雲母 PlO7　　　60％
土師器B　　8．4 部は外傾して立ち上がり，口緑部ナデ。体部下端手持ちへラ削り，にぷい黄橙色 PL29

C　　6．2 に至る。 内面へラ磨き。底部回転へラ切り。

内面黒色処理。

普通 竃内

3

i不 A　13．3 日録部一部欠損。平底。体部は外ロ緑部から体部内・外面ロタロナ砂粒・長石 PlO9　　690％
須恵器B　　5．0

C　　7．0

傾して立ち上がり，口綾部に至る。デ。底部回転へラ切り。 灰色

普通
PL29
南東コーナー部

床面
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第29号住居跡（第73図）

位置　調査区中央部，A3hl区。

規模と平面形　黒色土中に構築されているため，床質から規模を推定した。長軸［3・57］m，短軸［3・41］m

の方形と推定される。

主軸方向　N－180－W

壁　北壁のみ確認できた。壁高は24～27cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。中央部付近がよく踏み固められている。中央部と竃東袖前に粘土塊がみられる。

寵　北壁中央部を壁外に43cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで83cm，

両袖部幅132cmである。火床部は，床面をわずかに掘りくぼめており，火熱を受けて赤変している。煙道は火

床面から外傾して立ち上がる。

竃土層解説
1黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック少量

2　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量，焼土小ブロック微量
3　暗赤褐色　焼土中ブロック・粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子少量
4　にぷい赤褐色　粘土粒子多量，粘土中ブロック・焼土粒子中量，焼土中ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子少量
5　にぷい赤褐色　焼土′トブロック・焼土粒子・粘土粒子中量，炭化粒子微量
6　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・′トブロック中量，炭化粒子微量
7　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子中量，焼土小ブロック・粘土粒子少量

8　黒　　　　色　炭化粒子中量，焼土粒子少量

B　　　′

－　／

l

J

J

J

I

、ふ
I

I

l

l

l

t

l して－ノ
1

、一一、＿一一－一－－－－－
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第73図　第29号住居跡・出土遺物実測因
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′　′ノ　　　・・　　　　　　　　ノ　　　．　、′　一　　∴　ノノ　二

土層解説

－1黒　　色　砂粒一再葺∴　ローム粒J’・・焼路上「・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　砂粒申鼠　ローム粒子少量∴焼梱‡千・尉ヒ粒J′・微量

：ミ　黒　褐　色　砂粒・粘吊打一1蟻∴　ローム粒J’一・焼上粒J’－・炭化粒邦蟻‥

∴　　　ノノ　・1、′、　　　　　　、．、∴　∴　∴′・削．′・、・．′　　∴　．

・∵′　・′、　　鍵　　　　′の′・、　　　．　　、′．てノ

：・　′、′ノノ、一　、ン言十′／　　′　′′　、l‥、′ノ　　　　∴　ノ．∴

．、′，　　．　　、・ら　′ノ〆こ：・く・

踊番号種　 別径毒 紬Ⅲ潮孔径講 義転 出土地点
備 考

第胤 管状土錘i　 o中　 e8　　 可　 0日桶の墾用事酎
PL29

第罪考健腰妙　第開園）

．′　／′ノ　　　　　　　　　　　　ノ

、′、　　′‘　　　　、　、．‥∴

童軸方向　N－710－E

．一　　′・　　′　　　　　　′′′

′　　　　　　‥、′＼　て　′、ノ　　′、　　　　ノー　　′　′・′．　　′　　　′．ノ　／，

∴　ノ、∴．′′ノ′′ノ、‥′／：、′．．∴　　ノノー∴　　　　　　′′

′、　ノ、．∴一　　　ノ　　ン　′‘′′　′　・∴　∴小　∫一、・二、′　′′：、．′　　′ノ′、、・！、、′．

ノー　′’　ミ・・、・∴′し・′′一、ノ1′　ノ：・；台t′・エく・－∴＼1、、一′′　　∴、′1∴∴－′、ノ．・人・㍉予′－一穴′ハ′ノ

ら外傾して立ち上がる。、

電土層解説

1黒　褐　色　焼巨J、ブロック申這∴　焼t二大プロ、ソク・粒J’一少量

2　黒　褐　色　焼上中ブロック中鼠，焼巨粒子少量

こう　黒　　　色　ローム粒千・焼欄と了・・炭化粒f・少量

∴1．黒　褐　色　焼上中ブロック・粒子少鼠　ローム粒子微量

5　黒　褐　色　ローム粒子・焼巨トブロック少鼠　焼‖肛千微量

．－　　　　∴’　　′　　　、′　′、．ノ　　　′′　‾′工　′：　　一二　一　　ノ　　　ー’．

貯蔵穴土層解説

1－　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒ト焼土粒子・尉ヒ物・炭化粒子少量

2　極暗褐色　ローム小プロ、ソク・粒子少鼠　ローム中プロ、ソク・焼日針子微量

ノ　ー　　ノ　／・：′．／　ノ・・′・ノノ′　′、　　　′′′．／　′ノ　　′′ノ、ご　′一∴い∠・ノ、、工手

土層解説

1黒　　　色　焼上粒子少鼠　ローム粒子・射ヒ材微音

2　黒　褐　色　ローム粒子少鼠　焼津立千・炭化材微量

遺物　土師器杵関庭が出土している。第開園　の土師器杯は　貯蔵穴の覆土中から出土している。の土師器

：了よ　　ノ、一一：（／∴言‘・‘か′ノ　　∴1一．｛

所凰　床面に炭機材がみられることから　焼失家屋と考えられる。時期は汐遺構の形態や出土土器等から判断

して10世紀前半と考えられる。一
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0　　　　　　　　　　　　　2m
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10cm
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第74図　第37号住居跡・出土遺物実測図

第37号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 赦 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 74 図 杯 A ［16．2］ 体部か らロ縁 部にかけて の破 片。 ロ綾 部か ら体部 内 ・外 面 ロク ロナ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 15 1　　 10％

1 土 師 器 B （2．9） 体部 は外傾 して立ち上が り， 口緑

部はわずか に外 反する。

デ。 にぷい橙 色

普 通

貯蔵 穴覆土中

2

嚢 A ［18 ．4］ 体部か ら口縁 部にかけての破片。 ロ緑部 か ら体部内 ・外面横 ナデ。 砂粒 ・雲 母 ・長石 P 15 2　　　 5 ％

土 師 器 B （7 ．7） 体 部は内傾 して立 ち上が る。 ロ縁

部は外傾 し，端部 はわずかにつ ま

み上げ られて いる。

にぷい橙 色

普通

中央部床面
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－　　　　　　　′′　′、′′

㌔　　ノ．1ノ＼リくの、・「－′　′、、；了′イ

！ノノ、‘／・′′′：、　‥　　　　　ノ㌧′）　　こ′．ニ　・′、・、．′、、′　一、

、ヽ′く　　　　　－　＼　　　′、　　′′　　ノ　　、′J　　′　ノ　　′ノ′′一

主軸方向　N－730－E

．、′，　、＿、：‥、、′・．　7　く′

′－・′t、さ　　　　．、’′′1、、′’、乙、ト′　ゾ　′　　　′1

ノ、′′ノ　′、′、ノ　二　川二　告、′′　シ′　∴・‘′、∴　・ら’∴　、、・工一1′、‥！　′言∴、ニ′ご　∵、

、一　㌦・、：∴ご　　‾・5t：J・－・こ′工1、たつく；ル′＼一J・、・てノ′・ニ′′′′、・言十こ：C′－・′、′　了二′′一十∴リ、′二′、′

′／ご　　　　）ノJノ＼　ノ・．言、一　′・、′　一．　′′一　′こ．

竃土層解説

1黒　褐　色　焼巨」、ブロック中鼠焼土粒子少鼠　炭化材微量

2　暗赤褐色　ローム中プロック・小ブロック少鼠焼描責了一・炭化材微量
：弓　黒　褐　色

11　黒　褐　色

5　暗　褐　色

（i　暗　褐　色

7　暗　褐　色

8　黒　褐　色

f）　暗　褐　色

焼巨」、ブロック少量，焼巨粒子・微量

焼上中ブロック・粒J’一少量

焼巨J、プロ、ソク・ローム粒J’一微量

焼巨トプロ、ソク少鼠　ローム粒Jr・微量

ローム粒子少軋　焼圭粒子微量

ローム粒J’一・焼上粒子微量

ローム粒J’一少量．焼巨粒了・微量：

‘ノ　　　ノ・　　　　′、′了　一′′、＼′　、′′′、リ．　「、：、1′　′　、ノ言

貯蔵穴土層解説

1黒　褐　色　ローム粒J「一少量

2　暗　褐　色　ローム粒戸車量

′′　′J′∴′／′　／／右′、∴立：言、′、／　　′．′　’”＼∵′、♪一．イ′ノ′ノバ．／ノ

土層解説

1黒　　　色　焼自粒1－少量，炭化材微量

2　黒　　　色　ローム粒J’一・炭化柑少量

∴∵∴一　一1∴

4　2　6　　9

第撒図　第礪考健腰静実測図

＿旦＿31．6m

0　　　　　　　　　　　　　2m』壷
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遺物＋千湖溝川‘3（江上　鉄片主点が出上している、、

、－’ゲ‥、．∴　、　　　　．　′　′　　∴　　．　ノ、、ノ　′・、！．′　ノノ　、　一鞘　．（ら′子、し∴ィ、′、）、′・、．

て，10世紀と考えられるJ

′　　　　　　　′　　　　　′　　　　㌧　　　　　　　・　　　　　　′

住居跡

番　号

位置霊 欄纏 慧）
壁　高

十ぐ扉

内　　部　　施　　設 備　　　考

舶日間保高→粧
息ヽ

末恒極細恒炉欄貯拷1　 出　土　遺　物

l…棒鋼凍中潮瀾24～34報国車上炉1中然巨瞞鰍愛せ手配凱紡錘車

2…年踊車中湘瀾20～ノ32画報巨「「炉1中中胴胱硝薬鮒㈹

3
…軽眉中守は×2ギ5224～34平坦iつ　「「竃1中為巨摘鶴須恵器酌石製支郷言肝

4
腑車齢中捌年齢摘

22ノ～38
司…「主上 つ自然巨瞞胤縄姐断

5
腑車ば－中長方形車さ2獅5・69

ま0～′20
叫…「「「 つ自然巨摘（高恥柑㈲縄文土縮

6
紺車ば湖「つ描画摘

10
鞘iつ車上炉ユ中中潮欄…欄

丁…軽腑車中離職15～35平可つ‖つ－炉1中然巨瞞酢ミニチュア嚢尋授土器）

8路車掛軸晰年錮摘22ヵ～26機上巨主上炉l中然巨緒酢賓）牒石

9…年銅棒中離職26～62平坦iつ車巨炉1中然巨瞞滴射…、型整骨ミニチュア壷）

川紺車ば可［長方形車60×［摘10～50穆「巨「「 中然巨礪胤磨石

11
蟻車齢小冊車輌は17～ノ23機上「つつ… 1回土摘酌砥石

ヱ2
蟻車撒中…年齢はヱ9司…「「巨 つ自然巨緒凱縄文士断 第7号集石遺構車本跡

13
蛛車ば－可方形恒×ヰ摘

2　～購
翻「巨「巨炉1中然巨瞞餅堵愚蛮風磨石夕楯

摘
…車漱中…年齢紺

22～34
画一「主上 つ醜車朋摘摘灘

15
輔車躯中細恒拙摘

8～lO
輔…「「「炉l「恒車廉憾骨相欄

ユ6輔車甘中舶年齢摘8～24珂－主上「竃1つ拍車緒酢凱鵬断

17…車腑斗…年錮臓且0～28靭「巨「「炉1中然極相磯朝潮

18…年踊！方形恒3×6．2225～42報！つ中上炉ユ‖自然！二を讐三撃芸：望遠要義警浣濃SI柏→本跡

19
B3車碓可縮車齢膵36～′50－報「「日日 炉1中然巨摘馳増骨柄襲う胤締本跡→Sl用

ごり腑車併中晰年齢摘47～59鞘！つ　「「炉1中本潮摘…凋潮風縮

21
…棒鋼車中離職

36～ノ52
司…主上「炉1つ自然巨摘聯載磨石

22
Å3g5恒冊桓中馴瀾

18、30
報国4回2炉1目白然巨摘鰍酢凱鎌

23
摘車≠中…車齢摘

8～18
司…「「「竃1中然巨瞞（堵㈲須醜聞 日月→本跡

24蟻車半可…年齢摘16～20鞘「「‖つ 可

可

可

つ自然巨略酢抽愚寮朝鮮ニチュア餐）本跡→1Iぷ十SK日

本跡㊥鑑2

本跡→SK15

日封・器→本跡

25蟻車齢可…車齢膵12～36鞘「巨i i 中然巨摘酌縄文土断誹生土断

26腑車庸一中方形車瑠璃融3～ノ23報「！バ1巨 ‖醜車緒高軋縄文土断

27
B3j軽榊車中湘服22～46平坦齢回『 炉11回土瞞敵襲灘磐載凱郎土錘願

28
…軽…車中劇凋23～56鞘巨可月旦「炉l中腰車摘片ラ縄文土断

29
…車漱中欄恒細川

24～27
縄「「つつ 電1つ叫土摘片鵬断諸状土錘

30
C3d9恒銅棒中離職

23～35
鞭！つ　主上

－
再然恒瞳酢繭欄憾

凱
は車餅中細恒頼欄

7～35
翻！つ4回 炉1中腰車瞞㈲

32
…恒m 匝中離職

8～27司－主上巨
－
中発車緒（鉢働

33C3b3恒摘匝中離職12尋

つ

7尋

鞘！つ4回 項

つ

可

中可土纏（嚢e納凱炉石　 i

i i　　　　　　 i

つ自然巨緒酬婆）　　　 i
34…車齢中踊恒柚摘 報「「日日 本跡→SI31

35ほ車ば可［欄恒腑摘 靭「「日日 本跡魂SI33

SI38尋本跡

36C2車備中摘恒 22～36平坦「「つつ 炉1中為巨纏酢綱をミニチュア翫ラ

37
p3車－710…E序方形恒8×3060γ＼・17鞘iつ i i 竃1中然巨緒酢聾ラ

38
C2d8恒7。－中長方形車14時42］

4～8
報「「つつ 炉1つ人為巨師酎

39
C2e8恒銅車可摘

29～38
翔iつ4回 炉l2回土瞞酢椀潮のミニチェア襲う

SI38さ40→本跡→SB2

購
C2d車潤鵠幸捌小用×は

6～15
翔iつ i ！竃1‖醜巨瞞凱断 SI43→SH2→本跡
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住居跡
番　号

位可 霊　 平輔 。軸慧 漂 。m 嫡 巌 茄 警車 証 出　 土　 遺　 物　　　 備　 考
細目関係砧→抑

41 C2車 －260－W 恒方漣 聖 轡 匡 車 軒 下 つ つ 可 ～唇 士嫡 勝8聾や相納聾） i繍→Sヱ39魂SI42

42 聖 蛭 璧 広 也 重 亘 匡 率 軒 下 下 手 竃車 庫 空 璧聖 聖攣 劇漸 凋 中断 か瀾

43 C2車 －230瀾 方痙 望 空 運 空 座 し 士 T T 「 司 「 庫 土瞞 藩か堵e嚢の鮒襲） ！掛 SD2車SI42ヰSI40
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・′ニ　ー′、、　′　、　　′　′　　　′　　　　　′：′　一・′　　　・′　　　　・づ′　　ニ　　・・ご　′′′

、．　二　一　一・　．′、l・

位置　調査区の北部，一12110区、。

．・　　　　　　　　　　　　　ノ　　′　　′J　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　・　　　　　　一

′ノ　‥・ノ・′　ノー　・′　・′′　　　　　ノ

′∴　　　　　　　、　ノ．　　′．　　　．　　　．　，．　　　′．、　′．′　　′、　　　　　　　　・

′　′　′．　′－′　　　　　　　　　　　　′　　　　、　・　　　　　　　　　　　ノ　　　′　　一・、1y H　・′　　一一　　‥′

′′　　　　　　′　　′　′　′　　　　　′　一　　′　′　　　　　　　、　ノ　′、　　、　′て　ノ′　　′　ノ、、

早期の調理場遺構と考えられる、－、

l　　　　　　　′・′′　　′　′′

位置　調査区の北部。A H18区、、．

・・　′　　　　　　　′　　　　　．　　′　′　　′′

′こ　・・　′　ノ′　　　　′　　：　・

－：′一・　．、′・　　ノ‘　　　　　　一ノ　　′・ノ　　　ノ　　，ノ、、′‥′．、、∴／、、．

一　　　　′、′　ノ　　ノ・′　　　ノー　　　′　・′、′ノ′’′　ノ　ノ　′　　　．、　　　：′　′．．　′　′∵′．、．′‥、一　　′′

′・・・′．・1ノ　1　　　／′く二°、′′　′・t　‾・ミ　　　′ノ　・ノ　　　♪′　′ノソ．　′　　　ノ　！、tt　′。′‘、．∴

H殻条痕文が施されている。一、．

、ツリ　ノ′．　′’．′　　　ヶ．・　・∴

第　号轟萄遺構　第開園）

ノ、′・′′・′　．　　　　　　　　　　　／

一　　　　′　　′、′　てノ昌　．　　一　一　′　　　′

’　　　′　　　　　　　　　′′t′．．・′′　′二　．′，／　　　．・・

覆土　3層からなる。

土層解説

l　黒　褐　色　ローム粒J’・少量

2　暗　褐　色　ローム粒J’一多量

3　暗　褐　色　ローム小プロ、ソク・粒千少量

遺物　礫罰点が出土している。礫の材質は安山岩　砂岩　凝灰岩である。礫は凝太義　～膵cmで　は　んどが

‘′へ　′、′ノ　ー′　∴ノ　ノ　ノ　　　　′　∴．、′′ノノこ′・′　′　′、′．′、．、リノJ′／J

新風　遺構に伴　土器はみられなかったが　縄文時代の調理場遺構と考えられる。
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位置　調査区の北部，A2i6区。

確認状況　表土除去後の遺構確認面で確認した。

規模と平面形　長径138cm，短径107cmの楕円形に広がっている。

覆土　単．ll一一一一▲層である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒If一微量

遺物　礫50点が出土している。礫の材質は安山岩，砂岩，凝灰岩である。礫は最大長5～19cmで，ほとんどが

破砕し火熱を受けていた。礫の集石状況は密である。

所見　遺構に伴う土器はみられなかったが，縄文時代の調理場遺構と考えられる。

第　号轟萄遺構　第開e開園）

位置　調査区の北部　Am　区。

確認状況　表土除去後の遺構確認面で確認した。

規模と平面形　長径88C恥　短径70cmの楕円形に広がっている。

遺物　礫36点，縄文土器片2点が出土している。礫の材質は安l耳岩，砂岩，凝灰岩である。礫は最大長3～30

cmで　ほとんどが破砕し火熱を受けている。中央部に凝太長渕cmの平石2点が置かれている。第帯図　0　は

深鉢の胴部片で，内・外面外面に条痕文が施されている。

所見　出土遺物から縄文時代早期の調理場遺構と考えられる。、

第　号農萄遺構　第開園）

位置　調査区の北部，A2d8区。

確認状況　表土除去後の遺構確認面で確認した。

規模と平面形　長径131cm，短径102cmの楕円形に広がっている。

覆土　2層からなる。

土層解説

1　黒　　　色　ローム粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子少量

遺物　礫85点が出土している。礫の材質は安山岩，砂岩，凝灰岩である。礫は最大長5～15cmで，ほとんどが

破砕し火熱を受けている。礫は南部に集中している。

所見　遺構に伴う土器はみられなかったが，縄文時代の調理場遺構と考えられる。

第　号轟萄遺構　第開園）

位置　調査区の北部，A3dl区。

重複関係　第12号住居に南東部を掘り込まれている。

確認状況　表土除去後の遺構確認面で，確認した。

親機藍平面形　長径85　短径髭cmの楕円形に広がっている。

遺物　礫88点が出土している。礫の材質は安山岩，砂岩，凝灰岩である。礫は最大長3～19cmで，ほとんどが

破砕し火熱を受けている。礫の集石状況はやや密である。

所見　遺構に伴う土器はみられなかったが，縄文時代の調理場遺構と考えられる。
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第77因　第2・5号集石遺構出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

3　土　　坑

今回の調査では，土坑17基を確認した。ここでは，土坑の形状，規模及び出土遺物に特徴があるものについ

て文章で記載し，それ以外の土坑については一覧表に記載する。

第1号土坑（第78図）

位置　調査区の北西部，A2e2区。

規模と平面形　北西部が調査区城外に延びている。確認できたのは，長径3・88m，短径（2・24）mの範囲で，

第78図　第1号土坑・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　2甲
！　　　；　　　！
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深さ26cmである。

長径方向　N－640－E

壁面　緩やかに外傾して立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。

覆羞　2層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

色
色

褐
褐

説解
暗
暗

層土
　
1
　
ワ
】

ローム粒子・炭化粒f一微量

ローム粒！－少量，ローム小プロ、ソク・炭化粒召鋸違

遺物　縄文土器片　息　弥生土器片用点が出土している。第78図1は弥生土器広口壷の日経部破片で，中央部

の覆土下層から出土している。2～4は弥生土器片の拓影図である。2は胴部から頚部にかけての破片で，胴

部と頚部の境は3条の洗練で区画され，胴部には附加条二種（附加は条）の縄文が施されている。304は胴

部片で，附加条二種（附加1条）の縄文が施されている。

所農　本跡の時期は，出土土器から判断して，弥生時代後期と考えられる。性格は不明である。

第1号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴　 及　 び　 文　 様 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第78図

1

広　＝ 壷 B　 0 3 ．9） 胴部から目線部にかけての破片。目線部に2 条の隆帯が巡り，隆帯上 砂粒・雲母・赤色粒千 P 175　　　 10％
弥生士器 に指頭による押圧が施 されている。頚部には櫛歯状工具による縦の区 灰黄褐色 P L29

画が施 され，頚部と胴部との境に 3条の沈線が巡る。胴部には附加条 普通 中央部覆土下層
二種 （附加 1条）の縄文が施されている。

第帽考量硫（第開園）

位置　調査区の中央部，B3il区。

規模と平面形　長径1．54111，短径1．49mの円形で，深さ22C皿lである。

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。

尊堂　2層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　　　色　ローム粒子微量

2　黒　　　色　ローム小ブロック・粒子微量

遺物　土師器片100点が出土している。第79図1e2は土師器嚢で，覆土中層から出土している。

所凰　本跡の時期は，出土土器から判断して，古墳時代中期（5世紀）と考えられる。性格は不明である。

第16号土坑出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色誘巨 焼成 備　　 考

第79図 襲 A ［17．0］ 目線部 の破 片。体部は内傾 して立 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部上位 砂粒 ・雲母 ・長石 P 186　　　 5 ％

1 土 師 器 B （6．3） ち上が り，目線 部は外傾す る。 内 ・外 面へ ラナデ。 にぷい褐色

普通

覆土中層

2

賓 A ［2 1．0］ 体 部か ら目線部 にかけての破片。 目線部 内 ・外面横ナ デ。体 部外 面 砂粒 ・長石 P 1 87　　　 5 ％
土 師 器 B （10 ．7） 体 部は内攣気味 に立ち上がる。頚

部で くびれ， 日録 部は外 反する。

ヘ ラナデ，内面へ ラ削 り。 にぷい赤褐色

普通

覆土中層
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二＿＿＿二＿＿∴‾

0　　　　　　　2m

！ニ＿　　＿＿＿圭一一一一…　＿＿＿二＿…＿＿i

第開園　第柑尊皇坑◎出藍遺物実測図

表3　ニガサワ遺跡土坑一覧表

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

上＿＿＿　　；＿　　　！

土坑

番号
位　 学

長径方向

（長軸方向）
平　面　形

規　　　　 模
壁面 底面 覆土 主　 な　 遺　 物

備　　　 考

重複関係

（旧→新）長径×短径（m）深さ（cm）

1 A 2 e2 N －640－E 楕　 円　 形 3．88　×（2．24） 26 緩斜 平坦 自然 縄文土器片，弥生土器片，土師器片

2 A 3 h3 N －220－W 楕　 円　 形 1．12　×　0．78 50 緩斜 平坦 自然 SI28→本跡

3 A 3 C3 N －280－E 楕　 円　 形 0．91 ×　0．76 36 緩斜 皿状 人為 縄文土器片，土師器片

4 A 3 d4 N －600－E 長　 方　 形 1．82　×　0．62 26 垂直 平坦 人為

5 A 3 d4 N －600－E 長　 方　 形 1．62　×　0．55 36 垂直 平坦 人為

6 A 3 g3 N －580－E 楕　 円　 形 1．28　× 1．20 45 外傾 平坦 人為 縄文土器片，土師器片

7 A 3 h3 N －220－W 楕　 円　 形 1．08　×　0．94 18 外傾 平坦 自然 縄文土器片，土師器片

8 A 3 h4 －
円　　　　 形 0．79 12 外傾 平坦 自然

9 A 3 f7 N －520－E 楕　 円　 形 ［2．04］× 1．55 4 緩斜 平坦 自然 縄文土器片

10 A 3 g9 N －210－W 楕　 円　 形 1．92　× 1．61 31 外傾 平坦 自然 縄文土器片，土師器片

11 A 3 h7 N －540－E 長　 方　 形 2．42　×　0．70 19 垂直 平坦 自然 SI24→本跡

12 B 2 fO － 円　　　　 形 1．50 37 外傾 平坦 自然 土師器片

13 C 3 e4 N －140－W 長　 方　 形 1．68　×　0．94 28 外傾 平坦 自然

14 C 3h7 N －530－E 楕　 円　 形 1．43　×1．14 24 外傾 皿状 自然

15 C 3d7 N －780－E 不整長方形 2．70　×　0．95 23 外傾 平坦 自然 SI30→本跡

16 B 3 il － 円　　　　 形 1．54　×1．49 22 外傾 平坦 自然 土師器片

18 B 2 b6 N －430－W 楕　 円　 形 1．44　×1．32 33 垂直 皿状 自然 縄文土器片，土師器片
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4　溝

今回の調査では，溝2条を確認した。以下タ　その特徴や主な遺物について記載する。

第瑠考湧（遺構全体図，第80e81図）

位置　調査区の西部，B2b6～C3el区．

規模と形状　全長5284mである。上幅0。56～1。2地学　下幅0．18～0。50m，深さ0．64mで，断面形はU字形であ

解
黒
暗
褐

‰

獅

配

誓

2

3

C3el区から北西（N－240－W）にほぼl亘線的に延びる。

3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

色
色
色

褐
褐

ローム粒子微量

ローム中ブロック・小プロ、ソク・粒J’一少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器片84点が出土している。第8温図1は土師器台付嚢の海部片で，覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期は，廿日二十器から判断して，古墳時代と考えられる。

第温号溝出土遺物観察表

図 版番号 器　 種 計測 値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 士 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 8 1図

1

台 付 餐 B （1 1．車 卿 台 部 か ら体 部 に か け て の 破 片 。 体 部外 面 パ ケ 日調 整 ， 内 面 ナ デ J 砂 粒 e雲 母 8長石 。 P 18 5　　　　 5 ％
土 師 器 D ［1 1．1］ 肺 台 部 は ハ の 字 状 に 開 き， 端 部 を 脚 台 部 外 面 上 位 パ ケ 目調 整 ， 下位 赤 色 粒 子 P L 29

内側 に 折 り返 す ㍉ 体 部 は 内 攣 気 味

に立 ち 上 が る 。

ナ デ 。 内 面 ナ デ。 に ぷ い 黄橙 色

普 通

覆土 中層

旦＿30．8m

二：l：、l－‥l二‡lll

」＿3∴針′：

二二二「

SDl1

＿31．2m

－‾一L、ミニヽ評‾一‾

＿＿三一32芝Tこ

－‾‾℃ぴ‾ゝ

SDl2

0　　　　　　　　　　　　2m

ヒ∴‥∴∴∴二二∴ニーj

第踊図　第　の　考湧断面図

0　　　　　　　10cm

ヒ一一，二一一：‥－づ一一一一一れ一一一一」

第馴園　第　号湧出蓋遺物実測図

第2号溝（遺構全体図，第80図）

位置　調査区の南西部，C2f7～C3C2区。

重複関係　本跡が第39e43号住居跡の中央部を掘り込み，第40号住居に掘り込まれているので，第39e43号住

居跡より新しく，第40号住居より古い。

規模と形状　西部が調査区域外に延びているため，確認できた部分は25。8mである。上幅0。50～0。80m，下幅

0．20～0．48m，深さ0．18mで，断面形は逆台形である。

方向　C2f7区から北東（N－530－E）にほぼ直線的に延びる。

啓羞　2層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
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土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム中ブロック・小ブロック。粒子少量

遺物　土師器片12点が出土しているご

新風　時期を限定できる遺物はないが芦　重複関係から本跡は，古墳時代（中期～後期）と考えられる。

5　遺構外出丑遺物

遺構夕摘、らは，旧石器時代から奈良⑳平安時代にかけての遺物が出土している。ここでは，出土遺物のうち

特徴的なものについて記載する。

（自　縄文土器

第82。83図10～35は縄文土器片の拓影図である。

10～相は早期中葉の土器である。10は深鉢の胴部片で，斜格子目文が施されている。三戸式と考えられる。

Ⅲは深鉢の目線部片，12～14は深鉢の胴部片で，沈線文が施されている。田戸下層式と考えられる。

鼠5～20は早期複葉の土器でタ　胎土に繊維を含んでいる。15の16は深鉢の日録部片で，微隆起線で区画され，

交点に円形刺突文が施されている。鵜ケ島台式と考えられる。17～20は条痕文系土器である。17は探鉢の目線

部片で，口唇部にキザミ，日録部に貝殻条痕文が施されている。18～20は胴部片で，内患外面とも貝殻条痕文

が施されている。

21～24は前期前葉の土器で，胎士に繊維を含んでいる。21は深鉢の日録部片で，RLの単節縄文が施されて

いる。22～24は深鉢の胴部片で，22はRLの単節縄文，23はRの無節縄文，24はRの無節縄文が羽状に施され

ている。黒浜式と考えられる。

25～32は前期複葉の土器である。25～27は深鉢の日録部片で，25e26は口唇部にキザミ，口縁部に半裁竹管

による爪形文，27は口唇部に補修孔が，目線部に半裁竹管による爪形文が施されている。28～30は深鉢の胴部

片で，波状貝殻文が施されている。浮島Ⅲ式と考えられる。31は深鉢の目線部片で，口唇部にキザミ，目線部

には平行沈線と貝殻腹緑文が，32は深鉢の胴部片で，細い沈線による区画内に貝殻腹縁文が施されている。興

津式と考えられる。

33～35は中期の土器である。33は深鉢の目線部片で，RLの単節縄文が，34。35は深鉢の胴部片で，34はRL

の単節縄文が，35はLRの単節縄文がそれぞれ施されている。

（2）弥生土器

第83図36～46は弥生土器片の拓影図である。

36e37は弥生時代中期の土器である。36637は壷の肩部片で，地文の縄文が底辺の長い三角形によって区画

され，内部が磨り消されている。

38～46は弥生時代後期の土器である。38～41は口縁部片で，38は目線部に指頭による押圧が1条あり，下位

に附加条二種（附加1条）の縄文が施されている。39は目線部に指頭による押圧のある隆帯が1条ある。40e

41は櫛歯状工具による縦区画で分割され，区画内には波状文が施されている。42は頚部片で，櫛歯状工具によ

る波状文と連弧文が施されている。43～45は胴部片で，附加条二種（附加1条）の縄文が施されている。46は

底部片で，胴部に附加条一種（附加2条）の縄文が施され，底部には布目痕が認められる。
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第84図　遺構外出土遺物実測図（3）

遺構外出士遣物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第8 2図 坤こ A　 13 ，8 口綾 部 ・体 部一部欠損。平底 。体 口緑 部内 ・外面 ，体 部外 面 ロタロ 砂粒・雲母・赤色粒子 P 176　　　 80％

1 土 師 器 B　　 4 ，2 部 は外傾 して立ち上が り， 口緑 部 ナデ。体部内面へ ラ磨 き。底部回 橙色 P L 30
C　　 6 ．7 はわずか に外 反する。 転 へ ラ切 り。 普通 表採

2

高　　 杯 A　 18，6 脚部欠損。杯 部は外傾 して立 ち上 口緑 部内 ・外面横 ナデ。杯 部外面 砂掛 長石・赤色粒子 P 1 77　　　 50％
土 師 器 B （6．0） が りロ縁部 に至 る。杯部下位 に弱

い稜 をもつ。

下位 へラ削 り，内面へ ラ磨 き。 にぷい橙色

普通

表採

3

器　　 台 B （1 1．7） 脚 部 ・器 受 部 一 部 欠 損。脚 部 は 器受部 内 ・外 面へ ラ磨 き。脚 部外 砂粒 ・長石 P 17 8　　　 60％
土 師 器 D　 16 ．4 ラ ッパ状に開 き中位 に 4 孔が空け 面へ ラ磨 き，内面パケ 日調整後 ， にぷい橙 色 P L 3 0

られている。器受部 は内野気味に ナデ。器受部 内 ・外面，脚部外面 普通 表採
立 ち上が り，下位 に突帯 を もつ。

器受 部底 部中央 に単孔 を もつ。

赤彩。

4

器　　 台 B （5 ．6） 脚部片。脚 部は外傾 して下 方に開 脚 部外面へ ラ磨 き，内面ナデ。 砂粒 ・長石 P 17 9　　　 30％
土 師 器 く。 4 孔が空 け られてい る。 器受

部底部 中央 に単孔 をもつ。
にぷい黄橙色

普通

表採

5

柑 A ［1 2．0］ 日録部一部欠損。 平底。体部 は球 ロ緑 部内 ・外面ハ ヶ月調整 後，ナ 砂粒 ・雲母 ・長石 P 18 0　　　 70％
土 師 器 B　 1 6．9 状 を呈 し，中位 に最 大径 をもつ。 デ。体 部外面中位パ ケ目調整 後， 橙 色 P L 30

C　　 3．3 口緑 部は外傾 して立ち上が る。 ナ デ，下位へ ラ削 り。内面ハ ケ 目

調整。 口緑 部内 ・外面，体部外 面

赤彩。

普 通 表採

6

台 付 嚢 A ［14 ．4］ 体部 か ら口緑 部 にか けての破 片。 口緑部 内 ・外面梼 ナデ。休部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 18 1　　　 5 ％
土 師 器 B （5 ．6） 体部 は内傾 して立 ち上が る。ロ緑 パケ 日調整， 内面ナデ。 赤色粒子 P L 3 0

部 は S 字状 で，端部 は外傾 する。 にぷ い橙色

普通

表採
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図版番号 券 種 桓 測値 毎 ）　 器　 形　 の　 特　 徴　　　 手　 法　 の　 特　 徴　 胎士 ゆ色調 を焼 成 備　　 考

第82園

丁

台 付 悪　 Å　 日工主　 体 部か ら目線部 にかけての破片∴　 「1 線部内 ・外面横 ナデ∴休部外面　 砂粒 ・長有 ・赤色 P 18 2　　　 う㌦

土 師 器　 H （一L 事　 体 部は両極 して立 ち上 がる十　日緑　 ハケ ＝調 整． 内面 ナデ∴　　　　　　 粒子 太抹

部 は S 字状で†端部 は什反する＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　 浅 黄橙色

普通

8

手性 十器　 Å　 十6　 完彬＋鉢彬 ∴平底．休部 はほぼ両　 日緑 乱　 体部内 ・外面指 頭に よる　 砂粒 ・長右 P l揖　　　 軸 ㌦

士 帥 器 8　 3 ．8 i 立し， 目線 部に圭 る∴　　　　　　　 ナデ∵　　　　　　　　　　　　　　 明褐色 PL 二jO
し　 十2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通 太抹

9

杯　　 A　 は．6　 日縁部 せ休 部一部 欠損㍉　平底∴休　 日縁部 ，体部 内 ・外面 ロクロナデ∴　砂粒 ・長石 ・礫 ㌘184　　　 65％

PL 30

太抹

須 恵 器　 8　 う．2　 部 は外価 して立 ち上が り， 汀線部　 底部 回転へラ切 り後，ヘ ラナデ∴　 褐吠色

C　 6諸　 に至 る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

急酢β開園等眉藁藁壷慧霊園ちヨ閣惰嗣圏同　　日惰闇闇瓢

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨　 質 恒 地 点 i 備　 考

長紬 血中 扁 k m） 厚さ k m） 重義 廟

第83図48 彫刻刀彬石器 7 03 ！ 3 可 ＋ 錮 2飢渇 薗　 岩　 衷採　　 棒 鋼　　　　　　 炉は

49 右　　　　 鉄 2 可 ＋ 畑中 ＋ 摘 1．36
チ ャ ー ト　 衷採　　 極 錆　　　　　　 軋 諏

50 右　　　　 鉱 2 可　 可　 サ7 2 ．82 チ ャ ー ト　 東採　　 極 錆　　　　　　 瓢 湖

51 有　　　　 匙 紺 ！ ㌃可 ＋ 紺 封お6 薗　 岩　 衷採　　 庫　　　　　　 瓢 湖

第出図52 有　　　　 川L 親 日 l鋸 つ　 ‥服 17 ．5kg 安 山 岩 i衷採　 i Q 28　　　　　　 軋 30

：ハ、′′　′　。・′

ニガサワ遺跡の調査から得られた成果を各時代ごとに整理し，まとめとする。、．

1　旧石器時代から縄文時代まで

旧石器時代の遺物は，彫刻刀形石器1点が表土から出土している。石質は頁岩である，、〕

縄文時代の遺構は，集右遺構7基が北西部で確認された。いずれも礫の石材は安l耳岩，砂岩，凝灰岩などで，

火熱を受けて赤変している。遺物は第2・5号集石遺構から縄文時代早期の条痕文系土器（三戸式・出）十卜層

式）片が拙」二しており，縄文時代早期の調理場遺構と考えられる。竪穴住居跡は確認されなかったが，石鉱，

右匙，石皿及び縄文時代早期から中期までの土器片が表土や後世の遺構から出土しておl），縄文時代の人々が

狩猟や生活の場として利用していたことが想像される。二つ

2　弥生時代

確認された遺構は土坑1基のみである。土器片は表土や後世の遺構から少量出土している。ほとんどの遺物

は弥生時代後期の十王台式土器である。その他弥f日時代中期に比定される，福島県いわき市に所在する竜門寺

遺跡から出土した，竜門寺式土器と極めて似ている土器片が2点出土している。

3　古墳時代

本跡の中心となる時期で，竪穴住居跡36軒を確認した。3期に分けることができるご
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第I期（4世紀）

∴＿　、フ　＿　こ－、∴　う、′　、：・鮒・Hl・′一；′　十・＼う、）ノ　：、主ノ′－「言の点上が戌、′し、J十け・ノ了二

体に散在する。住居跡の施設をみると，　か所の主柱穴を持つ住居跡は相野で　その内　軒が出A mピット

を有する。貯蔵穴を持つ住居跡は相好で　出太　田部から太って手前の右コーナー部に撒％が設置されている。

炉を持つ住居跡は且8軒でタ　すべて地床炉である。規模をみると床面積が渕感を超える太形住居跡はは　軒でタ

特に　調査区の西部に位置する第　号住居跡と南東部に位置する第2号住居跡の　軒は摘録柑感で　際だって

太形である。翻～測感の中形の住居跡が　軒学　掴感未満の、形の住居跡が　軒である。主勧方向はN…　0～

300－Wまでの範囲に72％の住居跡が含まれる。

出土遺物は　高塚傲港南の柑会意砂嚢◎　こヂュア土器の手淫土器などである。第　の　e　魯別珍2号佳

屠跡からは撃　ニチュア土器または手淫土器が出土してお酌　祭祀との関連が考えられる。格に　第2号住居

声、ら！ユ　　ニ′　・ノ　、、　言′　′一、′′ノ　′！‥（ノノ　∴∵、一㌧　十！′‾／亮一：‘ニノの鉦完が′：・′二＼ノ、一こシ五二予ニ　7・、J

は　手淫土器　個が　東西に等間隔に並べられた状態で出土している。棚状施設の前面からは焼土塊が確認さ

れ　虎を焚いた　のと監われる。第臓号佳屠跡からは　描線部が波状を里した聾が　庶出まして折る。成形技

法は　描線部内啓外商をノ㌔ケ目調整した後に　棒状工具ある齢は指頭によ軋　描線端部を内側から等間隔に押

圧することによって成形している。当財団が調査した茨城町南、割遺跡から　類似した登が出土している。ま

た学　本跡からは東海系の　字状描線の函館聾が出土している。第　砂　穆翻02　合凱陰器号住居跡からは　描

線部片が　第3　診墟号住居跡からははぼ完形の　字状描線の海相登が出土して齢る。齢ずれ　赤塚編奪紹のり

類に属する　の監監われる。当財団が平成　年度に調査した常北紺上入野遺跡から　閣類の　字状描線の函館

禁が出土している。

第Ⅱ期（5世紀）

第5砂且4㊧158且8e2鼠㊧25魯26の3臣36039号住居跡が該当する。第罰0諏号住居跡は南部に　それ以外の

住居跡は中央部から東側に位置している。住居跡の施設をみるとタ　主柱穴を持つ住居跡は4軒である。炉を持

つ住居跡は7軒でタ　すべて地床炉である。炉の位置をみるとタ　第25号住居跡は中央部から東寄りに，第36砂39

号佳屠跡は北東壁寄　に設置されている。床面積は平均2。感で　第　期の平均3。感に比べ、形化している

ことから　屠住空間を意識して炉を設置していると考えられる。住居跡の主車醐錐紬路上溜㌻∴酢十N㍊ぽ㌧

Eまでの広範囲で規則性はみられない。

出土遺物はタ　琢砂高塚色相の壷e聾などである。第鼠8号住居跡からはタ　東壁際から6個の高塚が，Å為的に

積み重ねられた状態で出土している。いずれの高塚　脚部がエンタシス状を皇し　脚部と輝部の外面は丁寧な

ヘラ磨きが施されている。祭祀行為との関連が考えられる。

第Ⅲ期（6世紀）

調査区の南部に位置する第42号住居跡が該当する。平面形は方形で，床面積は33感の大形住居跡である。北

壁中央部に竃が付設されている。土錘が集中して出土していることからタ　漁労との関係も考えられる。

4　平安時代

竪穴式住居跡7軒を確認した。2期に分けることができる。第蟻号住居跡は平安時代と考えたが　遺物が

細片であるため詳細な時期は不明である。
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第85図　二ガサワ遺跡集落変遷図

第I期（9世紀中葉）

第3・23号住居跡が該当する。床面積は6Idと10Idで古墳時代のものと比べてかなり小形である。柱穴は2

軒とも確認されなかった。竃は2軒とも北壁中央に付設されている。第3号住居跡は調査区の北西部，第23号

住居跡は北東部に位置し，両者の距離は80mほどで，主軸方向は，前者がN－50－W，後者がN－190－Wと

差があることなどから，この2軒は別のグループである可能性も考えられる。

遺物は，土師器（杯・嚢），須恵器（杯）が出土している。第3号住居跡から「厨」「大子」と墨書された土

師器杯が出土している。那賀郡街との関係が考えられる。

第Ⅱ期（10世紀）

第11・16・37・40号住居跡が該当する。住居跡の床面積は4軒とも20Id未満と小形である。住居の掘り込み

も浅く柱穴も確認されなかった。竃の付設位置は，第11号住居跡は削平のため確認されなかったが，第16号住

居跡は東壁の中央部に，調査区の南部に位置する第37・40号住居跡は，東壁の中央部から南寄りの位置である。

主軸方向も差がないことから，これらの住居跡は同時期に存在していたものと考えられる。

以上をまとめると，今回の調査で，旧石器時代から平安時代までの人々の生活の痕跡を確認することができ

た。旧石器・縄文時代には，狩猟や生活の場として利用され，古墳時代の4世紀後半に集落が形成され，5世

紀中葉まで継続する。住居跡からミニチュア土器，手捏土器，高杯，器台，相などが出土していることから，
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かけて，わずかに住居が構築されたにすぎないご

註

（1）竪穴住居跡の大きさは，床面積30前以上を大形，30n了未満20I京以上を中形，20n了未満を小形としたこ、

（、2）赤塚次郎「FS字聾』覚書’85」「年報　昭和60年度」財団法人愛知県埋蔵文化財センター1986年

参考文献

つ酎斬去人いわき市教育文化事業団「竜門寺遺跡」『いわき市埋蔵文化財調査報告』第11冊1985年3月

、′′く′、′′、　　　′　′　　　　ハ、　一　り＼　　一・l　ノ．′　′　　ノ、＿、．　　　、　ノJ r　ノ　　　　　、・　　　′

跡」『茨城県教育財団文化財調査報告』第129集19！）8年3月

ノ、りJこ′　二、、ノ　　　∴。　ノ．・、。′、、ノ　′C′・　　　　、（．．′　、ノ，一　一′’　　　′、、′，　．，　工、

前側遺跡」『茨城県教育財団文化財調査報告』第1＿08集1996年3月

′′′六、ハ　＿一　　　・、ノ、＿　一　　′　′．＿　・・’　′．′　′ノ　′′′　　　　　　　・′、・一　．、、．′　′二、　　′

財調査報吾』第66集1991年3月

ノ、・ハ　　′・・・ノ　　　　′、・′∴　　！　　～ノ・　　　′　　　　　　　　　　′　ノ　　　′　．　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ、　1、・‥

財団文化財調査艶告』第83集1993年3月
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第8号住居跡完掘状況

第9号住居跡完掘状況

第13号住居跡遺物出土状況



第17号住居跡完掘状況

第18号住居跡遺物出土状況

第19号住居跡完掘状況



第20号住居跡完掘状況

第25号住居跡遺物出土状況

第27号住居跡完掘状況



第27号住居跡遺物出土状況

第30号住居跡遺物出土状況

第33号住居跡完掘状況



第35号住居跡完掘状況

第39号住居跡完掘状況

第42号住居跡完掘状況



第42号住居跡遺物出土状況

第43号住居跡完掘状況

第43号住居跡遺物出土状況



第3号住居跡完掘状況

第23号住居跡完掘状況

第37号住居跡遺物出土状況



PL13





PL15

第1・2号住居跡出土遺物

Slト6



PL16

第2・4・5号住居跡出土遺物



PL17

第5～9号住居跡出土遺物



PL18

S19－7

第7～10・13号住居跡出土遺物

S日3－23

S110－2



PL19

Sl13－4

Sl13－19

第13号住居跡出土遺物

S‖3－14



PL20

第13～15号住居跡出土遺物



PL21

Sl18－6 S118－9

Sl18－13

第15・17・18号住居跡出土遣物

Sl15－4



PL22

Sl18－20

第18～20号住居跡出土遺物

S119－3



PL23

S122－2

Sl22－1 S124－2

S124－6

第20～22・24号住居跡出土遺物

SI2ト4



PL24

S126－1

S127－10

第25～27号住居跡出土遺物

．芸で童‘‾‾‾

S127－11

S書27－3

SI27－13



PL25

還＿轟＿巨‾
SI30－1 S130－2

第30・32・33号住居跡出土遺物



PL26

Sl36－1 Sl39－1 St39－2

第33・35・36・39・41号住居跡出土遺物

S135－1

S139－5



S142－15

第41・42号住居跡出土遺物



PL28

S143－2

S143－3

St43－4

第42・43号住居跡出土遺物

S143－6

S142－7



PL29

S13－4

Sl16－1

第3・11・16・23・29号住居跡・第1号土坑・第1号溝出土遺物



PL30

集石2－1

遺構外－52

第2・5号集石遺構・遣構外（1）出土遺物



PL31

遺構外出土遺物（2）



PL32

遺構外出土遺物（3）
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